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この 報 告書 は,日 本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の 一 部 で あ る

機 械 工業 振 興 資 金 の 補 助 を受 け て,昭 和58年 度 に実 施 した 「情

報 化 の推 進 に 関 す る調 査 研 究 」の 一 環 と して と りま と めた もの

で あ りま す 。
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は じ め に

高度情報 化を指 向 して,わ が国 では,産 業界 や社会にお いて様 々な情報 ネ ッ

トワークの形成 が進 ん でお ります。 ネ ッ トワー クの利用 は,ニ ューメデ ィアの

登場 とと もに,情 報処理 と通信が融 合 した新 しい使 い方 が開発 され てお り,産

業活動や社会の情報流 通に大 きな変革 を もた らしっっあ ります。

政府 は,こ の よ うな動 向に鑑み,現 行 の 公衆電 気通信業務 の一元的運 営 を前

提 とした電 気通信体 制 を抜本的に改革 し,民 間活 力の積極 的な導 入 を計 る法体

系 について国会 に上 程す る ことにな りま した 。

当協会で は,か ねて よ り,将 来の ネ ッ トワー ク需要の動向把握 と主 と して制

度問題に っいて,「 汎 ネ ッ トワーク推 進委員会(委 員長 ・稲葉 秀三氏)」 を設

け専門的 な立場 か らの検 討 を依頼 してお ります。

同委 員会 では,本 年2月 に郵政省 か ら公表 された電 気通信 法体 系の改革 の基

本的視点 と電 気通信事業 法案及 び日本電信電話株式 会社法案 の両 骨子 につ いて

検討 を重ね 「ネ ッ トワー ク提言 」として取 りまとめ関係機 関に具 申 しました。

その後,政 府 は各界 の様 々な意見を受けなが ら,上 記両法案 を第101国 会に

提出す る運 びに な ってお ります 。

本報告書 は,汎 ネ ッ トワー ク推進委員 会の活動状 況 として,新 電 気通信 制度

の確立 までの道程 を記録 し,将 来のために参考に 資す るこ とといた しました。

最後 に,多 大 な ご尽 力 を頂 きました汎 ネ ッ トワーク推進委員会の委員及 び専

門委 員 を始 め関係各位 に心 よ り感謝 す る次第 です。

昭和59年3月
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本 報 告 書 の 趣 旨

昭和59年2月,汎 ネ ッ トワー ク推進委 員会 は,新 電気通信事業 法要綱へ の動

きに対 し,「 ネ ッ トワー ク提言 」を作成 して,新 通信法体系 のあ るべ き姿 に対 す

る問題 の指摘 と要望 を行 った。

その後幾多の曲折 を経 て,本 年4月,新 電 気通信事業法案 および新 日本電信電

話株式会社法案 が,国 会 に提 出 され る運 びとな った 。

この間の事情,経 緯 を明 らかにす るため,(提 言 は第5次 案 であ るが)そ の前

の第2次 案 をま とめるまでの当推 進委 員会専 門委 員会討論経過 を紹 介 して今 回の

通信法体系問題の中心課題 を理解 す る資 としたい,と い うのが本報告書の趣意 で

あ る。

結果 として,国 会上 程予定 の法案は,外 資問題を除 き,当 委員会 の 「ネ ッ トワ

ーク提言 」が容れ られた形 に な っているといえる。

ただ関係 政令 ない し省令 は,本 報告書刊行 の時点 では明 らか でない。

法案 および命令に対 して,改 めて論議 を行 う機会 があろ うか と思 われ る。

本報 告書は,時 間の順序 に資料 を配列 して問題の経緯 を明 らか にす ることとし

た。

59年2月

2月

2月

電気通信事業法案要綱

日本電信電話株式会社法案要綱

汎 ネ ッ トワー ク推進 委員会,本 委 員会 ・

専門委 員会 数次討議
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電気通信事業法案(仮 称)の 骨子

1法 案作成に当たっての基本的考え方

民間活力による電気通信事業の活性化 ・効率化の要請に対処 しつつ、電気通信事業の有する公

共性を確保するため、下記事項 を基本 として電気通信事業法案(仮 称)を 策定す る。

1電 気通信分野における今後の需要動向、技術進歩等に柔軟に対処 しうるよう、全分野への新

規参入が可能な制度を創設 し、民間活力の積極的活用を図る。

2競 争原理の導入に伴い、VAN(付 加価値通信)事 業 を含 め、民間の創意工夫を生か した多

種多様な事業形態が出現するもの と想定されることから、電気通信事業全般に関する体系的な

法制度の下で、事業形態の多様性に柔軟に対応できる仕組みとする。

3国 民生活に必需の電気通信 サービスの確保、通信の秘密及び安全性 ・信頼性の確保、非常 ・

災害時の重要通信の確保等電気通信事業の公共性に基づ ぐ要請については、競争原理が有効に

機能するなかで達成される よう所要の措置を講ずる。

4民 間の創意工夫 、技術 の進歩が電気通信の発展に最大限活かされるよう、最 も公共性の高い

事業分野についても、電気、ガス、交通その他の公益事業に関する規律を限度 とし、他の事業

分野については、それぞれの事業形態 に応 じて規律は必要最小限にとどめる。

5電 気通信の自由な利用を促進するため、電気通信回線の利用、端末機器の設置及び自営電気

通信設備の使用に関する制限規定 を設けない。

fi主 要 事 項

1総 則的 事 項

(秘 密 の確 保)

(1)電 気 通 信 事 業 者 の取 扱 う通 信 の秘 密 は 、侵 して は な らな い 。電 気通 信 事 業 の従 事 者 は 、在

職 中知 り得 た 秘 密 を守 らなけ れ ば な らな い 。

(検 閲 の 禁 止)

(2)電 気 通信 事業 者 の 取 扱 う通 信 は 、検 閲 しては な らない 。

(利 用 の 公平)

(3)電 気通 信 事 業 者 は 、利 用 者 を公 平 に取 扱 わ なけ れ ば な らな い 。

(重 要通 信 の確 保)

(4)電 気 通 信 事 業 者 は 、非 常 事 態 の発 生 時 等 に おけ る重 要 通信 を優 先 的 に取 扱 わ な けれ ば な ら

な いo

(事 業 の種 類)

(5)電 気 通 信 事 業 を 次 の よ うに区 分 す る。
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第一種電気通信事業(自 ら電気通信回線 を設置 して電気通信役務を提供する事業)

第二種電気通信事業(電 気通信回線の提供を受けて電気通信役務を提供する事業)

2第 一種電気通信事業

(事業の開始)

(1)第 一種電気通信事業は巨額の設備投資を要する公益事業であるので、著 しい過剰設備を防

止する等事業の安定性 ・確実性を確保する見地か ら、事業 を営むことについて許可を要する

ものとする。なお、第一種電気通信事業の外資比率は、レ3未 満 とする。

(料 金)

(2)第 一種電気通信事業の料金は、国民経済 ・国民生活に大きな影響を及ぼすこととなるので、

利用者が適正な料金で利用できるよう料金の設定 について認可を要するものとする。

(提供義務)

(3)第 一種電気通信事業者に提供義務を課すことによって、利用者に電気通信役務が安定的に

提供 されることを確保する。

3第 二種電気通信事業

(事 業の開始)

(1)第 二種電気通信事業は、高度化 ・多様化する通信需要に対応する事業であり、民間の創意

工夫が最大限活かせる分野 であるので、届出のみにより事業を営 むことができるものとする。

ただし、第二種電気通信事業の うち、全国的基幹的な事業及び外国 との間の事業(特 別第二

種電気通信事業)は 、その社会的 ・経済的重要性に鑑み、許可 を要するものとする。なお、

特別第二種電気通信事業の外資比率は、原則 として1/2未 満 とする。

(料 金)

(2)第 二種電気通信事業 の料金は、認可 を要 しないものとする。

4安 全性 ・信頼性の確保

(技術基準)

(1)第 一種及び特別第二種電気通信事業の電気通信役務の安全性 ・信頼性を確保するため、郵

政省令で電気通信設備の技術基準を定める。

(電気通信主任技術者)

(2)第 一種及び特別第二種電気通信事業者は、電気通信設備の技術基準を確保するため、電気

通信主任技術者を選任するものとする。

(管 理運用規程)

(3)電 気通信事業者は、安全性 ・信頼性 を確保するため、電気通信設備の管理運用規程を定め

るものとする。
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5公 正競 争 の確保

(相 互 接 続)

(1)第 一 種 電 気 通 信 事 業 者 間 の相 互 接 続 は 、 当事 者間 の協 議 に基 づ く こ とを原 則 とす る が 、接

続 条 件 の適 正 化 等 を図 る た め 、 相 互 接 続 に関 す る協 定 につ い ては認 可 を要 す る もの とす る。

(2)当 事 者間 の協 議 が と との わ な い場 合 で あ っ て、 公共 の利 益 の た め特 に必 要 で ある と きは 、

一 方 の 当事 者 の 申請 に基 づ き郵 政 大 臣 が 相 互 接続 を確 保 す る もの とす る。

(端 末 機 器 の技 術 基 準等)

(3)端 末 機 器 の技 術 基 準 の制 定 及 び そ の 認 定 、工事 担 任 者 の 資格 認 定 等 は 、公 正競 争 を確 保 す

る見 地 か ら郵 政 大 臣 が行 う。 また 、そ の実 施 に つ い て は 、 公正 な第 三 者 機 関 を活 用 し、行 政

事務 の簡 素 合 理 化 を 図 る。

6そ の 他

(優 遇 措 置)

(D土 地 の一 時 使 用 に関 す る権 利 そ の他 電 気 通 信事 業 を 営 む うえ で必 要 な優 遇 措 置 を定 め る も

の とす る。

(監 督)

(2)電 気通 信 事 業 者 の業 務 の 方 法 が 適 切 でな いた め 、通 信 の 秘 密 の確 保 に 支 障 が生 じる等 公 共

の利 益 が 阻害 され て い る と き は 、郵 政 大臣 は 、必 要 やむ を得 ない限 度 に 拾 い て業務 の 方 法 の

改 善 を命 ず る こ とが で き る もの とす る ほ か 、 この 法律 の施 行 に必 要 な監 督 規 定 を設 け る。

(電 気通 信 審 議 会へ の 諮 問)

(3)郵 政 大 臣 が この 法律 に 基 づ く重要 な処 分 を行 お う とす る と きは 、電 気 通 信 審議 会 に 諮 問 し

なけ れ ば な らな い もの とす る 。

(施 行 期 日)

(4)こ の法律 は 、 昭 和60年4月1日 か ら施 行 す る 。

皿 その他、別法案で措置する主要事項

(有 線電気通信法)

1電 気通信事業の一元的運営を前提とした制限(共 同設置(第4条)、 接続(第9条)、 他人

使用(第10条))を 廃止する等所要の改正を行 う。

(電 波 法)

2電 気通信事業の一元的運営を前提 とした制限(第4条 第2項)を 廃止する等所要の改正を行

う。

(有 線放送電話法)

3電 気通信事業の一元的運営 を前提 とした業務区域の制限 を廃止する等所要の改正を行 う。
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(有 線 テ レ ビジ ョン放 送 法)

4有 線 テ レ ビジ ョン放 送(CATV)業 務 に 付随 す る双 方 向 通 信 が で ぎ る よ う所 要 の 改 正 を行

う 。

●
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日本電信電話株式会社法案(仮 称)の 骨子

1法 案作成に当たっての基本的考え方

電気通信法体系改革の基本的視点に立 ち、下記事項を基本 として日本電信電話株式会社 法案

(仮称)の 作成を行 う。'

1我 が国の電気通信事業の効率化 、活性化を図 り、我が国経済社会の発展等に対処するために

は、日本電信電話株式会社(以 下 「新会社」 という。)を設立 し、事業経営の効率化 、活性化施

策の実施 が不可欠 であるとの観点か ら、

(1)新 会社が自らの創意工夫 を発揮 し、弾力的かつ効率的な事業運営を行 うことができるよう

措置する。

(2)新 会社に対する政府 の関与は、他の類似の特殊会社に対する関与の在 り方をも配意 しつつ、

必要量小限度に止めるものとする。

2国 民の日常生活に不可欠な電話の役務の適切かつ安定的な提供、電気通信技術に関する実用

化研究及び基礎的研究の推進並びにその成果の普及等新会社に期待される公共的役割に十分留

意 し、これが達成されるよう措置 する。

II主 要 事 項

(目 的)

1新 会 社 は 、国 内電 気 通 信 事 業 を経 営 す る こ と を 目的 とす る株 式 会社 とす る。

(事 業)

2新 会 社 は 、国 内 電 気 通 信 事 業 を営 む ほ か 、 これ に附 帯 す る業 務 及 び 目的 達 成 業 務 を営 む こ と

が で きる 。

(責 務)

3新 会 社 は 、① 電 話 の 役務 を 日本 全 国 に お い て適 切 か つ安 定 的 に提 供 す る と と もに 、② 電 気 通

信 技 術 に 関 す る実 用化 研 究 及 び基 礎 的 研 究 の推 進 並 び に そ の成 果 の 普 及 を図 る よ う努 め る もの

とす る 。

(株 式)

4(1)政 府 は 、 常時 、新 会 社 の発 行 済 株 式総 数 の一 定 割 合 以 上 の株 式 を保 有 す る。

(2)株 式 の処 分 に つ い て は 、 国会 の承 認 にか か ら しめ る 。

(3)外 国 人 及 び 外 国 法 人 等 は 、株 式 を保 有 す る こ とが で き ない 。

(政 府 の関 一与)

5事 業 計 画 、 役 員 の任 免 等 の重 要 事 項 に対 す る政 府 の関 与 に つ い て は、 次 に よる 。

(1)毎 事 業 年 度 の事 業 計 画 並 び に取 締 役 及 び 監 査 役 の 任免 を郵 政 大 臣 の 認可 事項 と す る 。

一ー7一



(2)そ の他 、附 帯 業 務 及 び 目的 達 成 業務 と と もに 、定 款 の変 更 、利 益金 の処 分 等 の重 要 事 項 を

郵 政 大 臣 の認 可 事項 とす る等 、所 要 の 監督 を行 う。

(会 社 の 在 り方 の検 討)

6こ の 法 律 の施 行 の状 況 及 び この 法律 施 行 後 の 諸 事 情 の変 化等 を勘 案 し、 この会 社 の在 り方 に

っ い て検 討 を 加 え 、そ の 結 果 に 基 づ い て必要 な措 置 を講 ず る。

(施 行 期 日)

7こ の法 律 は 、昭和60年4月1日 か ら施 行 す る。

IHそ の他 、 日本 電 信 電 話 公 社 の改 革 に伴 い 、別 法 案 で措置 す る主 要 事項

1労 働 関 係

(1)新 会 社 の 労働 関 係 に つ い ては 、 労働 三 法 に よる こ と と し、公 労 法 は 、適 用 しない 。

(2)新 会 社 の営 む 電 気 通 信 事 業 の停 廃 が 国民 生 活 、国 民 経 済 に及 ぼ す影 響 の重 大 性 に鑑 み 、通

信 を途 絶 せ しめ る よ うな争 議 行 為 を規 制 す る こ と とす る 。

2共 済 関 係

共済 制 度 に つ い て は 、新 会社 移行 の趣 旨 を踏 ま え 、所 要 の措 置 を講 ず る もの とす る 。
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昭 和59年1月 に お け る

通 信 制 度 の 現 状 認 識





昭 和59年1月 に おけ る

通 信 制 度 の 現 状 認 識

1.一 般 的(企 業 内)回 線 開 放 は おお む ね実 現

回線 ユ ーザ ーに 直接 関 係 す る回線 利 用制 限 は,公 ・特 ・公 接 続 問題 を除 き,

事 実 上 お お む ね解 消 され た 。

2.料 金 問 題 の 未 解 決

遠 近 格 差,異 原 理 料 金 体 系 の 併 存,ア ナ ログ設 備,デ ィ ジ タル 設 備 の コス ト

差 の料 金へ の反 映 程 度,家 庭一 企業通 信 料 金 分難 論 ・統 一 ビ ッ ト料 金 論 な どの

諸 問 題 に対 し,過 渡期 で もあ り,分 析,対 策,将 来 の 体 系展 望 な どは 不十 分 。

3.業 者 規制 の コ ンセ ンサ ス未 成 立

基 本 通 信 事 業 者,二 次 通 信 事業 者 に対 す る業 者 規 制(業 規 制)の あ りか た に

っ い ては,ま だ 一般 的 コ ンセ ンサ スは成 立 して いな い 。

4.接 続 問 題 が 今 後 の ニ ュ ーメ デ ィア時 代 の 制 度 的 焦点 の ひ とっ

各 種 網 間 接 続,サ ー ビ ス接 続 問 題 が,今 後 大 き く浮 上 して こ よ う。
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例仮義証
口口

資 料3



、



語 義 仮 例

一 まだ な じまな い概 念 を含 む 一

1.通 信 設備 賃貸 業 者

自 ら通 信 設備 を建 設 保 有 す るが,自 らは 通 信 サ ー ビスな い し情 報 サ ー ビス を

行 わ ず,通 信 事 業 者 に 設 備 を賃貸 す る者 。

2.基 本 通 信 事業 者(一 一一・s次通 信 事 業 者)

自 ら通 信 設 備 を建 設 保 有 し,ま た は通 信 設 備 賃貸 業 者 か ら設 備 を賃 借 し て,

基 本 通 信 サ ー ビスの み を行 な う者 。

3.基 本 通 信(サ ー ビス)

一 切 の 付 加 価値 通 信 サ ー ビス を伴 わ ず
,不 特 定 多 数 加 入 者 の た めの,ト ラ

ンス!¶ア レ ン トな,ア ナ ロ グ方 式 ま た は デ ィ ジタ ル方式 に よ る音 声,テ キ ス ト,

デ ー タ,画 像,映 像 の 伝 送 と交 換 。

4.付 加価 値 通 信 サ ー ビス

基 本 通 信(サ ー ビス)に 加 え

(イ)閉 域 接 続,短 縮 ダ イ ヤ ル,相 手通 知 、 ダ イ レク トコ ール,一 括 課 金,相

手 固 定 接 続 な どの価 値 を付 加 す る機能(サ ー ビ ス)一 仮 に一 次 付 加 価 値 通

信 とい うこ とに す る 。

(ロ)さ らに フ ォー マ ッ ト変 換,プ ロ トコル変 換,メ デ ィア変 換,な どの 価 値

を付 加 す る機 能(サ ー ビス)

一 仮 に 二次 付 加 価 値 通 信 とい うこ とに す る
。
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*
5.付 加価値通 信事業者

自 らは通 信 設 備 を建 設,保 有 す るこ とな く,通 信 設 備賃 貸 業 者 ま た は基 本 通

信 事 業 者 か ら設 備 を貸 借 して,主 として付 加 価 値 通信 サ ー ビスを行 な う者,た だ

し,基 本 通 信 サ ー ビス を提 供 す る こ と を妨 げ ない 。

6.二 次 通 信 事 業 者

付加価値通信事業者 お よび,自 らは通信設備 を建設保有す ることな く,通 信

　　

回線の再販売 のみ を行 う者の2者 をさす。

7.オ ンラ イ ン高 度 情 報 サ ー ビス(業 者)

通信設備賃貸業 者,基 本通信 事業 者または二次 通信事業 者か ら設備 を賃借 し,

もしくは設備賃借 と並 んで基本通信 サ ー ビス,付 加価値 サ ー ビス等 を利用 した,

情報処理 ・提供 にかか る高度 な オンライン情報 サー ビス(を 行 な う者)

&接 続 チ 。 一 ジ***

FCC/USが 提 案 して い る,通 信 が 長 距 離 業 者 か ら分 割 ロ ー カル 基 本 通 信 事業

者 に接 続 す る と き末 端 ユ ー ザ ー に課 金 す る定 額 サ ー チ ャー ジ(59年1月 現 在

未 発 効)

注*(5項)現 在 中 小 企 業VANと い う限 定 され た範 囲 で実 現

**(6項)わ が 国 で は未 実現

***(8項)同 上
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(語 義 の 別 案)

3.基 本 通 信(サ ー ビス)

高度 な 付 加 価 値 通 信 サ ー ビス を伴 わ ず,不 特 定 加入 者 の た め の原 則 と して ト

フ ンス ペ ア レン トな ア ナ ログ方 式 ま た は デ ィジ タ ル方式 に よ る ,音 声,テ キ ス

ト,デ ー タ,画 像,映 像 の伝 送 と交 換(サ ー ビス)

4.付 加 価 値 通 信(サ ー ビス)

基 本 通 信(サ ー ビス)に 加 え,フ ォー マ ッ ト変 換,プ ロ トコ ル 変 換 ,メ デ ィ

ア変 換 な どの 価 値 を付 加 す る機 能(サ ー ビ ス)

?

注,別 業 の場 合,現 在 程 度 の 付 加機 能(オ プ シ ョ ン)を もっDDXの よ うな 通 信 サ

ー ビスは ,基 本 通 信 サ ー ビスに 入 る。
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新通信 法の要点 に対す る内部 アンケー ト





新通信法 の要点 に対 す る内部 アンケー ト

〔事 業規 制 〕

1.基 本通 信事 業 に 対す る事 業 規 制 は 、基 本通 信 料 金 の届 出 制 のみ とす る。

人事 ・経理 へ の干 渉 を一 切排 す る意味

1.賛7

2.否1

3.そ の他5

1.賛

・CATV事 業 に関 しては、 別 に考 え る必要 が あるか も知れ ない し、現 実 に、 他 の規 制 が あ り得 よ

う。

・但 し、 実 質的 競 争 市場 の成 立 を条 件 とす る。

法的(形 式的)自 由化 のみの情 況 下 では、 独 占の弊 害 を排 除す るた めの何 らか の 社会 的 な仕組 み

が 必 要 。(窓 口行 政 行為 に限 らない)

目的(当 為)と 前 提 とが論 理 的 に 倒 さ く してい るの です が … ……。

・自 由競 争 の ため に は、 で きる だけ 規 制 がす くな い方 が良 い。

と に角 そ の よ うな方向 でス ター トし、 その 後不 都 合 がお これ ば 手直 しを してい く とい う形 を と

っ た方 が 良 い 。 始 ま る前 か ら不都 合 を考 え 出 して い くとい う形は好 ま し くな い。

2.否

・(許 可 制 とす べ し)

新 規参 入者 に対 す る優 遇措 置必 要。 反面、 事 業規 制 も必要 で ある。 規 制 の レベ ルは 要検 討。

3.そ の他

・ネ ッ トワー クの信 頼 性 、安 全 性 、統 一 性 の確 保 、 ユーザ ーニ ーズへ の適 切な対 応 、 技 術 水準 の

維 持向 上、 経 済的 ネ ッ トワー クの 提供 等 コモ ン キャ リヤ ー と しての義 務 が 着実 に達 成 さ れ、 我

国 の高 度情 報 化社 会形 成 に貢 献 させ る上 で 必要 な場 合 、何 らか の規 制等 の措 置 を認 め て も よい。

・基 本 的 に は賛 です が 、 全 国的 規 模 の基 本通 信 事 業 では 或 る種 の 義務 と特典 が必 要 か も しれ ませ

んo

・電 気 通 信事 業 は、 基本 的に は 公共 性 の 色 彩 が強 い の で、事 業計 画の届 出 も含む べ き で ある。

又、 サ ー ビス提 供 義務 、 通 信 の秘 密 、 重 要 な通 信の 確保 等 をぜ ひ法制 化す べ きで あ る。

・こ こで言 う基 本 通 信事 業 は

通 信設備 賃 貸事 業(ト ランス ペ ア レン トな通 信)と 理 解 し、 これ につ い て は事 業 規制 やむ な し。
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2.二 次 通 信 事業 に対 す る事 業規 制は 、 一切 行 なお な い。

VAN、 衛 星通 信 の トランス ポ ンダ貸 借業 等

1.賛10

2.否0

3.そ の他3

1.賛

・但 し、 回線再 販 売 や基 本 通 信 サ ー ビス だけ のVANに つ い ては、1と 同様 実質 的 競 売市 場 の成

立 を条 件 とす る。

・二 次通 信 事 業は 、

設備 賃 貸 事 業者 か ら設 備 を賃借 し、情 報 通 信 サ ー ビス を行 う事 業 と理 解 し、 これ に つ いて は原

則 自由

・衛 星通 信 の トランス ポ ンダ賃 貸は 設 備賃 貸 事業

・基本 通 信 、二 次 通 信 を以 下 同様 に解 釈

・特定 の業 種 が、 通 信設 備 を設 置、 保 有 す る場 合に 有利 に な らな い よ うにす る こ と。

・CATV事 業 の エ リア設定 や 、地 域 独 占 の必 要性 も考 え な くては な らない。

3.そ の他

・同 上主 旨 で必要 な場 合規 制 措 置 を認 め て もよい と思 わ れ るが 、付 加 価 値通 信 サ ー ビス や高度 情

報 サ ー ビスの健 全 な発展 を助 成す る事 が急 務 と思 わ れ る。

5.伝 え られ る 外資 対 策

イ.基 本 通信 事 業 につ い て は 、外 資t/5限 度

ロ.大 規模VANに つ い て は原 則 外資50%限 度

た だ し、 相 互原 則 に よ リ外 資 規 制 な き外 国の業 者 に つ い ては 、 外資 規 制 は行 なわ な い。

1.賛9

2.否1

3.そ の他3

1.賛

・我 国 に とって厳 しい 内 容 と思 わ れ るが 、 相互 主義 の原 則 もあ り、 や む を得 ない と も考 え られ る。

む しろ この 様 な状 況 の 中 で基 本通 信 サ ー ビス を始 め、 各種 通 信 サ ー ビスの 高度化 ・多様 化 を図

り、 実質 的 観 点 か ら、真 の通 信 主権 の 確 立が 達成 され る様 適 切 な施 策 を望 み震 い。

・イ・設備 賃 貸事 業 につ い て は何 らか の規 制 が必要 だろ う。

ロ・情報 通 信 サ ー ビス につ い て も最 小 限 の規 制 は必 要 と思 う。

一16一



・巧妙 に外 資規 制 対策 を とる こ とは 、相 互 原 則 の立 前 上 、筋 が通 らない と思 う。

・た だ し、 ロにつ い て は法 的措 置 が あ ま りに も政 治 的 で あ りす ぎる。

米 国以 外 に 日本 でVANを 営 む こ とを望 ん で い る(か つ そ の 実力 の ある)外 国企 業 が あ るのか

を考 え る と無 意 味 な法 的 、外 交 的 カ ッコづ け で しか ない。,

実 を と るか花 を とるか だ けれ ど… … …。

2.否

・この問 題 は 国 策的 な もので あ って、例 え ば 戦 時の通 信設 備撤 収 、通 信 の秘 密 保持 な どの点 で あ

ろ うが、ユ ー ザ ーの立 場 で みれ ば外 資規 制 は、 む しろ外 資 に よる新 サ ー ビス が受 け られ な い な

ど不 利 な点 もあ る。

基 本 的 に は規 制 は必 要 で ない と考 え る。

3.そ の他

・(イ)項につ い ては 、賛 成

(ロ)項につ い ては 、全 面 的 に外 資規 制 の必 要 な し

・この件 を判 断 す る材 料 を持 た ない。

・CATVに つい ては相 互 原 則にす べ きだ と思 う

〔基 本 通 信事 業 者 の高 次 サ ー ビス 等兼 営 禁止 〕

4,基 本 通 信事 業者 は 、付 加価 値通 信事 業、 オ ン ライ ン高 度情 報 サ ー ビス 業、 通 信 関 連 機器 製 造事

業 を兼 営 して はな らな い。(た だ し、CATV事 業 者 、 お よび 双方向CATV事 業 者 を除 く)

日本 の 双方 向CATVの 場 合 に は、 この よ うな除 外規 定 を設 けなけれ ば 成長 が難 しい との論 あ

り、

1.賛10

2.否 、1

3.そ の他2

1.賛

・全 国規 模 の基 本 通 信 業者 の義 務 と特 典 は、 この兼 業 禁 止 が あるた め に与 え る。

・CATV事 業 の成否 は提 供 で きる ソ フ トウ ェアで決 ま るので 、基本 通 信事 業 者 の ハ ー ド ・ウェ

ア技 術は あま り問題 とな らない。

・公正 競 争 の立場 か ら兼営 させ ない 方 が 良い。

・公正 競 争 とい う点か らみ て兼営 は好 ま し くない と考 え られ る
。

た だ し、第1次 付 加価 値通 信 は基 本通 信 と考 え る。
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2.否

・公 社 な りの 新 た な サ ー ビスへ の展 開 を期 待 す る。

・特 に新 しい サ ー ビスが 、義 務 的 に広 く普 く、 実 行 さ れ る よ うな、事 業体 の 存 在 が必 要 で ある。

3.そ の他

・通 信 事業 は 、 そ の合 理的 経 営 上 の 当然 の 帰結 と して 、必 然 的 に基 本 サ ー ビス、 高度 サ ー ビス の

両面 を持 た ざ るを得 な くな る ので は ない か。 ただ 、 ど ち らに重 きをな すか に よ って、両 者 の 識

別 が なさ れ る様 に も思 え る。 従 って、 双 方 の健 全 な発展 に は、業 界 の 自主 規 制 及び 適 切 な行政

指導 等 が 必要 となろ う。

・CATV事 業 に おい て は、 この よ うな分 類 が 明確 にで きない の で、 例 外事 項 とす るの は、 将 来

混乱 を招 く可能 性 あ り

・但 し、 双 方 向CATV事 業 者 に つ い て も、 何 らか の形 で の規 制 が必 要

5.基 本 通 信事 業 者 は 、 そ の参 加す る別 法 人に よ っ て付 加 価値 通 信 事業 、 オ ンラ イ ン高 度情 報 サ ー

ビス業 、 通 信 関 連機 器 製造 事 業 を行 な う こ とが で き る。

た だ し、 基本 通 信 事 業者 は 当該 別 法 人 に対 す る出資 比率 を%以 下 と し、経 理的 相 互 扶 助 を

禁 止 す るほ か 、 現行 独 禁法 第9条 の2(大 規 模 事 業 会社 の株式 保 有 の総 額 規 制)の 趣 旨の 適 用 を

受 け る。

基本 通 信事 業 者 が将 来 真 の 商法 上の法 人 とな り、 しか も無 制限 に子 会 社 を設 立 す れば 、 歯止 め

の な い通 信 コ ン ツ ェル ンが 生 ま れ るk・そ れは ない か(cf、 キ ャ プテ ンへ の公 社 出 資33%)

妥 当 な%の ご意 見 もお聞 かせ 下 さ い。

1.賛11

2.否0

3.そ の 他3

1.賛

・%規 制

基 本 通 信 業者 とい え ど も、 別法 人 と しての 行動 につ い て まで禁 止 す る こ とは競争 原 理 か らい っ

て も、無 理 で あ ろ う。 但 し、 そ の影 響 力 は充 分低 く してお く必 要 は あ る。

(例 え ば33%位)

・10%

・33%以 下

・出 資比 率上 限10%く らい

・。上記 との 関連 条 項 で あ ろ う
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。"義 務 的"の ニ ュ ア ンス が保 持 され る な ら賛

。第2項 は わ か らない

・10%

・出 資比 率 は15%程 度

付 加 価値 通 信事 業 の機 能 の 高度 化 に よ り、 基 本通 信 事業 の 技 術 的 内容 が 高度 化す る こ と もあ り

うる と思 うの で、 そ う した付 加 価 値通 信 の技 術動 向 を 正 し く把握 で き る程 度 の 出資 比率 が望 ま

しい。

・出資比 率%(33%)を 限 度 と して
、 独禁 法 の適 用 を受 け なが ら出資 可 とす る。

3.そ の他

・通 信事 業 の 自然独 占の 観点 か らす れ ば
、確 か に 「注 」 で指 摘す る可 能性 は 考 え られ る。 しか し

なが ら、公 平 競 争条 件 が確 保 さ れ、 複 数事 業者 が そ の 中 で、 ユ ー ザ ー本 位 の 適正 な事業 活動 を

行 な う環 境作 りが で きれば 、 自 らこの 問題 も解 決 さ れ る様 に思 わ れ る。 た だ、 現実 問 題 として

この状 態 に至 る過 程 で の政 策 誘 導そ の 他の あ り方 が 問 われ る こ とに な ろ う。

・CATVオ ペ レー タが子 会 社 と して、 番組 供給 会 社 を 作 る可 能 性 あ り、 この場 合%に 制 限 して

よい もの か 。CATVオ ペ レ ー タが基 本通 信事 業 者 に な る場 合 あ り、 この場合 も例外 事 項 、放 送

法 との か らみ は ど うな るか。

6.DDXはVANで あ るか ら公 社か ら分離独 立 させ る。

語 義 の3.4、本 文 と別 集 参 照

1.賛4・

2、 否5

3.そ の 他4

1.賛

・DDXは 基 本 通 信 サ ー ビス と は考 え られ ない
。 したが って、 この定義 に従 え ば兼営 禁 止 とな る。

2.否

・現在 程度 の機 能 は基 本 通 信 サ ー ビスに入 る と思 う
。

VANは フォ ーマ ッ ト変 換 、 プ ロ トコル変 換 、 メデ ィ ア変 換 な どの機 能 の他 に、 シス テ ム運 用

の代行 機 能 等 も含 む と考 え る。

・分離独 立 させ る必 要 ない
。

ただ し現行 以 上 の機 能 拡 張 は 不可

・現 行 程度 のDDXは 、基 本通 信 サ ー ビスの範 ち ゅ うで ある。

しか し、現行 以 上の 高 度 な付 加 価値通 信 をす る な らば 、分 離 独 立す べ きで あ る。

一19一



・現 行 サ ー ビスの範 囲 で は 、 そ の必 要 な し

3.そ の他

・再販 売 を 自由 とす る な ら
、 この程 度 は通 信 。nlyと 見 て もよい ので は … …

・設 問 の趣 旨につ い て、 も っ と も と思 われ る点 もあ るが
,、全 国遍 くのDDXネ ッ トワー ク構 成

は、 イン フ ラス トラクチ ャー の一 構 成要 素 と見 る事 もで き る。 更 に映 像 情 報 ネ ッ トワー ク、 音

声 ネ ッ トワー ク、 デ ー タネ ッ トワ ー ク等 様 々 なネ ッ トワー クが全 てデ ジ タル化 され た 時点 を想

定 した場 合、 網 の分 散化 即 ち複 数 事 業 体 の あ り方 につ い て、様 々 な方 式が 考 え られ、 高度 情 報

化社 会 を形 成 す る上 での 大 き な課 題 の一 つ と思 われ る。

・一次 付 加価 値通 信 は 、基 本 通 信 の 範 ち ゅ う と考 え る。 した が って、公 社 と分 離 は不 要。 た だ し、

二 次 付 加価 値通 信 は 、 高度 サ ー ビス と考 え るの で、公 社 か ら分 離 独 立 すべ きで ある。

口妾 続 〕

7.す べ て の異種 回 線接 続 を 自由 とす る。

公 特 公 、特 公特 、D特D、 特D特 、 な どが 現在 問 題 と して残 っ てい る異 種 回 線 接 続

1.賛12

2.否0

3.そ の他1

1.賛

・社会 的 不正 行為 を 目差 さ ない か ぎ り、 自由化 は 当然 と思 う。

・公 衆 網 の活 用は 、 効 率的 ネ ッ トワ ーク構 築 に必要 不 可欠 。

・異 種 回 線接 の一 部 制 限が 、 ネ ッ トワー ク の進 展 を さま たげ てい る。

・この前提 が なけ れ ばVANは 営 め ない。(そ の た め もあ ってQ6のAを ③ と した)

・。物理 的 可 能性 の確保 す る ため 何 等 か の"大 きな 力"が 必 要 と考 え る。

。そ の あ り方 につ い ては別 途 に色 々な議 論 が ある。

・技 術 基 準 な どを整備 し、 技 術 的 に 接 続 が 問題 なけ れば、 接 続 はす べ て 自由 とす べ きで あ る。

・もはや意 味 が な くな って しま う。

3.そ の他

・我 々 ユー ザ ーの 立場 と して、 原 則的 に は 自由が 望 ま しい。 しか し、 現 実 問題 と して は、 そ う大

きな ネ ックとは な ってい ない 実 状 に あ る。 従 って この 問題 は 、通 信事 業 体 の経 営 問 題 に発 展 す

る程 の意 味 を持 つの か 、 又 複数 事 業 体 が存 在 す る と仮 定 した 場 合 に於 い て も、 なお 、 同上 の意

味 が あ るか で対応 が 異 な る と思 う。

ク リー ムス キ ミング問題 につ い ての 是 非 論 に よ り、結 論 が で る と思 う。
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8.す べ て の網 間接 続(異 な る通 信 事 業者 間 の 網 間接 続 を含 む)を 自由 とす る。

CATV/公 社 回線 、別法 人CATV/CATV、 ビデ オ テ ックス/CATV、 そ の他

1・ 賛'13 .

2.否 』0

3.そ の 他0

1.賛

・この 前提 が な けれ ばVANは 営 め ない。(そ の ため もあ ってQ6のAを ③ とした)

・但 し、KDD回 線 も含 む

・同上 の趣 旨で 自由化 す べ きで あ る
。

・無条 件

・この問 題 に つい て、 無 条 件 の網 間接 続 を是 とす るに つい て、 や や疑 問 もあ るが基 本 的 に望 ま し

い 方 向 と思 う。 但 し、 ネ ッ トワー クの信 頼性 、安全 性 、 統一 性 の確 保 、量 的 、質 的 ニ ーズへ の

適 切 な対応 等 ネ ソ トワー ク全 体 の健 全 な運営 に支 障が ない事 が前 提 で あ り、 この意 味 で適 切 な

技 術条 件 の設 定 が不 可 欠 と思 わ れ る。 現 実問 題 と して、 自 ら制 限が で て くる と思 わ れ るが 、 オ ー

ー ルデ ジ タル 化 の段 階 では
、 か な りの進 展が あ って も良 い様 に思 われ る。

〔料 金 〕

9.基 本通 信料 金は 、届 出制 と す るが 将 来の 基 本通 信 料 金体 系の 骨格 につ い ては 、 公 開継 続 さ れ る

場 に おい て ユ ーザ ー参 加 のも とに、 十 分討 議 さ れ る もの とす る。

一 部 の将 来全 ビ ッ ト料 金制論 に対 し一 部 か ら
、強 い疑 問 が 呈 され て い る等

1.賛8

2.否1

3.そ の他4

1.賛

・ニ ュー メデ ィ アに不 利 な料 金 体 系 とな らない よ うに 十分 な討 議 をす べ きで ある
。

・この提案 どお りで 良い。

公 聴会 方式 で も公 報 開 示方 式 で も、要 は料 金 とい う・ものが軽 々に変 え られ ては ユ ーザ が 困 る。

2.否

・。料 金 こそ"市 場理 論"の 世 界 で なけ れば な らない
。

。 ㌔it料 金"は 成立 の筈 が な い、tt効 用"が 料 金 を きめる もの と考 え る。

3.そ の他

・基 本通 信 料金 は 、 ある程度 の期 制が必 要 。
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これ は、 今 後の 高度 情 報 化 社会 形 成 の キ ー フ ァク ター の1つ と思 われ る。 合理 的 で遍 く公平 で、

か つ ユ ーザ ー の負担 能 力内 の 設定 が 必要 と思 われ る が、 難 問 で ある。

複数 事 業体 が 存 在 す る場 合 、 ユ ー ザ ー と して"選 択 可能 か""適 切 な ガ イ ドラ イ ンが示 され 、

そ の一 定範 囲 内に あるか""サ ー ビス 水準 に 大 き なパ ラつ きは ないか"等 も問 題 で あるが 、 い

ず れ にせ よ、 今 後 の検 討 に よって、 しか るべ き解 決案 が だ され る様 望 み た い。

・CATV基 本 料 金 は この よ うに な らない。

・基 本通 信 料金 は、 あ る程度 の規制 が必 要。

〔通 信技 術 の 高 度化 〕

10.公 社 通研 は 独立 させ 、 す べ て の通 信事 業 者が 基 金 ・運 営 に 参 加 し、 す べ て の通 信事 業者 が 研

究 成果 を享 け る。

技 術 格差 が残 れ ば 、私 企 業 間 同士 と して の公正 競 争 は あ りえ ない との論

1.賛6

2.否2

3.そ の他4

L賛

・公 正 競争 の 立 場か ら、 で きるか ぎ り同 じ土 俵 に上 るべ きで ある。

2.否

・公 社 が 民営 化 され る時 点 で 、 い ま まで蓄 積 された ノ ウハ ウを公 開 し、 そ の 後政府 が主体 と な っ

て 積極 的 に 開発 す る必 要 が ある。

・・技 術格 差 も含 ん で競 争 は競争 で あ るべ きで ある。

。大、 小 、商 品 そ れ ぞ れ に よっ て研 究 の ポ イ ン トは 千差 万別 、大 に は大 な りの"な す べ き

事 　が あ る。

・共有 す べ き技 術(或 い は その 発展)に 関 しては 別途 の施 策 が構 じ られ るべ きで あ る 。研 究 組

合 な ど。

3.そ の他

・1.実 態 と して通 信機(c。nputerを 含む)makerのfamily化 は行 われ てfO・り、Family内 で

は共 同研 究 、 共 同 開発 してい る。(た だ しmaker間 に 企業 機 密 は ある。)

この閉鎖 性 を破 る必 要 が あろ う。 特 に通 信 業者 の公 正競 争 が 加 れ ば一 層

2.し か し別 の見 方 をす れ ば技 術 力 とマ ー ケテ ィ ン グカ とが 競争 原 理 の前 提。

3.そ れ に もか か わ らず 、 自由市 場形 成 には 現NTTが 巨 大 す ぎる し、 技術 的 独 占 の弊 もあ る。

・研 究 開 発 の オ リジナ リテ ィー が発 揮 で きる だ ろ うか。
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・BTLの 議論 を参照 す べ し

基 礎研 究 が 軽視 され るお それ あ り

・公 社通 研 の研 究成 果 を民 間 も享 受 出来 る よ うに

・理想 論 と しては、 賛 成 で き るが、 現実 問 題 と して この様 な組織 が独 立 した場 合 、そ の動 機 付 げ

を何 に求 め るかが 難 しい様 に 思え る。 従 来 で あれ ば 、 自社 を通 じて の社会 へ の貢 献 で あ り、 ま

た 自社内 の 合理 化 や技 術革 新 で あ った それ が、 社 会 的 使命 の みの存 在 意義 で、 それ が 現実 的 に

ど こま で効 率 化 され るか であ る。 も う一 つ は、 研 究 開発 組 織 と運 用組 織 が分 離 され る事 の ギャ

ップに よ り、運 用 サ イ ドで リス クの 大 な る もの は 回避 しよ うとす る傾 向が 生 じが ちに な った り、

新 技 術適 用 に つ い て、各 社 の 足並 み が揃 わ ない事 もあろ う。 そ の分 現実 面 で の技術 革 新 テ ンポ

が 遅 れが ち にな る事 は 多分 に考 え られ る。 か と言 って現状 のま まで は、 この業 界 で は技 術 格差

即 、 経営 格差 とな る事 は必 然 的 で あ り、公 平競 争 な どあ り得 ない事 で ある。 従 って研 究 開発 、

組 織 の位 置 付 け や、 そ の 役割 、持 つ べ き機 能 、 運営 の あ り方、基 金及 び 開発費 用 の分 担 等 、公

平 な競争 条 件 の確 保 の 見 地 か ら前 向 き な検 討 が 必要 と思 わ れ る。

A.キ ャ リア の公 正 競争

1.架 線 のた め の土 地 等 の 利用 、 共 架 、共 同}謙lj用 な ど の公 平、手 続簡 素化 、 料金 合理 化

基 本 通 信、CATV等 すべ て の新 規 参入 業者 に共 通 の問 題

1.賛5

2.否0

3.そ の他O

l.賛

・基 本 的 に賛 成 であ る。 この 問題 に つ い ては 、利 用 時 の料 金 の標 準 化、 利 用制度 の確 立 等 キ ャ リ

アの 公 正競 争 を確 保 す る上 で、 また 円 滑な事 業 の計 画及 び実施 を行 な う上 で不 可欠 の要 素 と思

われ る。

・公 正 競争 維 持 のた め、 制 限 、禁 止 、抑 制 な どを排 除 すべ きで ある。

3.そ の 他

・電 力会社(電 柱)、 国 私 鉄(土 地 、電 柱)、 道 路 等 、 国 ・地 方 自治体 、公 社 、公 団 、 私企 業 と

多岐 に 亘 る事 業主 体 に 一 しか もそ の事 業主 体 が み ず か らVAN進 出 を計 画 してい る 一 共 通

の網 がか け られ るだ ろ うか。 逆 に言 え ばそ れ だか らこそ、 この 必要 性は 高 いの だ が… ……

・設備 の二 重投 資に な らない よ う、 共 同利 用 の方 向 で行 政 指 導 が 望ま しい。
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2.地 域 独 占の可 否

特 にCATVの 場 合 の問 題

1.賛2

2.否4

3.そ の他1

1.賛

・原 則 と して地 域 独 占は やむ を得 ない と思 わ れ る。

CATVに つい ての 問題 は、1つ は設 備投 資 コス トで あ り、 も う1つ は、 ソフ トウ ェアの 充 実

化 で あ る。

現 時点 叉 は近 い将 来 ま で に於い ては、CATV自 体 の普 及 が 促進 され るべ き時 期 と考 え られ る

の で、 ソフ トウェア の充 実化 とあい ま って、 この 方 向 で の対 策 が重 点 に な るべ き と思 う。

2.否

・視聴 者 の 選択 自由 の見 地 か ら も、 独 占 させ るべ き で ない。

・各事 業 主 体 の競 争 に まか せ て も よい ので は … …、 サ ー ビス と料 金で 利用 者 が 選択 す るだ ろ う し、

業者 間 で相 互 乗 入 れ等 の 協調 も生 れ るの で は … …。

・二重 投 資 、国 家 的損 失 な ど特 別 の事 由 を除 き独 占は 許 され るべ きでは ない 。

3.そ の他

・国 又は 公 共 団体 が 行 うべ き

5.公 平 に あ まね くサ ービス を提 供 す る義 務(一 次 業 者)の 見 直 し

1.賛6

2.否1

3.そ の他0

1,賛

・基本 的 には 見直 し論 は も っと も と思 わ れ る が、 制度 的 に い わ ゆ る不採 算 地域 の 切 りす て を認 め

る事 に な っては な らず 、 サ ー ビス ミニ マ ムの設 定 が必 要 とな ろ う。

・デ ー タ通 信 設備 サ ー ビス を分離 す る。

・通 信 ミニ マ ムは国 の責 任 とす る。

・大 き く環 境 が 変 った現 在 、 また新 しい 法律 を 作 ろ う とい うと きだけ に見 直 しは 必 要 で あ る。

2.否

・現 行電 話網 の 存続 を前提 と して、全 国 的 に同質 の サ ー ビスを 強 制す る要 は ない。 た だ し事 業 区
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域 を明 確 に させ て・そ の 中 での 不公 正(例 えば 自社 グル ー プに有利)は 禁 止 す る要 あ り。

4.キ ャ リア間 葉 リ入れ 接続

新 規 参 入基 本 通 信事 業 者 回 線(た とえ ば私 鉄電 力)に 公 社 回線 の接 続 な ど

乗 り入 れ 接続 料金 をめ ぐり、 サ ーチ ャー ジ論、鉄 道 に おけ る初乗 り料 金採 用 論 そ の他 あ り

1.制 度 的 強 制5

2.当 事 者 契 約3

3.そ の他0

1.制 度 的 強制

・ネ ッ トワー クは規 模 の 拡 大 即 利便 性 の拡 大 につ なが る もの で あ り
、 適 切 な イ ンター フ ェイス条

件 の設定 及 び これ の厳 守 を 前提 と して、 各 キ ャ リアの ネ ッ トワー クが 相互 接 続 さ れ、 ユー ザ ー

か ら見 て、 均質 の ネ ッ トワー クが 同一条 件 の基 に提 供 され るべ きで あ る。

・キ ャ リアの公正 競 争 か ら も、 利用者 側 と して もぜ ひ制度 的 強 制 を して 欲 しい。

・相互 乗 り入 れ ば必 要 で あ り
、 す くな くと も当 初は 制度 的 強制 が必 要 か も しれ な い。 この制 度 を

バ ックに 当事者 契 約 と な るの では ないか
。

接続 料金 に つ い ては 、充 分研 究 し、 お互 い に納 得 のい く方 法 、料 金 を と り決め る必 要 が あ る。

2.当 事者 契 約

・乗 入 れは あ くま で事 業者 間 の 自由契約 とす る
。

サ ー チ ャー ジは わが 国 に馴 染 ま な い。最 短(最 低 料 金)区 間 同 士の接 続 には、 何 らか の措 置 が

必要 だ ろ う。(利 用 す る通 信 業者 が異 るた め隣 家 との電 話 が倍 の料 金 に な った ら、 現在 の 国民

的通 念 か らす る と反 論 が 大 きい だ ろ う)。

この問 題 を 調整 しない と必 然 的に か な り広域 の地 域 独 占 が 出現す る拾 そ れ が あ る
。

B基 本 サ ービス と高 次 サ ー ビス の分 離

1.賛9

2.否1

3.そ の他1

1.賛

・公 正競 争 の立 場 か ら分 離 す べ きで あ る
。

・デ 本は分 離す べ き

DDXに つ い て は回 線 交換 とパ ケ ッ ト交 換 を分 け て検討 す る必 要 あ り

・た だ し
、第一 次付 加 価 値通 信 は基 本 通 信 と考 え る。
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・ただ し、DDXは 基 本 サ ー ビス に含 め るべ き

2.否

・ 。規 制す べ き もの では ない。

。営 業形 体 も自由 で あ るべ きで あ る。

3.そ の 他

・基 本 サ ー ビス即 基 本 サ ー ビス提 供 事 業者 と言 う様 に サ ー ビス と事 業 体 とを対 応 して考 え る とす

れ ば 、設 問趣 旨 につい て考 え るべ き事 は分 離 すべ きそ の当該 事 業規 模 が どの位か で あ る。 我 々

ユ ーザ ーか ら見 て、 適 切 なサ ー ビス を合 理 的 な コス トで提供 し うる 「規 模 」 を有 してい るか で

あ る。 これ は決 して公 社擁 護論 では ない。 分 離叉 は分 割 す べ きサ ー ビス が あ り、何 か に すべ き

か が問わ れ る時 、 当該 サ ー ビス の事 業 体 を想定 し、 それ が適 正 な事 業 規 模 を も ってい るか 。 又

は、極 めて短 期 間 にそ の状 態 ま で成 長 で きるか が ポ イ ン トで あ る。 従 って、 この観 点 か らす れ

ば、 適正 な事 業規 模 を持 つ に至 った時 点 で分 離 すべ き とな る。 た だ、 分 離叉 は 、分 割 の 問題 は

この様 に サー ビス レベ ル で考 え るべ き なのか 、 あ るい は全 ての サ ー ビス提 供 を行 な う事 業体 の

地 域 分割案 、 第3者 の 資 本 投 入 を含 む単純2分 割、3分 割 案 等 も考 え られ 、そ の解 は 、 「規 模 」

「設備 の重 複投 資 の防 止 」 「サ ー ビス水準 の 向 上 や 多様 化 、 高度 化 」等 々か ら導 きだ され る と

思 う。

6.新 サ ー ビス実 験 、試 行 等 の 自 由

1.賛11

2.否1

3.そ の他0

1.賛

・原 則的 には 賛 成 と した い。 今 後 の高 度情 報化 社 会 に 向け て、 サ ー ビス の高 度 化、 多様 化が 図 ら

れ ね ばな らず、 これ を制 限 しては な らない と思 う。 た だ当該 サ ー ビス の実 験 を行 な う事 業 体 に

あ っては、 そ の役 割 の範 囲 を超 え て いない事 及 び 同 業他 社 に も同 様 の 機会 均等 の条 件 が適 用 さ

れ る事 が必 要 で あ る。 さ らに 言 えば 、 この様 な新 サ ー ビスの 開発 者 に は 、そ れ な りの メ リッ ト

を与 え る と共 に、 同 時 に この サ ー ビスが あ まね く国 民 に公 平 に与 え られ るべ きもの とす れば 、

同 業他 社 も これ が提 供 で き る(条 件 付 等 で)様 、 配 慮 さ れ るべ き と思 う。

・-but何 が新 サ ー ビス なの か、 何 が実 験 な のか の定 義 が む つ か しい 場合 もあろ う。 明確

な ガ イ ドライ ン必 要 。 さ もない と、世 間で 混 乱 を お こす可 能 性 あ り。

・本 来 的 に 自由 で あ るべ き もの

・たS'し 全 国 規模 の基 本通 信業 者 を除 く。

一26一



・仮 に公 社 の優 位 は崩 れ な く と も、外 国 との競 争 に お いて は あ る程 度 や む おえ な い。

2.否

・本 来 は 許 され るべ きで ない 。 す くな くと も公社 とい う形 態 では許 さ れ ない 。

民 営 化 さ れ た と きは 、 そ う簡 単 に実 験 、試 行 サ ー ビスは で き るはず が ない。

7.そ の他

・今 まで 独 占 で あ った通 信事 業 を 自 由競 争 の場 に 出す わけ で、 前例 は ア メ リカに しか 求 め られ な

い 。 しか し、 ア メ リカの条 件 がす べて 日本 で あ ては まる わ けで もない。

今 ま で経 験 せ ざる事 態 で あ るの で、本 当 は時 間 をか け て、 議 論 をすべ きで ある が、 これ ま た経

験 が な い の で抽 象論 が 多 くな る。

そ こで、 とに角 あ る程 度 検 討 した らで きるだ け 自由 な形 で ス タ ー トしてみ る こ とで あろ う。 不

都 合 な点 は 直 ぐ手 直 しす る とい う条 件 で 。

日本 の場 合 、 参考 に な る のは 従来 の 電 力事 業、 鉄 道事 業 、 とい った公 共 サ ービス茱 が 、① 相 互

乗 り入れ 、 ② 民営 化、 ③ 料 金 原 則、 とい った点 で参 考 に な りそ うだ。

・二 次通 信事 業 者

この名 称 は 、付 加 価値 通 信事 業者 と通 信設 備賃 借業 者 とい うこ とば で表 現 で き る ので、 不 要 で

は あ りませ ん か?

・(双 方 向)CATV事 業 は
、通 常 の定 義 に於 け る基本 通 信、 付加 価 値通 信、 デー タ処 理 な ど

の 境 界 を区 別す る こ とが 極 め て困 難 な事 業 と考 え られ る。

CATV事 業 者 は 、そ の 所有 す る電 気 通 信設備 を利 用 して、 い わ ゆ る基 本通 信、付 加価 値通 信

等 を行 な う可 能 性 が あ るが 、CATV事 業 そ の もの は、 や や性 質 を異 にす る。

CATV事 業 に於 け る基 本通 信は 、TV再 送 信(同 時 、 異 時)を 始 め とす る片 方 向情 報 ソ フ ト

ウ ェア通 信 と云 え よ うが、 コマ ー シャ ル等 の挿 入 が あ った場 合 は ど うなる のか 不 明確。(こ の

場 合 の基本 通 信料金 の 問 題が 生 ず る)

またCATV事 業 者 は 、 通 常設 備 を建 設 ・保 有 し、 かつ通 信 ・情 報 サ ー ビス を行 な い、 必要 に

応 じ、通 信設 備賃 貸 業 を行 な うの が、一 般 的で あ るが 、CATV通 信設 備 賃 貸 業者 を認 め る と、

公社 ・電 力会 社 の如 き柱 を所 有す る業種 が有 利 とな り、健 全 なCATVの 発 展 を さ またげ るお

それ が ある。

い ず れ にせ よ、CATV事 業(者)に 対す る例外 事 項 とい うことで は な く、独 立 に定 義 す る必

要 性 を感 ず るが如何 。

(有 線 テ レ ビジ ョン放 送 法 が どの よ うに書 きか え られ るか とい うこ とか)

・CATV事 業 の エ リア の考 え 方、 地域 独 占の妥 当 性 も重 大 な問題 で あ る。

一27一



・。公社 が"経 営 体"と して将来 と も成立 つ こ とは 絶 対的 に必 要 な 要件 であ る。

。そ の 巨大性 が"開 発 力"と い う形 で、 よ り優 れ た サー ビス の向 上 と再投 入 さ れ る ことを 妨 げ

るべ きで ない し、 その ため新 たな未 来 展 開 の 自由 も確 保 され るべ きで あ る。

。公社 が 如 何 な るサ ー ビス も、広 く普 ね く実行 す る こ とは ユ ーザ の当 然 の期 待 で あ る。

。だ か らと言 って上 位 を確 保 す るた め に"独 占"と い う、 特 権 を与 え る こ とも許 され な い 。

。巨大 性 が 自然 独 占 とつ なが る との議 論 に対 し、 そ の よ うな面 が あ って も一 向 に構 わ ない 。

一次 、二 次の ニューカマーでは、 巨大 性故 に公 社 の 弱い 所 に い く らで もチ ャ ンスが あ る。 これ に

よ って、 市場 原理 は充 分 機 能 す るで あ ろ う。
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汎 ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 委 員 会

ネ ッ ト ワ ー ク 綱 領 第2次 試 案



.



総 綱 領

新通信法体系は

通信事業 の あ らゆ る分野 にお ける自由な参入 と競争原 理の導 入

通信設備提供業,一 次通信 サー ビス提供業(ほ ぼ第一種電気 通信事業)か ら

の二次通信 ・情報 サ ー ビス提供業(ほ ぼ第二種通信事業 プラスオンライン情報

処理 ・提供業)の 分離

各業 態での公 正な競争 の実現

設備 としての通信 回線,通 信回線網の 自由な相互接続,な らびに サー ビスと

しての一 次通信 サ ー ビス,二 次通信 ・情報サ ー ビスの 自由な相互接続 ない し乗

り入れ

を中心 とし,す べて の関係 者の コンセンサスの下に21世 紀 に至 る社 会情報化の

基盤形成 に,大 きく寄 与す る ものであ ることを期待 します。

なお,昭 和59年2月13日 現 在伝 えられ る新電気 通信事業 法原案 は,自 由な参

入 と競争原理の導入 を 目指 す点では本綱領の趣旨 と変 りませんが,そ の実現 手続

にっいて主務大 臣の広範 な許 認可権 限 を核 とす る事業規制 法的 な色彩 が強 く,こ

の点 さらに 自由な指導理念の 宣明 を主 とす る通信事業基本法的性格 の もの とな る

ことを要望 します。
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ネ ッ ト ワ ー ク 綱 領

(事 業 規制の排除)

1.通 信設備提供業 者に対す る事業 規制は必要がない。

2.公 衆 網 としての一次通信事業者に対 す る事業 規制は,基 本通信料金の届出制

と,必 要 あるときこれ に対 し事後にお いて法定の手続に基づ く政府の改善勧告

権のみ とす る。

閉鎖 網 としての 一次通信事業者 にっいて,事 業 規制の必要 はない。

3.二 次通信事業者 に対 す る事業 規制 は必要 がない。

4.通 信 設備提供事業 者お よび公衆網 としての一次通信 事業 者に対す る外資参入

は,認 めな い。

ただ し,衛 星通信事業 者に関 し必要 あ るときは,例 外 を認めて もよい。

5.二 次通信事業者 に対 す る外 資参 入は,一 切 自由 とす る。

(通 信 設 備 提供 業 者,公 衆 網 と して の一 次 通 信 事業 者 の 二 次 通 信 サ ー ビス業 お よ

び情 報 サ ー ビス業 等 兼 営 の禁 止)

6.通 信 設 備 提 供 業 者,公 衆 網 と して の一 次 通信 事業 者 は,二 次 通 信 サ ー ビス業

ま た は情 報 サ ー ビ ス業 もし くは通 信機 器 製 造 ・販 売業 を 自 ら兼 営 で きな い。

7.CATV事 業 者 お よ び双 方 向CATV事 業 者 に 対 して は,そ の業 態 が 地 方 的 ネ ッ

トワ ー クで あ る と き,前 項 の 綱 領 は 適 用 しな い 。

(公 正競争)

&公 正競争 の観点 か らも,第6項 の綱領 は導守 され る必要 が ある。

9.通 信設備提供業 者 または公衆 網 としての一次通信 事業 者が,二 次 通信サ ー ビ

スまたは情報 サ ー ビスを営 む別法人に関与す るとき,そ の 出資限度は払込済株

式数の20%を 限度 と し,経 理 的相互扶助 を禁 ず るほか,現 行私的独 占禁 止法

9条 の2(大 規模事業 会社 の株式保有の総 額制 限)の 趣 旨を適用す る。
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10.基 本 的 伝 送 ・交 換 サ ー ビスの レベ ル は時 代 と共 に 変 るが,そ の よ うな通 信 ミ

ニ マ ム の実 現 は,基 本 的 に は 国 また は地 方 公 共 団 体 の 政策 責 務 と し,一 次 通 信

事 業 者 は可 能 な限 度 に お い て これ に協 力 す る もの とす る。

11.現 日本 電 信 電 話 公 社 通 信 研 究所 は,こ れ を独 立 させ希 望 す る通信 事 業 者 の 基

金 ・運 営 等 へ の参 加 を 自由 と し,参 加通 信 事 業 者 はひ と し く研 究 成果 を 享 け る

もの とす る。

(接 続)

12.通 信 回線,通 信 網 お よ び各 種基 本 通 信 サ ー ビス,二 次 通 信 サ ー ビス,情 報 サ

ー ビス の(同 階 層 間 お よ び異 な る階層 間 の)相 互 接 続 な い し乗 り入 れ ばす べ て

自由 と し,接 続 ま た は 乗 り入 れ の た めの付 加 料 金 は どの 当 事 者 に 対 して も認 め

ない 。
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唖

汎 ネ ッ トワ ー ク 推 進 委 員 会

専 門 委 員 会 討 議





G忙 しい と ころ を あ りが と う ご ざい ます 。

本 日の 進 め 方 な の で ご ざい ます が,こ の 前 本 会議 を 開 きま して,ネ ッ トワ ー ク

綱 領(の ち,ネ ッ トワ ー ク提 言 として 発 表)の たた き台 とい う もの をっ くっ て い

ただ い て,そ れ にっ い て の取 り扱 い を議 論 して い た だ きま し た が,そ れ に っ い て

は 法案 の 関 係 で急 ぐとい う こ と と,将 来 の わ が国 の 情 報 処 理 あ るい は通 信 に関 連

しての 重要 な基 盤 を なす よ うな提 言 に な るの で十 分 に 慎 重 な討 議 を必 要 とす る と

い うこ と で,次 の よ うな結 論 に な りま した。 す なわ ち,こ の 素 案 を関 係 の 資 料 と

ともに,本 委 員 会,専 門 委 員会 の 両方 の方 々に ア ンケ ー ト形 式 で ご意 見 をお伺 い

す る こ と,そ れ か らさ らに細 か い 専 門 的事 項 にっ い て は 専 門 委 員 会 の方 だ けか ら

ご意 見 を承 る とい う こ とで あ りま す。 そ の集 計 の結 果 は事 前 に お 手 元 に届 い て い

ると思 い ます 。 これ を踏 ま え ま して事 務 局 で 「ネ ッ トワ ー ク綱 領 第2次 試 案 」を

作 成 して い た だ きま した 。 本 日の 主 た る議 題 は,こ の 第2次 試 案 の ご検 討 をい た

だ くこ とで あ りま す 。 ア ン ケ ー トの項 目1つ1つ に つ い て お ひ と りつ つ御 意 見 を

承 って い る時 間 もご ざい ま せ ん の で,で きま した らこの綱 領 試案 自体 に つ い て,

ほかの人 の御 意 見 も参 考 に して,さ らに細 か く御 説 明 い ただ く とい うふ うな形 で進

め させ て い た だ きた い と思 い ます 。 この結 果 は15日 に 本 委 員 会 が 開 か れ ます の

でそ こへ お諮 りす る こ とに な ろ うと思 い ます 。 な お,報 告 書 あ るい は提 案 とい う

ふ うな形 で ま と め る と きに は,こ の ア ンケ ー ト自体 及 び本 日 の皆 さん の デ ィス カ

ス を本 文 の説 明 の実 態 を示 す もの と して一 緒 に っ け て い た だ く こ とに な ろ うと思

いま す 。 もち ろん それ に っ きま して は皆 さん に 事 前 に お 目通 し をい た だ くっ も り

であ りま す 。 それ で は 本 日 まで の い きさっ に っ い てAさ ん か ら若 干補 足 を して い

ただ け れ ば と思 い ま す。

それ か ら,「 運 営 主 体 に っ いて 」 とい う資料 をBさ ん か らい た だ きま したが,

本 日の 議 論 の 基 礎 に関 係 す る と こ ろが ご ざい ます の で,こ れ に っ い て はAさ ん の

御 説明 が済 ん だ後 でBさ ん か ら御 説 明い た だ い た らと思 い ます 。

それ で は,Aさ ん,お 願 い い た します 。
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討議 に至 る経 過

A昨 年 の11月 に この 専 門 委 員 会 に お 願 い い た し ま した段 階 で は,本 日発 表 に

な った電 気 通 信 事 業 法 案 要 綱 が 見 えて お りませ ん で,副 委 員 長 か らの要 請 で専 門

委員 会 で 当時 お願 い しま し た よ うに,公 正 競 争 の 問 題 が い ず れ大 き く浮 か び上 が

るの で,と りあ え ず そ れ を御 議 論 願 い た い とい うこ と で11月 に お 集 ま り 願 っ た

わけ で あ ります 。 その 後 の 動 きは遅 か っ たわ けで す けれ ど も,今 年 に な りま して

大分 動 きが 速 くな っ た た め に,稲 葉 委 員 長 か ら特 に 要 請 が 直 接 本委 員 会 に対 して,

また間 接 的 に専 門 委 員 会 に対 して もご ざ い ま して,ど うや ら郵 政 省 の 方 で も新 し

い事 業 法 の 段 取 りが お で きに な っ た ら しい の で,新 しい 法案 の 国 会 へ の 提 出 期 限

は3月 末 近 くです か ら,し たが って2月 中 に余 り遅 くな らな い 段 階 で 必 要 が あ れ

ば提言 な どを い た した い 。 専 門委 員 会 か ら始 ま っ て,ぜ ひ協 力 をい た だ きた い と

い う要 請 が ご ざい ま した 。

そ こで,ま ず提 言 の よ うな もの の た た き台 をっ く りま して,1月 に 本委 員会 に

お集 ま り願 って,そ の 結 果 若 干 の意 見を 承 って,や は り専 門 委 員 会 で ま ず御 討 議

願 い た い とい うこ とで,若 干 それ を変 更 い た しま した の が 本 日 お届 け した もの で

ござい ます 。

それ か ら,そ の 前 に,本 委 員 会 の 御 議論 を踏 ま えて,急 だ った の で す け れ ど も,

Gさ ん か らお 話 しされ ま し た よ うに,2種 類 の ア ン ケ ー トを急 遽 お 送 り申 し上 げ

て,御 返 答 い た だい て,か っ その結 果 も先 週速 達 で お 送 り申 し上 げ た とい うわ け

であ ります 。

です か ら,本 日 お願 い し た い こ とは,公 正 競 争 も入 って お ります けれ ど も,主

としては こ の段 階 で提 言 す べ き こ とが あ る か,提 言 す べ き項 目,表 現 その 他 にっ

いて御 議 論 願 い た い 。 それ に っ い て は急 速 お願 い し ま し た ア ンケ ー トに対 す る皆

様の 御意 見 が 重要 な バ ッ クに な るか と思 い ます の で,御 参 照 願 えれ ば あ りが た い

と思 い ます 。

そ の ア ン ケ ー トの1つ1っ は も うご らん い た だ い て い る と思 い ます の で,簡 単

に最 初 の ネ ッ トワー ク綱 領 案 に対 して 変 更 す べ き点 を申 し 上 げ ます と・ ネ ッ トワ
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一 クの 綱 領 ,提 言項 目に対 して,大 体 は理 想 論 で あ る と しなが ら も御 賛 成 の 向 き

が多 い わ け で あ ります けれ ど も,2っ の点 で 異論 とい うか 問 題 が あ ります 。

それ は,現 在 の公 社 のDDXは,ア メ リカ流 に言 え ばVANで あ る か ら,い わ ゆ る

機能 分 離,新 しい公 社 の 業 務 か らは外 す べ きで は な い か と い う提 言 も し くは綱 領

に対 しま して賛 否半 々で ご ざ い ます 。 この委 員 会 は 多数 で 決 め るべ き もの で は ご

ざい ませ ん の で,ま して 賛 否 半 々の 場 合 に は撤 回 す べ き もの だ と考 え ま す 。 した

が っ て,本 日 お 届 け しま し た第2次 綱 領 案,提 言案 か らは,DDXは 外 すべ きだ と

い う項 目は外 して ご ざい ま す 。

それ か ら,一 次通 信 の 料 金 に っ い て は 届 出 制 だ け で い い で は な い か とい うこ と

自体 に は 必 ず し も御 反 対 で は な いの で す け れ ど も,こ の前 の 本委 員 会 の 小委 員 会

で も若 干の 御 意 見が 出 ま し た ので,ま た この ア ンケ ー トで も若 干 の疑 問 もご ざい

ます。 とい い ます の は ピ 届 出制 だ けで す と若 干 問 題 が 起 こ るの で は な い か。 例 え

ば銀 行 の振 込 の 手 数料 が い い 例 で す けれ ど も,あ れ は 何 に も制約 が な い わ け で あ

ります 。 内 面 指導 は 大 蔵 か らあ る と思 い ます が,あ れ は野 放 図 に 近 いの で利 用 者

は大 分 文句 を言 って い らっ し ゃ るわ け で あ ります 。 あ あい うこ とに な って もい か

が な もの か 。 で すか ら,届 出 で もい い わ け で す け れ ど も,届 出 で も実質 的 に は 認

可に 近 くな るで しよ うが,さ らに そ こに ご ざい ま す,後 か ら申 し上 げ ま す け れ ど

も,事 後 に お け る改 善 勧 告 とい うよ うな こ とを考 え た方 が い い の で は な い か。 結

局 は認 可 制 に な るか もしれ ませ ん が,姿 勢 と して は,本 来事 業 規 制 は要 らな い と

い う点 か ら言 え ば,届 出 制 を守 りなが ら主張 と して は若 干 の 工夫 が 要 るか と思 い

ます 。 その2点 が 第1の たた き台 か ら比 較 的 大 き くあ るい は 若 干 違 っ て い る点 で

ご ざい ま す 。

以上 が その 経 過 で ご ざい ます が,な お 公正 競 争 自 体 に つ きま し ては,事 業 法

が ど こか に 落 ちつ い て も省 令 で相 当 細 か くな りま し ょ うか ら,個 人 的 な 考 え で

は,そ れ か ら初 め て 本当に 細 か く公 正競 争 は ど うあ るべ きか とい う問題 は始 ま る

と考 え られ ます の で,恐 縮 な の です が,次 年 度 に お いて も公 正 競 争 の 問題 は 引 き

続 き御 議 論 願 う必 要 が あ るの で は な い か と思 って お ります 。
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それ で,本 日 の 御議 論 は速 記 を と らせ て い た だ きま して,稲 葉 委 員 長 の強 い御

要望 で,こ の 議 論 を も と と して何 か の提 言 を委 員 会 と し てい ただ く。 その 説 明 資

料 と して この 議 論 を若=F整 理 した 上で っ け させ て い た だ くとい うよ うに 事 務 局 と

して は希 望 い た し てい る わ け で ご ざい ます 。

以 上 が 昨年 か らの経 過 と 本 日の 事 務局 か らの お願 い の 趣 旨 で ご ざい ま す 。

各 界 の意 見

G・Aさ ん,各 方 面 で御 議 論 にな っ て い る内 容 資 料 は 皆 様 に 出 して い なか っ た

の で す か 。

A余 りや や こ し くな りま す の で や め ま した が,報 告 だ け い た して お き ます と,

2っ あ りま す 。

1っ は,総 合 デ ー タ通 信 ネ ソ トワ ー ク化 構 想 懇 談 会 報 告 とい うの が2月2日 に

出て お ります 。

そ れ か ら も う1っ,い まの 懇談 会 は 電 気 通 信 政 策 局 長 の私 的 な懇 談 会 で す け れ

ども,正 式 に電 気 通 信 審議 会 と して1月31日 に 「21世 紀 に至 る電 気 通 信 の 長 期

構想1と い うの を 出 して お ります 。 こ れ は 早 手 回 しに去 年 「21世 紀 に至 る長期 構

想 」とい うの で 本 に な って 出 て お り・ま す の で,こ れ の方 が 今 回の 新 しい電 気 通 信

事業 法 の 骨格 で ご ざい ます 。 ま た通 産 省 か らは産 業 政 策 局 が 情 報 通 信 サ ー ビスの

分野 に お け る競 争 の あ り方 とい うよ うな こ とで じっ く りと取 り組 ん だわ け で あ り

ます 。 や は りこれ も影 響 が あ ります の で,ま さ に専 門委 員会 で お取 り上 げ願 った

競争 の 問 題 を,あ ち ら も非 常 に 重 要 だ とい うこ とで,と りあ げ てお られ ま す 。 本

日新 聞 に 事 業 法 案 要 綱 が 発 表 に な りま して,こ れ か ら多 分3月 に な って か らだ と

思い ま す が,政 府 内 の検 討 が始 ま るだ ろ う,そ ん な 段 階 で ご ざい ます 。

法案 要 綱 に対 す る議 論 と して,一 種 通 信 事 業 に っ い て は あ る程 度 の規 制 は や む

を得 な い,二 種 通 信 事業,特 にVANに っ い て は絶 対 に 自由 で な い と困 る,そ れ は

アメ リカの 関 係 もあ る,そ の2点 が あ ります 。 た だ む ず か しい の は,VANと は 何

ぞや とか 二種 通信 事業 とは何 ぞや とか とい うこ とは よ くわ か らない わ け で ご ざい
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ま す 。 です か ら,そ こ ら辺 は よ ほ ど注 意 しな い と議 論 が 空 回 りす るお それ が あ る。

大体 そん な 状態 で ご ざい ます 。

Gち よ っ と補足 し ます と,皆 さん に ア ンケ ー トの お 願 い を しま し た と きに大

分乱 暴 です が 言 葉 の 定 義 をっ け ま した 。 この定 義 で は設 備 とサ ー ビス と は 明確 に

区分 して お ります 。 と ころ で,こ れ はBさ んの 御 説 明 に若=F関 係 し て くる と思 う

です が,い まの お話 の よ うに 設 備 とサ ー ビス等 に っ い ての 区 別 が 判 然 と して お り

ませ ん で して,設 備 を持 つ 人 は 当然一 次 通 信 をや るの だ,あ るい は基 本通 信,基

礎 通 信 をや るの だ,と い う考 え方 に な っ てい ます 。 これ は 両 者 の案 を通 じて共 通

して お る考 え方 で ご ざい ます 。

た だ,こ の ア ンケ ー トに も内 容 で 御指 摘 い た だ い て い る向 き もあ りま す け れ ど

も,果 た して設 備 を持 っ てい れ ば一 次 通 信 だ と単純 に言 っ てい いの か。 例 え ば

CATVな どの 場 合 に は,設 備 を持 って か っ一 次 を や らな い で二 次 もし くは 高 次

の サ ー ビス を提 供 し よ うとい うふ うな こ と もあ り得 ます の で,そ こ ら辺 の 取 り扱

い もそ う単 純 な形 で はな い と思 い ま す 。 た だ,今 は そ うい う こ とで設 備 の所 有 者

とい うの と通 信 の サ ー ビスの 提 供 者 とい う もの とを分 け ま し たけ れ ど も,Bさ ん

は その ほか に建 設 を含 め て,維 持 の 主体 で あ る とか運 営の主体 であ るとか とい うよ

うな こ と を細 か く御指 摘 い た だ い て,他 の公 共 事 業 との 比 較 も図 に してい た だ い

てお りま す の で,Bさ ん に この 図 を先 に説 明 して い ただ い た らと思 い ます 。

Aち よ っ とそ の 前 に も う一 つ 。 公 社 の将 来 に対 す るひ とっ の 考 え方 と して 国

益 の た め あ るい は全 体 の通 信 の あ り方 と して,実 際 に は 相 当現 在 の 公 社 を フ リー

に して しま うわ けで す か ら,や は り認 可に 基 づ く事 業 規制 は や む を得 な い,し か

し運 営 か らは な るべ く 自由 に した い,一 言 で言 えば そん な ニ ュ ア ン スの 考 え 方 が

ひ とっ あ るか と思 い ます 。

ま た,別 の 議 論 と して は,と に か く事業 規制 の 色彩 が強 ま る こ とは困 る とい う

見方 もあ りま し よ う。

公 社 の 見解 は 昨年 国 会 議 員 に配 られ て い ます 。 これ は想 像 で す が 基 本通 信 に対

す る新 規 参 入 は や む を得 な か ろ う。 た だ,イ コー ル ・プ ッデ ィ ン グで あ って ほ し
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い。 もし新 しい公 社 もあ る程 度 規 制 す るな らば,同 じ規 制 を新 規 参 入 者 に もか け

てほ しい とい うと こ ろが ひ とっ 考 え 方 と して あ るか と思 わ れ ます 。 た だ 碁,将 棋

で も名人 と ア マの初 段 が イ コ ール ・プ ッデ ィン グ,平 手,互 先 とい うの は お か し

い と見 る議 論 もあ ります 。

それ か ら も う一 つ,先 ほ ど申 し忘 れ た の です け れ ど も,基 本通 信 に っ い て の純

然 た る再 販 売 の 問題 を余 りど ち ら も取 り上 げ て お られ ませ ん 。

本 日の 日経 新 聞 の トップ記 事 の コ ピーが お配 りして ご ざい ます が,こ こま で 明

確 な形 で 書 か れ て い る とな る と,大 体 法 案 の 骨子 が こん な もの で あ る とい うこ と

は,間 違 い な いの で は な い か と思 わ れ ま す。

前 置 きば か り長 くな りま した け れ ど も,早 速 本論 に 入 りた い と思 い ます 。 そ う

い うふ うな い まの 動 きで あ る とい うこ と をひ とっ 御 考 慮 賜 りま し て御 講論 い た だ

きた い と思 い ます 。

Bさ ん,そ れ で は 。

メデ ィア 運 営 主 体

Bお 手元 に大 変 汚 い 資 料 を提 出 して お ります け れ ど も,ア ンケ ー トをい た だ

きま して,そ の中 で感 じ ま した こ とを,ち よ っ と整 理 して議 論 して お い た方 が い

いの では ない の か な と思 い ま して,そ れ と も う1っ,自 然 独 占 とい う こ とが こ う

い う電 気 通 信 の場 合 に は 不 可 避 的 に随 伴 して まい りま す の で,そ の 自然 独 占の 問

題 とい うこ と も一 応 と ら え て,一 体 ど う い う主 体 が ど こま で の機 能 を組 み 合 わ

せて い くの が い い の か と い うよ うな こ と を考 えて み る必要 が あ るの で は な いか と

考え て こん な もの を っ く って み ま した。

1っ に は,特 に二 次 運 営 主 体,い わ ゆ る回 線卸 し業 み た い な もの だ と思 うの で

すけれ ど も,そ うい う二 次 的 な事 業 体 に 関 連 して い わ ゆ るベ ー ビーNTTと い うの

が 出て きた と きに それ が ど うい うよ うな ビヘ ー ビア を と るか とい うこ と もあ る程

度想 定 して お か な い と,先 ほ どの よ うな象 と ア リあ るい は 名 人 とヘ ボ とい うよ う

な大 変 な 格 差 を持 った 競 争 の 場 が で きて し ま うの で は な い か 。それ と,あ る程 度
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他の公 共 ・公 益 事業 との 並 び も検 討 して お く必 要 が あ るの では ない か とい うよ う

な こ とか ら,こ ん な図 をっ くって み た わ け です 。

ま ず,そ れ ぞ れ の 行 政官 庁 とい うの は 計画 主 体 と い うよ うな と こ ろの中 で い ろ

いろ な行 政 的 な指 導 が 行 わ れ て お るわ け です 。 こ う した理 由 もあ って,い ろい ろ

な公 共 事 業 に は それ ぞれ 主務 官 庁 が全 部 っ い て お る とい う こ とに な って お ります 。

それ か ら,建 設 主体,所 有 主体,維 持 管 理 主体,一 次運 営 主体,こ うい う分 け

方 です が,ヨ ー ロ ッパ等 で は電 気 通 信 の 事 業 主体 の あ り方 に っ い て こ うい う分 け

方 で検 討 す るの が な らわ しみ た い に な っ てお りま す の で,我 々 が い ま こ うい う問

題 を考 え る場 合 に は参 考 に な るので は ない か とい うこ とで 出 して お ります 。

建 設 主 体 とい うの は,例 え ば建 設 事 業 者 が ビル をっ く って それ を売 るよ うに,

だれ か に 依 頼 され て電 気 通 信 設備 をっ くっ て,そ れ をま る ま る売 って しま う とい

うよ うな 存 在 に な りま す。 、

所 有 主 体 とい うの は,全 く事 業 に は手 を出 さな い,出 して もい い わ け です け れ

ど も,極 端 な場 合 事 業 に は 手 を 出 さ な い。 それ か ら建 設に もか か わ らない け れ ど

も,い わ ゆ る オ ー ナ ー シ ッ プ と して の 立 場 を維 持 して い る 主体 とい うこ とに な り

ます。

維 持 管 理 主 体 とい うの は,施 設 を メ ンテ ナ ン スす る とい うよ うな保 線,電 電 公

社 で 言 う と保 全 部 み たい な部 門 に相 当 し ます 。

一 次運 営 主体 とい うの は これ を オペ レー シ ョ ンす る とい うこ と で ,い わ ゆ る多

目的 双 方 向CATV,を ど う扱 うか とい うこ とは ヨ ー ロ ッパ で もオ ー ス トラ リア で

も,私 な ど入 手 し て い る限 りの 資 料 で もそ うい う こ とが 非常 に議 論 に な っ て お

ります 。 い ず れ に して もこの 一 次 主体 が メ イ ンに あ って,そ して 一 次 主体 が 二 次

運 営 主体 を兼 ね よ うと二 次 運 営 主体 が 別物 で もあ ろ う と構 わ ぬ で は な い か と い う

よ うな結 論 に な って お る よ うで あ りま す 。

それ か ら も う1っ,純 然 た る利用 者,い わ ゆ る サ ー ビスの 提供 に対 す る受 益 者

とい い ます か,そ うい った もの が あ りま して,そ れ に対す る 自由度 とい うこ との

問題 が あ ります 。 例 え ば 放送,電 力,ガ ス とい うよ うな役 務 は一 方 向 的 な サ ー ビ
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ス供 給 的 で,自 由度 は 非常 に 欠 い て お りま す けれ ど も,利 用 す る しな い に 関 して

は選 択 に 自由 度 が あ る とい う こ とに な っ て お ります 。 こ こが電 気 通 信 の 中 で も放

送 法 が 電 気 通 信 事 業 法 と非 常 に異 な る点 に な るわ け で す 。

再 販 売 とい う こ とは,こ れ は ち よ っ と定 義 の仕 方 が む ずか しい と思 うの で す け

れ ど も,設 備 の 一 部 を卸 して も ら って,そ れ を再 販売 す る とい う よ う な形 で 考 え

た らわ か りや す いの では な い か と思 うの で す が,そ うし ます と放 送 の 設 備 とい う

もの に 対 して は再 販 売 とい う こ とは あ り得 ませ ん 。 現 状 で はBS(放 送 衛 星),CS

(通 信 衛 星)に っ いて もい ま の と こ ろ 再 販 売 は な い 。 電 力 は,電 気 事 業 法 の 供

給 規程 の 中 で 再 販 売 は厳 し く制 限 され て お りま す 。 ガ スに っ い て も再 販 売 とい う

ことは ない は ず で ご ざい ます 。 それ か ら,国 鉄 の 施 設 を使 って再 販 売 す る とい う

よ うな こ とは,地 下 鉄 の 相 互乗 り入 れ み た いな もの に 若 干 あ るの か な と思 い ます

が … ・・… 。

G国 鉄 に は類 以 の ケ ース が あ りま した 。 形 は団 体 の 形 なの で す け れ ど も,去

年 た しか 西 武 さん に上 越 の スキ ー列 車 を列 車 ご と渡 され て,西 武 さん が 販 売 を さ

れ ま した。

C貨 車 もあ ります ね 。

B貨 車 ま で考 え る と確 か に あ るの です ね 。

G国 鉄 と通 信 事業 の場 合 とは ちよ っ と違 うか もしれ ま せ ん が,飛 行 機 は あ り

ます 。 貨物 の 方 は 日本 で は禁 止 され て お りま す け れ ど も,旅 客 は座 席 の 部 分 を例

えば40席 と い うふ うに,こ れ は旅 行 業 者 が卸 し を受 け ま して,旅 行 全 体 の 中 に そ

れ を組 み込 ん だ 形 で再 販 売 す る こ とが許 され て お ります 。 これ は 海 外 旅 行 に 関 し

てで す けれ ど も。

B特 に衛 星 関 係 にっ い て は所 有 主体 ・運 営 主体 等 が 非 常 に複雑 で ご ざい ま し

て,こ うい うふ うに 区分 して み る と放 送 衛 星 機 構 とい うの は なか なか 変 な 立場 だ

な とい う こ とを 改 め て私 も感 じた の で す が,こ うい う一 次 運 営 主体,特 に 二 次運

営 主体 を考 え る場 合 に は まず 施 設 を借 り切 る とい うこ とが 前提 とな るわ け で,そ

の借 り切 り方 に,例 えば24時 間 と い うフル タイムで借 り切 る とい う借 り切 り方,
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これは事実上所有 権 を持 って い るの と同等 な使 い方 が許 され る場 合が あ ります 。・

それ か ら,あ た りま え の や り方 と して は時 間利 用 と い うこ とが あ ります 。 これ

は公 衆 利 用 の 典 型 的 な例 では ない か 。

それ か ら,あ る施 設 の部 分 を買 い 取 って,所 有 権 を持 っ てお って,か っ その 所

有権 の移 譲 も含 めて 持 っ て い る と い うよ うな形 での 所 有 形 態 が あ るわ け で,そ う

い う よ うな こ とでの 二 次 運 営 と い うこ とは,す こ し考 え て み て も大 変 複 雑 で あ る

こ と を考 えて お く必 要 が あ るの で は な いか 。

それ か ら,デ ー タ通 信 の 方 面 か らみ ま す と,通 常 の利 用 者 の立 場 に あ る者が デ

ータ を送 受 す る とい う こ とに っ い て制 限 が あ る とい うこ と 自体 ナ ン セ ンスで お か

しな話 で は な い か と思 うの で す け れ ど も,利 用 者 の 位置 づ け をあ る程 度 は っ き り

させ て お い た 方 が い い の で は な いか な とい う感 じが した の で す 。

特 に先 ほ ど委 員 長 か ら もお 話 が ご ざい ま した が 設 備 業 者 とサ ー ビス事 業 者 とい

うもの の 区 分 け を大 きく く く って 整理 して お くこ とが で き るの では な い か。 下 手

します と,最 も単純 な1事 業 者1サ ー ビス とい うよ うな ル ール が で き上が る可能 性

が あ るわ けで す 。 これ は 非 常 に能 率 の 悪 い こ とに な って し ま うお そ れ が あ るわ け

て,二 次 事業 者 とか電 電 公 社 以 外 の私 的電 気 通 信 事 業 者 の 健 全 な育 成 の点 か ら考

えます と,1事 業者1サ ー ビ ス とい う原 則 を押 しつ け られ て しま うとい うのは 多

少 問題 が あ るの で は な いか 。 そ うい うふ うに 固定 して しま う とい うこ とは 自由競

争 を制 約 して し ま うわ け で す か ら,そ の 辺 の兼 ね合 い の意 味 で意 識 して お く必 要

が あ るの で は な いか と思 い ま す 。

私 は途 中 か らこの 会 議 に参 加 させ て い た だ い てい て,経 過 が わ か らな い もの で

す か ら,多 少 ず っ こ け た意 見 を 申 し上 げ た か もしれ ませ ん 。

Gい え,大 変 参 考 に な りま した。 あ りが と うご ざい ま した 。

それ で は も う 目を通 して い た だ い た と思 い ます け れ ど も,ア ン ケ ー トで 素案 と

して お 回 しし ま した もの か ら若 干変 わ った 形 で 本 日の この綱 領案 が 出 て お りま す 。

一番 初 め にお 願 い しま した よ うに これ を中 心 に 議論 して い た だ きた い と思 い ま す 。
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ネ ッ トワー ク綱 領(提 言)第2次 試 案

ABさ ん か ら御 指 摘 の あ っ た点 を完 全 に ク リアに 整 理 し て い るわ け では ご ざ

いませ ん 。 その 点 を そ うい うふ うに 申 し上 げ ます け れ ど も,よ ほ ど御 注 意 い た だ

きな が らお聞 き取 り願 い た い 。

新 しい通 信 法 体 系 は い ろ い ろ な点 が 必 要 だ ろ う。1っ は,臨 調 で 言 って い る あ

らゆ る分 野,こ れ は む ず か しいの です が,さ っ きの よ うな設 備,サ ー ビス を分 離

して 考 え るの か わか りま せ ん が,い ろい ろな 点 で 自由 な参 入 と競 争 原 理 の 導 入 が

必要 だ ろ う。 そ こ か らむ ず か しいの です が,一 応 こ うい う想 定 を して お ります 。

Bさ ん の で 申 し ます と,通 信 設 備 を,建 設 した か ど うかは 別 と して,所 有 だ け し

て貸 す,い わ ゆ る サ ー ビス を一一切 提 供 しな い とい うの は 現 在 は な いは ず です が,

どう も出て きそ うだ。 特 にCATVの 一 部 で は 出 そ うだ とい う感 じが して,そ こで

わ ざわ ざ別 に取 り上 げ て い るわ け で あ ります 。

Gこ の可 能 性 は私 が 指 摘 した の です け れ ど も,例 え ば 同一 地 域 に複 数 のCATV

の 会 社 が 出来 て,そ の 会 社 が 電 柱 もし くは電 話 柱 に伺 本 も伺 本 もそれ ぞれ の会 社

の ものの線 を引 くわ けに はいかない とな ると,例 えば電 力 会 社 が 大 容 量 の 線 だ け引 い

ておいて,(電 力 会 社 自身 は 別 会 社 でそのCATVに 参加 され るか もし れ ませ ん けれ

ど も,そ れ は話 が やや こし くな るか ら横 へ 置 い て お く と しま して,)複 数 のCATV

会社 に その新 しい 回線 をお 貸 しに な る とい う こ とは割 と現 実 的 に想 定 で き るの で

はな い か と私 は 思 った の で す 。 こ うい うふ うな もの に っ い て は 設 備 と して の 事業

で分 けて お く必 要 が あ るの で は な い か 。衛 星 に っ い て も同様 の 事 態 が 起 きて く る

か もしれ ま せ ん 。 それ で この 間 の,こ れ は委 員会(小 委 員 会)の 中 で ち ょっ と提

言 を した部 分 で す。

Aも う1っ っ け加 え ます と,見 方 に よ って は公 社 の 現在 の 回線 す ら もこれ に

な り得 る。 とい うの は 本電 話 機 を外 す方 向 に あ るわ けで す 。 そ うし ます と,両 端

が自営 の ユ ーザ ーの 機 械 で あ って,確 か に 交 換 機 は あ るか も しれ ませ ん けれ ど も,

本電 話 が 外 れ る と い っ た場 合 に,十 数年 前 か ら公社 さん は,線 を貸 して い るので

はな い,通 信 とい う役 務 を提 供 し て お るの だ と言 っ て こ られ た わ け で あ りま す。
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それ は特 に 本電 話 機 は 絶 対 に 公 社 が 提 供 す る とい うの で あれ ば 確 か に納 得 で き る

面が あ ります けれ ど も,本 電 話 機 もな い とい った場 合 に,交 換 設 備 の 点 が ち ょっ

と残 ります けれ ど も,線 貸 しで は な い か とい うこ と もあ ります し,い まGさ ん か

ら御 指 摘 の 向 き もあ りま し て,一 応 入 れ て い るわ け で あ ります 。

それ か ら,一 次 通 信 サ ー ビ ス提 供 業,今 の通 信 設 備 提 供 を除 い た ら,普 通 に は

一 次 通 信 サ ー ビス とい うの は 設 備 をみ ず か ら所 有 して ,か っ基 本 的 な通 信 を提 供

す る とい うこ とに な りま じ ょ うか ら,こ れ は や は り役務 の 提 供 で ご ざい ま し ょ う。

た だ,公 平 を期 す れ ば,電 信 電 話 だ け で は な くて,デ ータ だ ろ う と映像 だ ろ う と

画 像 だ ろ う と何 で もい いか ら,ト ラ ン ス ペ ア レン トで あ る限 り何 を送 ろ うとそ れ
■

は コ モ ンキ ャ リア,一 次 キ ャ リア だ と した方 が 公平 では あ ろ うか と思 い ま す 。 そ

の 場 合 に,こ れ は 新 聞発 表 の い わ ゆ る第 一種 電 気 通 信 事業 に 多分 該 当 す るの で は

な い か と思 うわ け で あ ります 。

さて,そ の 辺 を考 え ます と,そ うい う業 者 は原 則 的 にはVANで あ ると か二 次 通

信 とか,ま して 情 報 サ ー ビス と か とい う もの は一 諾 に や って も らっ た ら困 る とい

うア メ リカ式 な考 え を導 入 し た方 が ど うや らい い の で はな い か とい う こ とで あ り

ます。

そ れ か ら 「各 業 態 で の公 正 な 競 争 の 実 現 」,こ れ は あた りま えの こ と で あ りま

す。

そ の次 は,一 緒 に く く って あ ります け れ ど も,こ う読 ん で い た だ きた い わ け で

あ ります 。 サ ー ビスを伴 わ な い 設 備 だ けの 相 互接 続 も自由 に して ほ しい 。 その 意

味は,将 来 必 ず 例 え ば一 次 通 信 事業 者 の 中 で電 話 とか デー タ とか や って い る よ う

な,例 え ば新 しい電 電 会 社 で もい いの です け れ ど も,そ れ とCATVを 結 び た い と

か とい う こ とが 必 ず 起 きて くる は ず で あ りま す。 そ こで ぼ ち ぼ ちゃ っ て は困 る と

い うこ と と,そ れ か らサ ー ビス の接 続 は別 の 問題 。 例 え ば キ ャプ テ ンの サ ー ビス

は電 話 線 を使 って や る,一 般 に はCATVの 場 合 に そ こ に ビデ オ テ ッ クスが 入 る と

い う こ とは 別 に 電 話 が あ ります か らお か しい と い うこ とに な りま す 。 そ うす る と,

CATVの 中 で の電 話 線 的 な使 用 は ダ ブる じゃ ない か とい う こ とに な ります け れ ど
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も,一 括 して ビデ オテ ック スの デ ー タベ ー ろ を持 って きてCATVで もや りた い と

い うこ とに な ります と,そ れ は サ ー ビスの 乗 り入 れ に な るは ず で あ ります 。 で す

か ら一 論 と して,CATVの 場 合 に は ビデ オ テ ック スの 乗 り入 れ な ど とい う こ と は

論理 的 に あ り得 な い と い う説 が あ りま す。 確 か に 一 見 そ うなん です けれ ど も,し

か し そ うで は な い か もしれ な い とい うわ け で あ りま す 。 ま して デ ー タに な りま す

とい ろい ろ サ ー ビスの 乗 り入 れ が あ り.得 る。 そ れ は サ ーチ ャー ジを っ け な い で 自

由に した 方 が い い の で は な いか とい うこ とで あ りま す 。 そ こ ら辺 を中心 と して 新

しい もの を期待 し た い。

その な お 書 きは,け さの 新 聞が あ る程 度 事 実 を伝 え て い るとす る な らば,ど う

や らユ ーザ ー も余 り好 ま な い,い わ ゆ る事業 規 制 法 的 な ニ ュ ア ンスが 大 分 強 く出

てい る。 多 分 そ れ は善 意 で あ る こ と を信 じ ます け れ ど も,し か し規 制 法 で あ る こ

とに は変 わ りが な い。 そ れ は ち ょっ とい か が で あ ろ うか 。 それ よ り も,例 え ば教

育基 本法 とか原 子 力基 本法 とか あ りま して,あ ん な もの は毒 に も薬 に もな らな い

とい う見方 も あ ります けれ ど も,許 認 可 権 が が ち っ と し た規 制 法 よ りは い い の で

はな い か とい う見方 もあ るわ け で あ りま す の で,こ こ ら辺 は 本専 門委 員 会 で 御 議

論願 い た い 点 もあ るわ け で あ ります。 若 干 の程 度 問題 で す け れ ど も,事 業 規 制 が

あっ て もと にか く早 く さ っ さとVANで も何 で も 自由に して し まえ とい うよ うな御

意 見 もあ るわ け で あ りま す か ら,何 もこ うい う意 見だ け が い い わ け で は ご ざい ま

せん。

これ が 前 書 きで あ ります 。

Gま た 話 が 戻 って し ま って恐 縮 です け れ ど も,規 制 を ふ たっ に分 け る考 え も

あ りま す 。1っ は参 入規 制,こ れ は 事業 体 が そ の 事業 を行 うこ とが で き るか ど う

か とい う こ とに 関 す る規 制 で ご ざい ます 。 そ れ と行 為 規 制 と い う もの を 分 け る

論 も あ ります 。 行 為 規 制 とい うの は,極 端 な場 合 で す と何 日 間の 営 業 停 止 を命 ず

るとい うこ となの で し ょ うが,現 行 の行 政制 度 で は大 抵 の場 合違 反 行 為 が ひ ど く

な ります と免許 取 り上 げ とい うふ うに,こ の 参 入規 制 に ま で及 ん で い るの が 普 通

です 。 ひ とっ の 議 論 と して電 気 通 信 事 業 の場 合 参 入 規 制 ま でや る必 要 は な い 。最
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低 限 必 要 な場 合 で あ って も行 為 規 制 だ け やれ ば よ ろ しい とい う説 もあ りま す 。私

は 概 念 と し てお もし ろ い な と思 っ た の です が,実 態 と して は ど うか な とい う気 は

した の です けれ ど も,御 参 考 まで に ち ょ っ と申 し上 げ て お き ま す 。

それ で は 本 文 の 方 をお願 い しま す 。

A次 の2AO-一 ジの 本 文 で ご ざい ま す け れ ど も,は っ き りと3っ に 分 け ま し て,

1つ は 「事業 規 制 の排 除 」 とい う項 目で,5っ ほ ど うた っ て い るわ け で あ ります 。

これ は また 極 端 に言 っ てお りま す。 とい い ま す の は ,何 か 提 言 す る場 合 に は は っ

き りし ませ ん と,あ い まい もこ と して は 何 を言 って い るの かわ か りませ ん の で
。

そ れ で,先 ほ どの よ うに,通 信 設 備 を建 設 した か ど うか は 別 と して。 所 有 だ け し

てい る とい う業 者 が 出得 る。 そ の場 合 に は ,こ れ は 別 に何 の規 制 も要 らな い の で

はな い か 。 自分 の リス クだ け で おや りに な っ て 多分 弊 害 は 出 な いの で は な い か と

思わ れ るわ け で あ ります 。 し たが って,そ の事 業 規 制 は全 く必 要 が ない 。

そ れか ら,「 公 衆 網 と して の 」 とい う前 書 きが っ い て い る 「一 次 通 信 事業 者 」,

その 意 味 は2っ に分 か れ ま す。 将 来 です け れ ど も,通 信設 備 だ け を持 っ て い る と

い う人 か ら借 りるか,も し く は通 信 設 備 を みず か ら所 有 して 基 本 通 信 サ ー ビス を

行 う,っ ま り トラ ン スペ ア レ ン トな 通 信 サ ー ビス を行 う,さ らに その通 信 サ ー ビ

スは 加入 網 で あ る こ と とい う限定 をっ け るわ け で あ ります
。 ど こか らで も誰 か ら

で もっ な が る。

な お,や や こ しい こ とを 申 しま す と,そ の場 合 の基 本通 信 サ ー ビスは 前 回 か ら

一 歩 後 退 い た しま して
,皆 さん 御 意 見が あ りま した の で,現 在 程 度 のDDXは 基 本

通 信 に入 る とい うふ うに 改 めて お ります 。 これ には 出て お りま せ ん が ,そ う御 承

知願 い た い わ け で あ ります。 た だ し,同 時 に,現 在 オ プ シ ョン と して の 付 加 価 値

サ ー ビスが 劫 ます け れ ど も,あ れ を超 え る よ うな ・ とは しては 困 る とい うの も

当然 の 前 提 で あ ります 。

そ うい うよ うな一 次 通 信 事 業 者 に 対 して,参 入 規 制 と言 って もい いの で す け れ

ど も,規 制 と して は料 金 の届 出制 と,そ れ か ら先 ほ どの銀 行 の 振 込 手 数 料 の よ う

に どん どん 上 が って い くこ とは困 ります の で ,結 局 は認 可 制 に な るか も しれ ませ
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ん け れ ど も,必 要 あ る と きの 改 善 命 令 も し くは勧 告 とい う程 度 を うた、って お け ば

当委 員 会 と し ての 建前 は通 るの で は ない か とい うわ け で あ りま す。

「公 衆 網 と して 」 と限定 しま した の で,今 度 は ク ロー ズ ドな 一 次通 信 は ど うか,

これ は 相手 が決 ま って い るわ け で あ ります か ら,当 然 事 業 規 制 は 必要 は な い と い

うわ け で あ ります 。

これ をわ ざ と分 け ま した の は,ど うや ら新 しい 通 信 事 業法 はVANに 対 して大規

模 な とか 大 規 模 で な い とか とい うよ うな区 分 け を し よ うと され て い る,そ れ は 省

令 で決 め る,こ れ は ま た困 るわ け で あ ります 。 我 々の 手 が届 か な い お それ が あ る。

それ に 対 す る待 った の意 味 で あ ります 。 も ちろ ん,で は 加 入網 と閉 鎖 網 が ど う違

うか,少 数 が だん だん ふ え た ら不 特 定 多 数 と ど こで 線 が 引 け るの だ とい うこ とは

確か に あ ります け れ ど も,し か し加 入 網 とい うの は 随 時 入 って きて抜 け られ る よ

うな仕 組 み に な って い る もので あ ります か ら,多 分 この概 念 の 差,規 定 の 差 とい

う もの は 明確 にで きるだ ろ う。 少 な く と も大 規 模 だ,大 規模 で な い なん とい うよ

うな 水 か け論 よ りは ま し だ ろ う とい う意 味 で少 し細 か くした わ け で あ'りま す 。

Gい ま の 御 説 明で,公 衆 網 と して お い た方 が い い と思 い ます。 加 入 網 と言 う

と,こ れ まで の 概 念 だ と交 換 網 とい う こ とで,専 用 線 と区 別 す る形 で使 わ れ る こ

とが 多 い で す か ら,こ の 場 合 はい ま の お話 で す と専用 線 で あ って も公 衆 網 に な る

わけ で し よ う。 だか ら閉 鎖 網 と公 衆 網 とい うふ うに して お い た 方が い い の で は な

いです か 。

Aそ れ か ら,別 に後 退 して い るの で は な くて,ア ドバル ー ンか もしれ な い と

い う条件 っ きで ア ンケ ー トを お願 い して,結 局 本 日の 通 信 事 業 法 案 要綱 が 出 て い

るわ け で す けれ ど も,あ れ で は外 資 に っ い て一 次 は30%規 制,二 次 は50%規 制,

ただ し相 互 的 な もの に っ い て は 許可 す る とい うよ うな こ とが あ ります け れ ど も,

どっ ちに して も二 次 通 信 に っ い て は一 切 事 業 規制 の 必 要 は ない と い う建 前 は 通 し

てい い の で は な いか 。

それ か ら,外 資 の 問題 に移 りま して,こ れ もや は り改 め て旗 幟 鮮 明 に して,必

要は 認 め な い とは っ き り言 って い い の じ ゃ な い か。 仮 に外 資比 率 の 上限 が30%
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にな る と しま して も,出 て く るか と考 え ま す と,多 分 衛 星 通 信 以 外 に は ち ょっ と

ない の で は な い か と思 うわ け で あ りま す。 針 金 も し く
.はフ,アイバ ーに して も,日

本み た い な と ころ に そ うい うよ うな線 を みず か ら所 有 して くる よ うな物 好 きが い

るだ ろ うか,多 分 無 理 だ ろ うと思 うわ け で あ ります 。 こん な 土地 の高 い とこ ろ で。

しか し,衛 星 通 信 だ け は わ か らな い とい う と ころ で は っ き り した ら ど う'だろ うか

とい うわ けで あ りま す。

5番 目に ・VANを 含 め た二 次通 信 事 業 なん と い う もの は も う全 く 自由 で い い と

い うよ うに割 り切 っ た方 が い いの で は な い か とい うこ とで あ ります 。30%の50

%の とい って も大 差 は ない の で は な い か とい う こ とで あ ります
。

それ か ら、 兼 営 の禁 止,こ れ は アメ リカ流 で あ りま して,こ こ ら辺 が よ くわ か

りませ ん けれ ど も,設 備 だ け を貸 す方,そ れ か ら公 衆 網 と して の 一次 通 信 事 業 は

ほか の こ とは み ず か らや って は困 ります よ,こ れ は 前 回 の もの と同 じで あ ります 。

変 わ って お ります の は,通 信 機 器 の 製 造 ・販 売 が 抜 けて お りま した。 これ は 御 指

摘 が あ りま して,な る ほ ど,製 造 を禁 止 して も販 売 され て は 困 るわ け で あ ります 。

建前 と して は そ こ まで いか ない とお か しい。

ただ し・CATVに っ い て は前 は ただ し書 きで した けれ ど も,今 度 はは っ き り別

建て に して例 外 とす る。 その意 味 は,CATVが 地 方 的 な ネ ッ トワ ー クで あ る限 り,

片 方 向 で ず っ とや っ て い る うちは 別 です が,下 手 に双 方 向 だ と言 った と こ ろで そ

う簡 単 に 成 り立 と う とは思 え な い わ けで あ ります 。 です か ら,い ろい ろな こ とが

なけれ ば ・ チ ャ ネル も埋 ま らな い し も うか らな い の で は な い か 。 そ うで あ るな ら

ば,モ ア チ ャネ ル以 外 に 余 裕 を残 して お か な い と大 体 成 立 し ない ので は な い か 。

これ は 絶対 に 成 立 す る とお っ し ゃれ ば取 り下 げ ます け れ ど も ,そ うい う意 味 合 い

で あ ります 。

3番 目は,た だ い ま の公 正 競 争 自体 で あ ります 。 最 初 に 申 しま した よ うに ,こ

の問題 は も っ と もっ と細 か くな っ て,例 え ば 省 令 が 出 た り何 か します と次年 度 も

細 か い御 議 論 を続 け て い た だ く必 要 が あ ろ うと思 い ます 。 と りあえ ず は 少 な く と

もこれ く らい は 要 るだ ろ う。
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いわ ゆ る 出資 制 限 は や は り必 要 で あ ろ う と思 うわ けで あ ります 。 銀 行 は 子会 社

に5%し か 出 せ ない とい う こ とは 申 し上 げ ま した。 キ ャプ テ ン は 何 だか ん だ あ っ

て3分 の1ま ま で後退 した わ け で あ りま す。

た だ,こ こで問 題 に な りますの は,20%程 度 にいた します と子 会社 へ 行 か れ る会

社 の方 の身分 は もはや 公社 あ るい は 新 会 社 の 職 員 の ままではな くな るはず であ ります。

そ こに実 は大 きな問 題 が ある とい うよ うな 議 論 が あ り,そ うか もしれ な い,そ うで

な い か もしれ な い。 しか し,そ れ は わか るけれ ど も,そ ん な こ と を言 っ て いた ら

どん な 政 策 もで きない では な い か と い うこ とに 多 分 な ろ うか と思 い ます けれ ど も,

それ は さて お きま して,本 当 に困 る な らば いか よ うに も経 過 規 定,っ ま り公 社 法

もど うせ 変 わ るわ け で あ ります か ら,そ こで経 過 規定 をっ け て は ど うか と思 うわ

けで あ りま す。 何 も非 人 情 に ば っ さ りや る必 要 もな い の で は な い か,そ れ で 救 済

で き るの で は ない か とい うよ うな気 もい た し ます 。

10番 目 に,こ れは私 見 として お 届 け したことであ ります。電 話 も大 体 完 全 に 普 及

したわ けで あ りますか ら,こ れ 以上 の 層た とえば社 会 福 祉 的 サ ー ビス な どは 行 政 機 関

の 政策 責務 で は な い か 。政 策 責 務 とい う意 味は ま さ に政 策 責務 で,実 施 責 務 で は

ござい ま せ ん 。 通信 シス テ ム の レベ ル は 時 代 と共 に変 るで し ょ うが それ を一 次 通

信 事業 者 も考 え て は ど うか とい う程 度 の 政 策 を考 え る。 政策 当 局 が 自分 でや る必

要は な い 。 そ れ を受 け て一 次 通 信 事業 者 は 可能 な 限 度 で や る,そ の程 度 に緩 和 す

る必 要 が あ るの で は ない か 。 そ う し ませ ん と,義 務 を押 しつ け る とい うこ とは 本

来競 争 と い う観 点 に は な じ まな い点 が あ ります し,義 務 が あ れ ば,例 えば 債 券 発

行に っ い て特 権 を与 え る,特 権 を与 え れ ば カ ッ トをす る,認 可 す る よ とい うこ と

にな るわ け で あ りま す か ら,新 会 社 の た め に もよけ い な こ とは要 らぬ,そ れ は決

して 通 信任 務 の 切 り捨 て で は な い と信 じま す 。

11番 目に,こ れ は大 体 御 賛 成 い た だ い て い るわ け で あ ります し,あ るい は 御異 論

もご ざい ま し たの で十 分 御 議 論 願 い た い の です け れ ど も,さ っ きの ハ ン デ ィキ ャ

ップ論 で あ ります。 それ で な く と も,人,資 金,規 模,技 術,考 え よ うに よ って

は技 術 自体 が 競争 条 件 だ とい うよ うな こ とに な るか もしれ ませ ん が,高 度 な 通信
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研 究 所 が 一方 にはあ り,競 争 者には ない とい う状 態 で平 等 な競 争 だ と押 さ えた と こ

ろで 無 理 だ ろ うと思 い ます 。 した が って,そ れ は逆 に言 え ば イ コ ール ・プ ッデ ィ

ングの 重 要 な条 件 の1っ で は な い か 。 要 す る に理研 と同 じで あ ります 。 大 河 内 さ

んか ら離 れ て理 研 が しぼ ん で し ま った か とい う と決 して そ うで は な い 。 立 派 な研

究 が 相 次 い で お る こ とは事 実 で あ ります 。 したが って,そ ん な心 配 は な い 。 こ う

い うよ うな こ とで,公 正 競 争 条 件 の1っ と しては い か が で あ ろ うか 。

「接 続 .」も,言 い 方 が や や こ しいの で あ ります けれ ど も,2っ に 分 けて あ るわ

けで あ ります 。 物 理 的 な 針 金 や フ ァイ バ ーの接 続 とサ ー ビスの 接 続 は違 う。

違 うと した上 で,こ れ は何 か 定 義 を ま た しな けれ ば い か ぬ と思 い ます が,ど っ ち

も自由 でい い の で は な い か 。 本 日 の事 業 法 案 要 綱 で も ど うや ら接 続 チ ャ ージ は く

っつ け る よ うなお 話 で あ ります 。 っ ま りク リーム スキ ミングに な っ た と きに は特

に新 会 社 に対 して 接 続 チ ャー ジ を取 れ とい うこ とに な りそ うで す けれ ど も,こ れ

は ど う も疑 問 で あ りま して,そ ん な こ と よ りも全 体 の料 金 体 系 自体 を ち ゃん と し

た もの にす る とい うこ とが 先 決 で は な い か とい うよ うな気 が す るわ け で あ ります 。

これ は 非 常 に むず か しい とこ ろ で あ りま す。

以 上 で ご ざい ます 。

G説 明 しなが らや って い きま す と時 間が かか ります の で ま と めて 二 次 案 を御

説 明 い た だ きま した の で,こ れ 全 体 と しま して,Kさ ん か ら順 次,オ ー ケ ー な と

ころは結 構 で す が,御 意 見 の あお りの と ころ を述 べ て い た だ い た らど うか と思 い

ます 。

討 論

K事 業 規 制 にっ きま して は 本 当に 自由 とい うこ とが あ り得 るだ ろ うか とい う

ことで,賛 成 とい う こ とで記 入 され て お ります 。

G失 礼 しま した。 総 論 は後 に して,各 論 の 方 で お っ し ゃ って い た だ い て,後

で総 論 を ま とめて も ら った方 が 楽 じ ゃ ない か と思 い ま す の で… … 。

Kま た気 が っ きま した ら… … 。
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Gそ れ で は,Jさ ん … … 。

J基 本 的 に は私 は 全 面 的 に 自由 論 者 で あ りま して,Aさ ん の 意 見に賛 成 を し

て きたわ け で あ ります 。 日本 の 場 合 は い まま で独 占で きた わ け です か ら・ そ れ を

こ うい うふ うに 自由 化 す る と きは か な りぎ くし ゃ くす る こ,とは必 ず あ るの で あ っ

て,そ れ が わ か って い て もや は り前 進 す る しか ない とい う考 え方 で す 。 とにか く

公 正 な競 争 原 理 の もとに 完 全 自由化 を して,そ れ で な お か っ ふ ぐあ い な とこ ろが

出た ら直 して い こ うで は な い か とい う基 本的 な姿 勢 を私 は と りた い と思 い ます 。

本 日の総 論 に 対 して特 に私 は反 対 す る とこ ろ は あ りま せ ん 。 とに か く こん な と こ

ろで や って み よ う とい う意 見 です 。

G各 論 は い か が で す か。

J各 論 は,大 体 こん な と こ ろで い い ので は な い で し ょ うか 。 実 際 問題 と して,

日本 の 場 合,例 え ば 相 互 接 続 とか 乗 り入 れ の ケ ー ス と して は電 力 とか鉄 道 ぐ らい

しか な いの で す ね。 日本 の場 合 は だれ も経 験 が な い わ けで す 。 で す か ら,抽 象 論

で議 論 して も具 体 論 が 出 て こな い と思 い ます の で,と にか くや る しか な い だ ろ う

と思 い ます 。 事 前 に わ か る こ とは議 論 して もい い の で し ょ うが,わ か らな い こ と

を抽 象 論 で議 論 時 間 を と る こ とは得 策 で は な い とい うふ うに 思 い ます 。

1私 の 方 が ち ょっ と疑 問 に感 じた の は10番 とか11番 の 問 題 で,こ れ で い い

のか な とい う気 もした の です が,基 本 的 に は賛 成 とい うよ うな感 じで,ち ょっ と

あと心 配 が 残 る とい う部 分 が あ りま したが,こ れ は い まのAさ ん の 御 説 明 で納 得

した部 分 が ご ざい ます 。11番 にっ い て,例 え ば い ま の 通 研 を独 立 させて,そ れ が

例 え ば新 規 参 入 事 業 者 も含 め た共 通 の1っ の 研 究 機 関 な り開 発 機 関 とい うこ とで

うま くや っ て い け るか ど うか とい う問 題 は,こ れ は ほか に例 もあ る よ うな こ とな

のです か 。

A正 直 言 って例 は な い と思 い ます 。 調 べ た こ とは ご ざい ませ ん けれ ど も,多

分あ ると す れ ば 大 昔 の 官 営 八 幡 製鉄 所 が民 間 に お りて,し か しだん だん 大 き くな

って,ま た分 割 され て,あ そ こ ら辺 を見 ま した ら ど うな った の だ ろ う とい う気 が

し ます けれ ど も,日 本 で は あ れ く らいで は な い で しよ うか 。 巨大 な研 究 機 関 が あ
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っち こ っち に あ った りな ん か して く っっ い た り離 れ た りした と い うの は 製 鉄 業 ぐ

らい で は な い です か。ま さに 経 験 が な い わ け で す よね 。

G-一 般 的 な経 済 原 則 か ら言 う と,イ ノベ ー シ ョン とマ ー ケ テ ィン グ とい うの

は これ か らの企 業 経 営 の一 番 根 幹 に な る と こ ろで す か ら,そ うい う技 術 の イ ノ ベ

ーシ ョンの核 心 を コ ンペ テ ィ タ ーが共 有 す る とい うの は ,そ もそ も自由 競 争 市 場

とい う こ とを考 え た と きに矛 盾 す るの で す ね 。私 もず い ぶん これ は迷 った の です 。

そ うい う大 原 則 と,現 実 論(い まの名 人 とヘ ボ将 棋 とい う議 論)と の 間 で 迷 っ た

ので す けれ ど も,実 力 が お あ りに なれ ば これ に参 加 す る こ と もな い わ け で す か ら,

そ うい う企 業 は 独 自に 開 発 部 門 を お持 ち に な って もいい わ け で,参 加 す るの も 自

由,脱 退 す るの も自由 。 しか し,参 加 が で きる よ うに して お い て,そ して その 成

果は 共 有 す る とい う趣 旨 で私 も賛 成 した の で す け れ ど も… … 。

1国 が 関 与 して や る場 合 と単 に民 間 で や る場 合 とま た違 って くる よ うな気 が

す るの で す けれ ど も,理 想 論 と現 実論 で は非 常 に ギ ャ ップが あ る とい う感 じが し

ま し た し,か っ 従 来 の 通 研 の 実 績 とい い ま す か,こ れ は私 ど も コ ン ヒ。ユー タ関 係

をい ろい ろや って お りま して,公 社 は通 信 会 社 と言 い なが ら もコ ン ピュ ー タの 開

発 ま で ず い ぶん や っ てい て,か な り実 績 を お持 ちの よ うな気 が す るわ け で す 。 い

ろい ろ問 題 は あ るの で し ょ うけれ ど も,そ れ を外 して しま うとい うこ とに っ い て

い ろ い ろ問 題 が あ るの で は ない か 。結 局 国 と して の,国 で な くて もい い の で す け

れ ど も,1っ に ま と ま った もの と して の 非 常 に大 規 模 な開発 機 関 とい う もの が 今

後 こ れ で ど うな っ て い くの か とい う問 題 で す ね 。

A言 葉 だ け で言 え ば,ま さに技 術 論 だけ で言 えば 通研 の 仕 事 です けれ ど も,

本 当 に基 礎 的 な研 究 もあ りま す し,そ れ か らほ とん ど技 術 局 でや った方 が い い よ

うな全 く現 場 的 な もの もあ るわ け で す ね 。 で す か ら,ま さ に机 上 の書 生 論 で言 え

ば基 礎 研 究 だ け は そ こで や って い た だ い て,応 用 は 当然 い まGさ ん が お っ し ゃ っ

たよ うな各 競 争 企 業 が 後 は 勝 手 に や れ ば い い とい う こ とに な るの で,言 葉 で は 言

えま す け れ ど も,実 際 は あれ だ け長 い伝 統 が あ りま す か ら無 理 だ と思 い ま す 。 イ

コール ・プ ッデ ィ ングへ の 疑 問提 示 とい う意 味合 が強 い わ け です 。
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H私 が特 に 問 題 に した の は 通 信 ミニ マム とい う こ とです が,何 らか の義 務 と

特権 を 与 え ざ る を得 ない だ ろ う とい う こ とを書 きま した けれ ど も,こ こで 言 って

い るよ う な政 策 責 務 とす る,実 行 責 務 で は な い の だ とい う こ とで あ れ ば,か な り

それ が 満 足 され る とい い ま す か 満 た され る よ うな 気 が す るの で す 。 ただ,全 国 ベ

ースの 設 備 者 とい うこ と なの で す が,雨 後 の タ ケ ノ コの よ うに そ うい う もの が 出

て くるだ ろ うか,現 実 的 に は そん な もの は絶 対 に 出 て こな い とい うこ とです か ら

これで い い だ ろ うとい うこ とで す ね 。

それ か ら,研 究 所 の扱 い で す けれ ど も,こ れ が や は りち'よっ と引 っか か るの で

す。 機 能 が 発 揮 で きな い の では な い か とい うこ と に な るとや は りち ょっ と引 っ か

か るの で す 。 ア メ リカの ベ ル研 が ど うな って い るか 知 らな い の です 。 徹 底 的 な研

究 機 関 に な っ て,請 負 研 究 を や る とい うこ とで 成 り立 つ か ど うか疑 問 で す。

それ か ら,地 域 制 の 問 題 です が,現 実 的 に は 地域 制 に な らざ る を得 ない と言 う

かな って しま う と思 い ま す 。

Gそ れ は1事 業 者 が です か 。

H特 にCATVは そ うで し ょ う。 好 む と好 ま ざる とにか か わ らず地 域 制 に な っ

てし ま うだ ろ う とい うこ とで す 。'

G連 合 体 が で きるか もしれ ませ ん ね 。

Hそ うな る と今 度 は強 い と こ ろが 規 模 の メ リ ッ トで フ ラ ンチ ャイ ズ をっ くっ

て独 占 して しま う とい う感 じは あ ります 。

Gそ れ は連 合 体 が 事 業 と して ロー カ ルCATVを っ な ぐ幹 線 的 な 別会 社 な の か,

あるい は ロ ー カル の 共 同 出 資 み た い な形 で連 合 体 をっ く って い か れ るの か,こ れ

はち ょっ と見 え な い で す け れ ど もね 。

H幹 線 で番 組 を配給 す る とい うよ うな形 に な る と上 か ら来 るか もし れ ま せ ん

ね。

Gそ うな る とい ま の放 送 の 系列 み た い な もの が で きて きま す ね。

Hで きて きて もい い 。 放 送 会 社 と 出版 が 乗 り出 す で し ょ うね,そ ん な感 じが

します 。
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Aち ょっ とJさ ん とHさ ん にお 伺 い した い の で す け れ ど も,家 庭 だけ を考 え

た場 合 に,公 衆 法 の 「あ まね く,且 つ,公 平 に 提供 す る 」,ま だ何 か 一 体 残 って

います か 。 もち ろん だ ん だん 時代 とと もに高 度 に な る と思 い ます が,そ れ に して

も全 部 ボ タ ン電 話 に し な け れ ば い か ぬ と も思 わ な い し… … 。

Jも う全 国 ダ イ ヤ ルが 終 わ った と きに一 応 あ まね く,公 平 な とい うふ うに考

えた の で す 。 基 本 サ ー ビ スは大 体 それ で,要 す る に国 民 大 衆 に電 話 の利 便 は普 及

した とい うふ うに 考 え られ るの で す 。今 は あ まね く,公 平 に な った とい うふ うに

考 え るの で は な い で す か ね 。

Gそ の場 合 に,あ まね く,公 平 に とい うの が10番 の 通 信 ミニ マ ム とい うこと

だと… … 。

Jだ か らこれ 以 上の 通 信 ミニマ ム は,例 えば さっ きAさ んがお っ しゃった よ う

に,福 祉 電 話 とか,あ るい ほ 次 元 の違 った サ ー ビス な どには 補 助 金 を 出す とか い

うよ うな こ とに な るの で は な い か な と思 い ます 。 そ こ ま で一 般 の大 衆 に持 たせ る

の は ど うだ ろ うか と い う こ とで す 。 通信 ミニ マ ムの一 つ の解 釈 と して,電 話 の ダ

イヤ ル で全 部 か か る よ うに な っ た時 点 が通 信 ミニ マ ムが 達 成 され た段 階 で,そ れ

以 上 の サー ビ スは政 策 責 務 で は な いか な とい うふ うに 考 え て い ます 。

D基 本 的 に はAさ ん の 案 に全 部 賛 成 で す が,ち ょっ と気 に な るの は2番 目の

項 目で,料 金 は 届 出制 とい うこ と に な るの で す が,さ て,届 出 制 とした と きに安

くな るの か 高 くな るの か,ど っち に働 くの だ ろ うか。 従 来 か らの 通 念 で 言 うとか

な りフ リーに な るな とい う感 じが します の で,ど うい う働 きに な るの か な とい う

ことが ち ょっ とわ か らな い の で す 。

G実 は この 問題 は 私 もア ンケ ー トに 書 い たの で す け れ ど も,賛 成 なん で す が,

完 全 に一 次 通信 事業 に 市場 競 争 原理 が働 く場 合 は い い で し ょ う。 それ が ない と何

らか の 形 を残 さな い と,一 方 的 な形 で独 占料 金 が 出 て く る,そ の 心 配 を私 は持 っ

てお りま す 。 だ か ら,も と も と この綱 領 自体 が 自由競 争 を前 面 に押 し出 して あ り

ます か ら,そ れ が 前 提 だ とす る と届 出 で い いの で は な い か と思 い ます 。

Dそ うで す ね,前 提 が そ うい うこ とです か ら。
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G私 は そ この と ころ は 注 は 入 れ た方 が いい と思 うの で す 。

D全 く そん な感 じが し ます 。

C大 体 は 賛 成 な の で す が,11番 に っ い て は,公 社 と い う立場 で い まま で 蓄

積 した ノ ー ハ ウが い ろい ろ な形 の 中 で あ る と思 い ま す の で,こ うい う形 で 新 し く

分離 され た と きに は い ま ま で の ノ ー ハ ウ を その 時 点 で 全 面 的 に公 開 し,そ の ノー

ハ ウをベ ー スに,国 と民 間 企業 とが 共 同 し て研 究 所 を設 立 して,そ こか ら今後 の

通信 技 術 の 発 展 を展 開 す る よ うな形 が い い と思 い ます 。

それ か らも う1っ,一 般 の ユ ー ザ ー と しては 特 に この12番 の 回 線 の 相 互接 続

にっ い て 前 回 の通 信 回 線 の 開放 等 で も一 部 規 制 等 が 残 って い ます の で,ぜ ひ開 放

放 して い た だ きた い 。

それ か ら も う1っ,10番 の と ころで は 通 信 ミニ マ ムの 実 現 が 電話 レベ ルでは ほ

ぼ実現 して い る と思 い ま す が,デ ータ通 信 に おい て は,デ ィ ジタ ル網 が完 全 に 完

備 して な い状 態 で実 施 され た場 合 幹 線 だ けが デ ィジ タ ル化 し,一 部 そ の ま ま で デ

ィジ タル化 しな い と こ ろが 残 っ て い くよ うな気 が す るの で す が,そ の辺 は ど うな

ので し ょ うか 。

Gあ るで し ょ うね 。 だ けれ ど も,こ うい うふ うに お考 え い た だ い た らど うで

しょ うか 。 家庭 レベ ル と'産業 レベ ル とち ょ っ と違 うの です け れ ど も,家 庭 レベ ル

の場 合 に,例 えば離 島 とか 山奥 の 山村 とか とい う と こ ろでVTRを 買 い た い,お れ

の村 には 売 って お らぬ,だ か ら売 り場 を こ し らえ ろ とい う議 論 は あ りませ ん ね 。

少な くと も家庭 レベ ル で は そ ん な もの で は な い か と思 うの で す 。 だ か ら,通 信 ミ

ニマ ムだ け が あれ ば,そ れ が公 平 に,あ ま ね くとい う こ とで あ って 自分 の 村 で

VTRを 売 って い な け れ ば町 ま で 買 い に 出 て い た だ くよ り しよ うが な い の で は な い

か とい うの が 自由 主 義 経 済 の基 本 で は な い か とい う気 が す るの で す,大 変 おか し

な例 を引 っ張 り出 し ま した けれ ど も。 そ こ で福 祉 的 な 意 味 か ら何 らか の ものが 必

要だ とい う こと に な る と,そ れ は通 信 政 策 あ るい は 情 報 政 策 で は な くて,福 祉 政

策 と して 地 方 公 共 団体 も し くは 国 家 等 が 別 個 に考 え るべ き問 題 で は な い か とい う

気が す るの です けれ ど も,い か が な もの で し ょうか 。 一 部 に 切 り捨 て では な い か
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とい うふ うに と られ る心 配 が あ りま す が,も と も と商売 とい う もの は そん な もの

です か ら。

Aち ょっ と心 配 して い ま す の は,何 年 か 先 に な った らか も しれ ま せ ん が,家

庭 だ け 考 えて も1っ 引 っか か るの は,日 本 の よ うな 文字 の 国 で は フ ァク ス,ミ ニ

ファク スが 次 の 通 信 ミニマ ムだ と い うふ うに あ るい は な るか もしれ な い。

それ は 全 部1社 だ け に や らせ て は い か ぬ の で,や は り国 と して あ あい う もの が あ

る程 度 議 論 が 出 て くれ ば,安 く,い まの 電 話 と同 じよ うに,だ れ もが視 覚 的 な も

の に い くとい うこ とが あ るい は 出 て く るのか な とい う気 もす るわ け です 。 そ の辺

ち ょ っ と心 配 で ご ざい ま す 。

G範 疇 の 問 題 と して この 通 信 ミニ マ ム とい う もの が 公 衆 網 と し ての 一一次 通 信

事業 とい うふ うな事業 内容 に 関 連 して 出 て くる と,先 ほ どの 御説 明 に あ っ た よ う

に,例 えばDDXぐ らいは この 中 に 入 る か も しれ ない 。 しか し,DDXを 入れ るとし

ま して も,電 話 線 が あ れ ば引 き込 め る わ け です 。 それ に対 す る引 き込 み,特 殊 の

限定 され た 需 要 に対 す る引 き込 み にっ いて は や は りあ る程 度 の公 益 か らの 補 助 も

あ って い い と思 い ます けれ ど も,原 則 的 に は 利 用 者 負担 とい うこ とに な ら ざる を

得 な い ので は な い で し ょうか 。 フ ァ クス ぐ らい は つ なが ります。通 信 に しまして も

運 輸 に い た しま して もあ あ い うと こ ろは 泣 きど こ ろなん で す ね。

Bま ず,こ れ は どこの 国 で もそ うなん で す け れ ど も,電 気 通 信 関 係 で は地 域

独 占性 の 問題 が 基 本 的 に あ る とい うこ と を前 提 に置 く必 要 が あ るの で は な い か 。

また 第 二次 通 信 事業 者 にっ い て も,参 入 の 形 態 の あ りか た に よ って は地 域 独 占が

あ らわ れ て くる可能 性 が あ る とい う こ とは ア メ リカ で も議 論 され て お りま す 。電

気 通 信 の 地域 独 占制 とい うこ とは,有 線 系 ・無 線 系 を問 わ ず あ る程 度 生 じま して,

例 えば 電 波 を使 う場 合,放 送 です と周 波 数 行 政 とい う,い わ ゆ る混 信 を排 除 す る

とい う物 理 的 な 理 由 が あ るわ け です 。 有 線 電 気 通 信 の 場 合 は 設 備投 資 の コス トが

非常 に 大 きい 反 面,資 本 回 転率 が 悪 い とい う こ とで 非 常 に 非効 率 な 施 設 を まず 設

置 しな け れ ば い けな い。 そ うな ります と,利 益 の 回収 に 関 して は 相 当 な ギ ャ ラ ン

テ ィが な い とな か な か や れ な い とい うの が 歴 史的 な 実 態 な の で す。 そ うい う点 か
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らします と,こ の有 線 電 気 通 信 系 も設 備 を張 る とい う こ とに関 して やは り地 域 独

占制 が 成 立す る。 そ の と きに,例 えば 料 金 問 題 な どを事 業 規 制 の 中 に相 当盛 り込

んでお きませ ん と,事 実 上 電 気 通 信 サ ー ビス を提 供 す る中 で料 金 で もって 顧 客 ・

利用 者 を セ レ ク トす る とい うこ とが 生 ず る可 能 性 が あ るわ け です 。 っ ま りA社 と

B社 差 別 的 な料 金 政策 を し く とか条 件 づ け をす る とい うふ うな こ とが 出て く る と

い った基 本 的 な 問題 が ご ざい ます 。 し たが って,こ うい う弊 害 を排 除 す る こ とを

考 えた 時,電 気 通 信 法 に よ って だれ が 保護 され るの か,そ の と きに受 け る法 益 と

い うの は ど うい う形 な の か と い うこ と を あ る程 度 念 頭 に置 い てお か な けれ ば い け

ないの で は な い か 。 そ うい うふ うに 考 え ます と,例 え ば第 二 次通 信 事 業 者 が あ ら

われた場 合に,こ の 第 二次 通 信 事業 者 が独 占性 を保つ 目的 で一 定 の地 域 あ るい は全

国ベースで料 金 の ダ ンヒ。ングを す る可 能 性 が あ るわ け で す 。 そ うして競 争 者 を全 部

たた き落 と して お い て,そ れ か らや お ら値 段 を 上 げ て く る とい うこ と も,も ち ろ

ん資 本力 の あ る とこ ろ で は や って や れ な い話 で は な い 。

それ か ら,他 人 の 施 設 を借 りるわ け です か ら,事 業 開始 に 当 って 資 本 が 小 さ く

て済 む。 し た が って,比 較 的 参 入 が や りやす い 点 が,設 備業 者 とほ違 って お りま

して,そ の 辺 を ど こか に 前 提 の 議論 と して 盛 っ てお い て お か れ た ら提 言 全体 が 非

常に説 得 力 を持 つ よ うに な る の では なか ろ うか とい う感 じが い た しま す。 それ は

先 ほ どGさ ん か ら御 指 摘 ご ざい ま した よ うに例 え ば電 力 会 社 がCATVの 施 設 を提

供 して云 々 とい うこ とが 新 聞 に も出て お りま した け れ ど も,あ あい う参 入形 態 と

い うの が や は り出て く るわ け で,そ の こ と 自体 が い いか 悪 いか とい うこ とは 別 問

題 として も,た だ非 常 に 高 い 料 金 を課 され た 場 合 に は事 実 上排 除 が な され て独 占

が実現 して し ま うわ け です か ら,い ま み た い な レ ール な き状 態 で電 力 さんが あの

ような プ ロポ ーザ ル を な さ る と い うの は 若 干 問題 が あ るの で は な いか とい う感 じ

がい た します 。

それ か ら,今 度 の 新 聞 の報 道 で の第 一 種 電 気 通 信 事 業 の 内容 にっ い て ち ょっ と

聞い て み た の で す け れ ど も,電 信電 話 の 事業 分 野 に関 して ど うや ら限 定 的 に考 え

てい る よ うで す ね 。 い ろい ろな 私 的 な電 気 通 信 設 備 事業 者 を意識 して問 題 に して
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いるよ うでは ない とい うこ とで した 。 これ は 間違 って い るか も しれ ませ ん 。 私 の 知

り合 いか ら得 た 情 報 なの で す け れ ど も… … 。で あれ ば,む し ろ これ か らあ らわ れ

るで あ ろ う第 一 次 の 私 的 な電 気 通信 事 業 者 にっ いて も適 用 す る もの だ とい うこ と

をむ し ろは っ き り明 確 に し た方 が よ ろ し いの で は な い か な とい う感 じが い た しま

す。

そ れ か ら,ネ ッ トワー ク綱 領 の 中 の 公 衆 網 と閉鎖 網 とい うの は ち ょっ と語 彙 と

して一 般 的 で は な い の では な い か な とい う感 じが あ りま す,例 え ば公 衆 網 とい う

場 合 は任 意 の点 か ら任 意 の 点 に対 して 任 意 の 時 間 に接 続 で き る とい うよ うな こ と

で,い わ ゆ る あ ま ね く,広 く とい う意 味 だ と理 解 され ま す。 閉 鎖 網 とい うよ りは

いわ ゆ る公 共 サ ー ビ スに 対 す る概 念 と して任 意 購 入 財 の サ ー ビ ス とい う考 え方 な

の で は な い で し ょ う か 。要 す るに お金 持 ちが 買 い た い あ るい は こ うい う特 殊 な

目的 を持 って い る人が 特 殊 な 条件 で使 い た い とい うよ うな任意 購 入 財 サ ー ビスの

提供 業 者 とい うよ うな言 葉 が あ るの です が,何 か その よ うな,も うち ょっ と うま

い言 い方 が あ る と思 うの で す が,そ の よ うな意 味 合 い を込 め られ た 方 が,物 理 的

に閉 鎖 して い る云 々 とい う こ と と ち ょっ と意 味 合 い が違 うの じ ゃな い か な とい う

感 じが い た し ます 。

Gこ れ は ち ょっ と誤解 を招 きます ね 。

Bえ え,そ ん な感 じが い た し ま した。

それ か ら,通 信 料 金 の届 出制 とい う こ となの です けれ ど も,届 出の 場 合 何 を届

け出 るか とい うこ と に な るの で すが,料 金 テ ー ブル を届 け 出 る とい うだ け で は 不

十分 な の で す。 で す か ら,当 然 約 款 と い うよ うな ベ ー スで届 出 が な け れ ば い け な

いわ け で,広 い意 味 で は タ リ フ とい った よ うな意 味 で の届 出 制 とい うこ とが必 要

とな るの で は な い か 。 した が い ま して,地 域 ネ ッ トワー クで あ っ て も先 程 申 しま

した排 除料 金 を形 成 し得 るわ けで す か ら,そ の 辺 の と こ ろ を少 し 言 葉 の 上 で 制 限

をつ け加 え て お く必 要 が あ るの で は な いか な と い う感 じが い た し ま した 。

7番 のCATVの 関 係 で,地 域 ネ ッ トワ ー クで あれ ば とい う こ とが 前提 で ご ざい

ま した け れ ど も,こ れ は い ま申 しま した よ うに,地 域 ネ ッ トワ ー クで あ って も
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独 占性 の 弊 害 は残 るわ け で す。 例 え ば 今渋 谷 区 を東 急 さん が お や りに な る,豊 島

区 を西 武 さ んが お や りに な る,こ ん な よ うな状 況 を仮 定 し ます と,西 武 さん に属

した人 は 東 急 さん の サ ー ビス は 一 切 受 け られ な く な る とい うよ うな こ とで,渋 谷

区の 住 民 の方 が 西 武 の 方 が お もし ろ いか ら西 武 の もの を視 聴 し たい とい う要 望 を

出 して も,地 域 独 占性 が で き上 っ てい ます とそ うい う相 互 融 通 性 が 排 除 され て し

ま う とい うこ と も生 じ得 るわ け で す 。 結局 独 占性 とい うこ と は 事業 者 を保 護 す る

と い う一 面 と独 占 の 弊 害 が 同 居 す るわ け で 当然 それ には 義 務 と特 権 とい う こ と

が絡 ん で く る とい う こ と を考 え てお か な け れ ば い け な いの では な い か と感 じま し

た。

10番 に関 しま して は,通 信 ミニ マ ム とい うこ とが 先 ほ ど フ ァ ク ス問 題 も含 め ま

して 御 議 論 が あ った の で す け れ ど も,こ の ミニ マ ム議 論 とい うの が余 りに も抽 象

的過 ぎ るの で は な い か。 抽 象 的 な 言 葉 とい うの は拡 大 解 釈 に 結 び つ く可能 性 もご

ざい ます の で,何 か 具 体 的 な言 葉 で縛 っ て おか な い とい けな い の で は な い か とい

う感 じが い た しま す 。

それ か ら,10番 の 御 説 明 の 中 で 義 務 と特 権 の お 話 がAさ ん の 方 か らご ざい ま

した が,い わ ゆ る特 権 条 項 とい うの は公 益 事 業 法 人 に お け る土 地 収 用 権 とい うの

が一 番 大 き な問 題 に な るの です 。 この 土地 収 用 権 の 問 題 とい うの は,例 え ば住 宅 ・

都市 整 備公 団 な ん か に も もち ろ ん っ い て お ります し,電 電 公 社 に もっ い て お りま

す。 これ は ど うい うこ とか とい い ます と,行 政 が 縦 割 りな もの です か ら,あ る単

独法 で電 電 公 社 法 をっ く りま して も,他 の 法 律 との 関 連 に お い て調 整 が っ か な い

とい う問題 が 出 る わ け で す 。 例 え ば道 路 の 使 用 法 に っ い て は 建 設 省 の 管 轄 で あ る

とか,国 鉄 の線 路 敷 を横 断 した りす る場 合 は 運 輸 省 の 管 轄の問題 であ るとか とい う

ように他 省 庁 に ま た が る問 題 が あ りま して,そ れ らの 調 整 とい う こ とに っ い て の

制度 的 な特 権 とい う こ とが な い と 事業 が 進 まな い とい うこ とが 一 面 と して あ るわ

けで す。 しか し,そ れ が拡 大 さ れ ま す と大 変 な 特 権 意 識 に結 びつ い て しま っ て基

本 の ス ピ リ ッ トと運 用 の 実 態 と の 間 に は 時 間 が た ち ます と,ど ん どん 格 差 が 広 が

って い って しま う とい う問 題 が,歴 史 的 な経 験 と して あ る と言 え る わ け で,そ の
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辺が 私 は非 常 に問 題 で は な い か とい う感 じが いた しま した 。

11番 の 電 電 公 社 の 通 信 研 究 所 の 問題 に っ きま して は,い ま ま で電 電 公 社 とい

うの は メ ー カ ー との 共 同 開発 とい うこ と をず っ と進 め て お りま して,こ の共 同 開

発 とい うこ とが なぜ 必 要 か とい い ます と,や は りあ る程 度 製造 技 術 に ま で反 映 し

てみ な い と1っ の 新技 術 と い うのが 成 り立 つ か ど うか わ か ら ない と い う面 が あ る

わけ で す 。 そ うい うこ とで,こ の 辺 の 話 を進 め ます と電 電 公 社 と し て もや は り製

造工 場 が 必 要 だ とい うよ うな議 論 に発 展 して しま うお それ が あ るの で は ない か と

い う印象 を受 け るわ け で あ ります 。

以 上 で ご ざい ます 。

G1番 の 設備 に関 して の 事 業 規 制 の 必要 が ない と い う点 は,そ れ が 通信 事業

法 の範 囲 で あ るか ど うか は 別 と して 利用 者 に対 して 公 平 で あ る とい う こ と と,や

は りオ ー プ ンで ない とい け な い で す ね 。 あ る事 業 者 に は貸 す け れ ど もあ る事 業 者

に は貸 さない と か,あ るい は その 料金 あ るい は条件 が 相 手 に よ って違 う とい うふ

うな こ とで あ る と別 な意 味 で の不 公 正 が 生 じて き ます か ら,こ れ は何 か歯 どめ は

して お い た 方 が い い の で は な い か とい う気 が しま す 。

Bい まの電 力 会 社 の 問 題 です が,い ろい ろ本音 の辺 を さ ぐって み ます と,こ

れは 非常 に 重 要 な 問 題 な の です が,い まCATVを や ろ うとい う事 業 者 の 中 に は 電

力会 社 か ら 見て 非常 に お っか な い存 在 が 非 常 に 多 い とい うわ け で す 。お っか な い

とい うの は,例 え ば店 を 開 く とい う事 業 な ら,店 を た たん で しま えば,貸 し ビル

の一 角 が 空 白 に な る だ け で 済 む わ けで す け れ ど も,電 気 通 信 設 備 をず っ と張 りめ

ぐらして,そ れ で 事 業 が 立 ち行 か な くな って や め た とい う時 に問 題 が残 る。 通 常

の事業 で 言 い ま す とい わ ゆ る破 産 宣告 を す れ ば済 む の で す ね 。 と こ ろが,電 気 通

信業 の場 合施 設 は 残 るわ け です 。 これ が風 に吹 か れ 太 陽 に 当 て られ て老 朽 化 して

い って ど うしよ う もな く な って電 力 会 社 が 始 末 をす る とい うケ ー スが 過 去 に か な

りあ った の で す ね,音 放 事 業 者 を め ぐっ て。 そ うい うこ とに対 して 電 力 会 社 と い

うの は非 常 に神 経 質 だ とい う こ とが一 面 と して あ るみ た い です 。 です か ら,無 線

を使 っ た場 合 は拠 点,拠 点 間 です か ら楽 な の です け れ ど も,有 線 電 気 通 信 の場 合
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には そ うい う事業 の終 結 とい う ことが,非 常 に む ず か しい 。 か っ,1,000万 円 投

入 し ます と,き れ い に 始 末 す る こ とを考 え ます と大 体6割,600万 円 の撤 収 費用

が要 る と され て い ま す 。 これ は過 去 の 経験 か ら言 わ れ て い るの です けれ ど も,そ

うい う多額 の 費用 を か け て 設 備 を して,そ して 破 産 宣 告 を し た場 合 に非 常 に 困 る。

それ か ら,い わ ゆ る設 備 の継 承 権 とい う もの を 下手 に 認 め ます と,今 度 は それ

こそ反社 会 的 団体 の 方 へ 移 って い く可 能 性 が あ るわ けで す 。 そ こ ら辺 が 現 実 問 題

と して は,大 きな 問題 だ と い うこ と を お っ しゃ って お られ ま した ね 。

G権 利 の 転売 で す ね 。

Bそ うい うこ とで す 。 アメ リ カで はCATV会 社 の 売 買 が な され て い るわ け で

す。 や り方 が 悪 い か らだ め に な っ たの だ,お れ が や れ ば とい う人 が 出 て きて,そ

れが 当初 の,そ れ こ そ建 設 主体 で あ り運 営 主体 で あ っ た人 か ら,建 設 は も う主 体

では な くな って,今 度 は その 運 営 主体 だ けが こ ろ こ ろ と変 わ って く る とい うよ う

なこ とが 生 ず る。こ れ は 非 常 に 好 ま し くな い とい う見方 を さ れ て お る よ うで す。

しか し,電 力 会 社 が そ うい うこ とを心 配 す る必 要 が あ るか ど うか とい うこ とは ち

ょっ と措 きます けれ ど も,こ うい うこ とが 現 実 に あ る と い う こ とを ち ょっ と補 足

させ てい た だ きます 。

E基 本 的 に異 論 は あ りませ ん が,7番 のCATV事 業 者 特 に双 方 向CATV事 業

者に対 して の特 例 が ち ょ っ と引 っか か ります 。一 方 で 網 間 接 続 の 自 由化 を あ る意

味で義務 づ け な が ら,ほ か の第 一 次 通 信業 者 に 対 して は 第 二 次 通 信 サ ー ビス とか

情 報 サ ー ビスの 方へ の 進 出 を完 全 に抑 えて お い て,CATV業 者 に対 して は これ を

許す とい うと こ ろで,一 応 こ こで は地 方 的 ネ ッ トワ ー ク とい う1っ の枠 で制 約 し

てお りま す け れ ど も,こ の辺 が 問題 と な って く るの で は ない か とい う感 じが しま

す。特 に 網 間 接続 とい う もの が完 全 に 自由 だ とい うこ と に な りま す と,ほ か の第

一次 通 信 事業 者 に対 して 特 に この 双方 向CATV事 業 者 と い うの は 相 当有 利 な立 場

に立 つ ので は な い か と私 は 思 い ま す 。 先 ほ どのAさ ん の 御 説 明の 中 で気 に かか る

のは この7項 目の と こ ろ だ け な の で す 。

F全 体 的 に は特 に 異 論 は ご ざい ませ ん 。 総 論 の と こ ろの一一番 下 の な お以 下 の
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とこ ろに っ い て は 非常 に同 感 で ご ざい ま して,我 々は い ま ま で 許認 可 行 政 の枠 内

にお りま して,こ こでVANを や る と今 度 は別 な形 で い ろい ろ出 て く るとい う形 に

な る と,我 々の業 態 と し て,産 業 自体 は どん どん ダ イ ナ ミックに 発 展 して い くの

に 許認 可 行 政 が つ い て い け な い,そ うい っ こ許認 可行 政 へ の 批 判 とい う意 味 で こ

の ネ ッ トワー ク綱 領 案 とい うの は 非常 に 気 に 入 っ た と言 って は 失 礼 です け れ ど も・

グ ヅ ド ・ア イ デ アでは な い か,こ の 辺 を強調 した い とい うこ と を感 じま した 。

各論 の と ころ で ち ょっ と気 に な るの は6番 の兼 営 の禁 止 とい う もの で す けれ ど

も,製 造 ・販 売業 と通信 サ ー ビ ス業 とい うの は割 合 と明確 に な るか な と思 っ て い

るの で す け れ ど も,一 次 通信 事 業 者 と二 次 通 信 サ ー ビスあ る い は 情 報 サ ー ビス業

と兼 営 を禁 止 した と きに,情 報 通 信 と い う業務 の 性格 上 で,歯 どめ で す け れ ど も,

明確 に こ うい うサ ー ビスの 内容 とい う もの を分 け られ るの か ど うか とい うの が 若

=F気 に な る と ころ で ご ざ い ま す
。

そ れか ら,あ とは 賛 成 意 見 で す け れ ど も,12番 の 相互接 続 の ところはい ま我 々

も非常 に 苦慮 してお る と こ ろ な の で,特 に強 調 したい とい うこ と で ご ざい ま す。

以 上で ご ざい ます 。

Gそ うい うこ とで,若=Fニ ュ ナ ン スの 違 い は あ るの です が,ほ ぼ同 じよ うな

ことで 御 意 見 が集 約 さ れ て きて お ります けれ ど も,Bさ ん が 提 起 され た問 題 は,

実は この ネ ソ トワ ー ク綱 領 の 本 文 に 照 ら し合 わ せ ます と表 現 自体 が変 わ って く る

よ うな 重要 な こ とをお っ し ゃ って お ります 。 ま た,そ の ほか の 方 々 も若 干 この 表

現 で は心 配 が あ る とか 誤解 が 生 ず るお それ が あ る とか とい うふ うな御 発 言 が あ り

ま したの で,こ れ か ら改 め ま して,自 由討 議 で その 辺 の と こ ろ を デ ィス カス して

い ただ きた い と思 い ます 。

Hそ の 前 に ち ょ っ とっ け 加 え た い ことが 浮 か ん だ の で す け れ ど も,相 互 接 続

を完 全 に 自由 に す る,こ うな ります と,全 体 と して の通 信 品 質 の確 保 を ど うす る

か とい う問 題 が 出 て くるわ け で ご ざい ます 。 だ れが 検 査 して だれ が基 準 を定 め る

か とい う問 題 と,も う1っ はKDDと の関 係 が ど うな るだ ろ うか 。 ゲ ー トウエ ー と

い う問 題,だ れ が その ゲ ー トウエ ーを管 理 す るか とい う問題 が 起 こ るわ け です ね 。
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Gそ れ と,二 次 業 者 か ら一 次業 者 に対 して トラ ン スAOア レ ン トな状 態 で 他 国

との通 信 網 を っ くれ と い う要 望 が 出 た と した と きに,そ れ に っ い て ど うな るか と

い うふ うな こ と もか か わ って く るの で すね 。

Aそ の 前 にEさ ん とFさ ん に対 し てお 答 え し て お きた い の で す が,Eさ ん の

お っし ゃ る よ うに,理 屈 か ら言 い ます とCATVだ け を特 別 扱 い をす る とい うの は

本来 お か しい こ とだ ろ う と思 い ます 。 こ こに わ ざわ ざVANに 注 を加 え,か っ独 立

させ ま した理 由 は,1っ は,も ち ろん 前 に 本委 員 会 の 小 委 員会 でCATVに,こ れ

はや は り一 次 通 信 業 者 で す か ら,そ こに 同 じ網 をか ぶ せ て しま うと実 際 上 困 る と

い うよ うな 御 発 言 が あ った の を尊 重 した と い うこ と と,私 個 人的 に も,よ くわ か

りま せ ん け れ ど も,そ う簡 単 に 双方 向CATVな ん と い う もの が成 り立 と うとは全

く考 え て い な い わ け で す 。 それ は強 く先 入観 に あ ります 。 したが っ て,逆 の ハ ン

ディが な い と,そ れ が 大 い に隆 盛 に な って い い か は 別 と いた し ま して,少 な くと

もそ れ ぐ らい の こ とが な い と最 初 か ら育 た な い ので は ない か とい う,先 入 観 で ご

ざい ます が,そ れ が ご ざ い ます 。

Eそ うい う意 味 で,先 ほ どの名 人 とヘ ボ将 棋 とい うこ とで よ く了解 で き ま した 。

Aこ れ は 大変 失 礼 な ん です けれ ど も。

それ か ら,Fさ んの ご指 摘 なのです け れ ど も,私 は こ う割 り切 ってお ります。基 本

通 信 とい うの は ピュアな 伝 送 と考 えれ ば割 り切 れ る。むずか しいの は,皆 さんの アンケ

一一トに ,DDXは 基 本 通 信 に 取 り上 げ るとします と,現 在 のDDXと してな らば 多分 何

とか 割 り切れ ると思 いますが,前 に 何 か 出 ていま したが,郵 政 の2っ の答 申 で もみ ん

な避 けてい るのはINSと の 関係 なの で す。 これ が 実 に 複 雑 に な って き て,一 方 に

おいてINSを 高 度 化 しよ うと い う主 張 が 決 してな くな って い な い わ け で す ね 。そ こ

ら辺 が ごちゃごちゃして きま す と歯 ど めは 多分 な くな りますね 。INSと しての 機 能

なの かVANと し て の機 能 な の か な ん と い うの か わ か らな くな る とい う点 が,実 は

これ で もわ ざと抜 か し て あ りま す し,非 常 に む ず か し い と ころ だ ろ う と思 い ます 。

Gこ の 中 に はVANと い う言 葉 は使 って い ませ ん ね
。

Aは い,使 っ て お りませ ん 。
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Gと い うの は,こ れ は本 委 員会 の 小 委 員 会 で の こ とです が,通 信 が 通 信 で あ

る以 上,設 備 とサ ー ビス と分 け た っ て,サ ー ビ スが な けれ ば 通信 が 成 立 しな い の

で,し た が って そ うい う意 味 では 全 部 価 値 がっ い て い るのだ,電 話 も付 加 価 値 な

ん だ とい う議 論 なん で す ね 。 片一 方,そ の つ け る価 値 が通 信 と して の 価 値 の み な

らず ア プ リケ ー シ ョ ンの価 値,例 えば 為 替 交 換 な ら為 替 交換 とい うふ うな こ とに

つ い ての 価 値,そ うい うと こ ろ まで 及 ん で お るの です 。

な ぜ こん な こ と を言 い 出 した か とい い ます と ,い まのAさ ん の発 言 の 中 で,

CATVが 純 粋 の 放送 もし くは通 信 の段 階 で あ る うちは よい けれ ど も
,そ こへ 必 ず

何 ら か の,例 えば ホ ー ムバ ンキ ン グで あ る とか ホ ー ム シ ョ ッ ヒ。ン グで あ る とか い

うよ うな高 次 の 価 値 が付 け加 わ っ て く る。 そ うす る とホ ー ム シ ョ ッ ピン グは

何 らか の,例 え ば ホ ームバ ンキ ングで あ る とか ホ ーム シ ョ ッ ピン グであ る とか い う

よ うな高 次 の 価 値 が 付 け加 わ って く る。 そ うす る と ホ ー ム シ ョ ッ ピン グはCATV

な の かVANな の か とい うよ うに 議 論 が や や こしくな って くる
。 だ か らそ この と こ

ろは避 け て あ るわ け です 。 多 分 日本 で のVANは 通 信 処理 だ け で
,そ れ を利用 して

の ア プ リケ ー シ ョ ンの 商 売 は他 の 事業 体 が 行 う とい う形 では 事 業 と して非 常 に 成

り立 ちに くい の で は な い か と考 え られ ま す 。現 に い ま 中小 企業VANと お っしゃっ

て い る もの に っ い て は業務 的 な 意 味 で の価 値 が っ い て い ます ね
。 その方 向 に 走 っ

て い ま す 。 ア メ リカでVANと 言 わ れ て い る通 信 処理 が 中心 の 事 業 も も しか す る と

今 後 は 出 て来 るか もしれ ませ ん が … … 。

1番 の 設 備 の 問 題 は 日本 で は現 在 な い わ け で す けれ ど も,将 来 的 に い って い か

が で し ょ うか 。

H先 ほ どの 技 術 力 に よ る審 査 とい うこ とは こ こに絡 ん で くる わ けで す ね 。 あ

なたの 技 術'は弱 い か ら許 可 しませ ん よ とい う もの。

G技 術基 準 で す ね 。

Hは い 。

AHさ ん の お っ し ゃ る技 術 の問 題 は,こ の 新 聞 に よれ ば,公 社 か ら取 り上 げ

て,郵 政 が み ず か ら基 準 もっ く り監 督 もす る,そ うい うよ うに 読 め るよ うで す ね 。



Gこ れ は あ る と思 い ます よ。 現 行 の公 衆 電 気 通 信 法 で接 続 や他 人使 用 に っ い

て個 別 認 可 へ の 道 が電 電 公 社 も し くはKDDか らしか で きない よう に な って い る と

い うこ と か ら,実 質 的 に は そ こで 一次 審 査 が な され て い るの と同 じで は な い か と

い う議 論 が あ るの で す が,そ れ が 今 度 の事 業 法 案 要 綱 の 場 合 に は 郵 政省 に その 権

限が あ る と い うこ と を明示 され ま したの で す ね 。

独 占と競 争

Aさ っ きの 広 さの 問 題 に戻 らせ て い た だ きます が,確 か に地 域 独 占 は,ま た

デー タの 場 合 は 必 ず し もそ う言 えな い,比 較 的 お それ が少 な い,狭 い です か らね 。

地域 独 占が そ う簡 単 に と い う気 も しませ ん が,CATVな ん か の場 合 に は確 か に そ

うな るで し ょ うね 。 で は それ を何 でチ ェ ッ クす るか とい うと,ユ ーザ ーは ど うお

考 え な の で す か,最 善 も しくは 次 善 の チ ェ ソクの方 法。 受益 者が 一 番 大 事 な の は

カウ ンタ ーユ ーザ ーの考 え方 で す ね 。

Bそ こな ん で す 。要 す るに 先 ほ ど申 し上 げ ま した よ うに,だ れ が ど うい う法

益 を受 け る か とい う根 本 問 題 に 戻 る と思 うの です 。 です か ら,例 え ば特 定 の 事業

者間 が デ ー タ通信 ネ ッ トワ ー ク を結 ぶ場 合 に保 護 され るべ き法 益 とい うの は,こ

れは 回 線 品 質 とい うこ とが押 さえ られ て い れ ば,ま ず それ で必 要 に し て十 分 で は

ない か な と思 うの です 。

と こ ろが,不 特 定 多数,要 す るに公 衆 に 対 して公 平 な サ ー ビス を提 供 す る とい

う原 則 に 立 ちま す と,ど うして もそ こに は 公 益 概 念 が 働 いて く るとい うこ とに な

ります 。 その と き法 的 保 護 を受 け るべ き人 は 受 信 者 とか加 入 者 とか に な りま す の

で,こ の 点 で事 業 者 全 体 が僕 は2っ に大 き く分 かれ るの では ない か な とい う感 じ

がす るわ け で す。 た とえ ば情 報 提 供 業 と通 信 業 とい うふ うに分 か れ るの で は な い

か な と思 うの です 。 ま た,例 え ば キ ャプ テ ンあ るい は ビデ オ テ ック スの よ うな サ

ービス を考 え ます とイ ン タ ラ クテ ィ ブで す か ら,こ の 区分 か らす れ ば中 間 的存 在

に な るわ け で す 。 そ こ ら辺 が非 常 に む ず か し くかっ 悩 ま しい点 なの で す 。CATV

と して の場 合 の 区分 は,い ま の法 律 の基 本 は役 務 の 提 供 とい う決 ま り文句 を使 っ
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て,役 務 の 提 供 に お い て 受 信 者 あ るい は加 入 者の 最 大 の 福 祉 の増 大 を 図 る とい う

こ とを法 の 根 本 的 目的 に して い るわ け です 。 そ うい う意 味 で言 い ます と,電 気 通

信 関係 と デ ー タ通 信 とは 基 本 的 に 違 う点 が あ る と思 うの で す 。 た だ,そ の デ ー タ

通 信 が 同報 的 に な され る よ うな場 合,そ れ が例 えば 受 信 者 の端 末 でメ デ ィ ア変換

が行 われ て 出 て い く とい うよ うな場 合 に な ります と,こ れ ま た ち ょっ と違 って く

るわ け です 。言 い換 え ま す と,例 えば キ ャプ テ ンあ るい は ビデ オ テ ッ クス を,あ;

れ は 画 像 の1っ の 放 送 形 態 だ と 見 る人 と・ あ れ は純 然 た る デ ー タ 通信 だ,た だ プ

レゼ ン テ ー ジ ョ ン ・レベ ル が 違 うの だ,こ うい う 見方 もあ るわ け です 。 私 は 後者

の 方 が 正 しい と思 うρ で す 。 ど うい う信 号形 態 で送 られ て くるカこそ れ が デ ィ ジ ダ

ル で あ って も,あ る い は イ ン タ ラ クテ ィ ブに デ ータ通 信 の プ ロ ト コル に 基 づ い て

な され て い て も,そ の こと 自体 は珀 末 な 問題 で,本 質 はや は りサ ー ビスの 提 供 の

形 態 の 面 か ら見 る必 要 が あ る と思 うの で す。 多分 ビデ オ テ ック ス も同 報 的 に一 斉

に あ る情 報 を流 す とい う形 態 もあ り得 る と思 い ます 。 とい うの は,そ れ は 広 告 媒 体

と して は 非 常 に 有 効 に な る わ け です 。 で すか ら,そ の 辺 の サ ー ビ スの動 向 とい う

もの を 見 きわ め ない と なか な か物 が 言 え な い一 面 が あ る。 い まの 段階 で こ うい う

言 い方 を し ます と,キ ャプ テ ンは イ ンタ ラ クテ ィ ブを 主体 に して い るの だ か らそ

ん な こ とは あ りませ ん と い うよ うな返 事 しか 返 って こ ない と い う よ うな 面が あ る

と思 うの で す 。 しか し,そ れ は そ うい う技 術 的 な可 能 性 を持 って い るわ け です か

らや は り問 題 に して お か な け れ ば な らな い。

衛 星 通 信 に っ い て も同 じ こ とが 言 え ま す 。BSとCSと い うの は境 目がな くな っ

て く るわけ で す。 パ ワ ーだ け の 問 題 で す ね 。根 本 的 に は,例 えば 世 界 無 線 主管 庁

会 議 で決 め られて い る基 準 とい うの は,通 信 衛 星 の場 合 には 地 上 マ イ ク ロ波 との

共用 とい うこ と を非 常 に 意 識 し定 め られ て い ます 。

です か ら,CS,BSを 考 え る場 合 に は1っ の ポ イ ン トと して は,同 報 通信 の あ

り方 とい う もの も少 し 見 て お か な い とい け な いの で は ない か な と い う感 じが しま

す。 例 えば フ,アク スで 新 聞 を送 るよ うな場 合,朝 日新 聞 の加 入 者 は朝 日新 聞 を同

報的 に送 る こ と にな るわ け で す か ら,回 線 品 質 の 問 題 も含 め て 受 益 者 が ど う保 護
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され るか あ るい は 送 り手 と して の 新 聞 社 が 通 信事 業 者 に対 して ど う保 護 され るか

とい う問題 が 出て くる と思 うの で す 。 そ こ ら辺 が 非 常 に悩 ま し い の で,い ま の と

ころ当 局 と して は そ の辺 の 問 題 は何 も言 わ ない 。CSの1司 報通信 にっい て も今 は黙

って い ます 。電 電 公 社 と して は それ を や りた いの です ね 。

Aち ょっ と問 題 をCATVに 戻 して,地 域 独 占 に戻 して,仮 に地 域 独 占(こな っ

て,や は り考 え るべ き もの は 末 端 ユ ー ザ ーだ と しま して も,CATVに 限 れば,競

争者 は,例 えば あ るCATV業 者 が そ の地 域 では 初 め ダ ン ピ ン グ をや って 勝 って し

ま った とし ま して も,特 に 日本 の場 合 に は 競争 者 が た く さん あ るの で,民 放 もあ

れば,キ ャプテ ンみ た い な もの もあ る面 で は競争 に な って く るで し ょうし,VAN

も一 種 の 競 争 者 に な って く るで し ょ うか ら,メ デ ィア同 士 の 共 存 とい う条件 が ど

こか に あ る とい う こ と と,そ れ で 非 常 に 高 い料金 に した とい って も,こ れ は強 制

翻 は な い わ け で すか らね.で すカ・ら・ユ ーザ ーの ためを考 え た と して も・ その地

域 独 占 に な って しま って も別 に 困 らぬ で は ない か とい うこ とは言 え ませ ん か 。 ほ

って お い て もい い で は な い か 。

B例 え ばINSと い う こ とが 出 た こ と 自体 が僕 は 非 常 に 混 乱 を招 い てい るので

はな い か と思 うの です 。 何 で も送 れ る媒 体 とい うの は,極 論 します と,実 は何 に

もで き な,い とい う こ とだ と思 うの です よ。 メ デ ィア とい うの は それ ぞ れ の特 性 を

持 ってい て,そ の中で その サ ー ビ スの コ ス ト ・ ミニ マ ム を追 求 して い く とい うの が

自然 な 姿 勢で は な い か な と私 は思 うわ け です 。 そ うい う点 に 立 ちま す と,INSに

よ ってCATVが い ま行 って い るよ うな サ ー ビ スは まず 絶 対 に で き ない と踏 ん で い

るわ けで す 。 例 えば 光 フ ァ イバ ーが加 入者 網 に入 りま して も,そ れ は多 分 無理 だ

ろ う。 なぜ 無 理 か とい い ま す と,電 話 の場 合 は待 ち時 間 とい うの は,か け た と き

に話 中 で あれ ば,こ れ は み ん な も う,あ っ,こ れ は話 中 だ か ら しば ら く待 と うと

い う こ とに な る わ け で す ね 。 と こ ろが 、 テ レ ビとい うの は,視 聴 した い とい う と

きに,ダ イヤ ル を 回 して 話 中 で あ った ら我 慢 で きな い は ず で す ね 。 その よ うな点

1つ と って み て も,ま ず 今 の 交 換 網 体 系 で は無 理 だ と考 え られ ます 。 それ に屋 上

屋 を架 す よ うな セ レ ク タ ーの た め の バ ン ク をた く さん取 りつ け て み て も,こ れ は
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きわ め て 非現 実 的 な話 に な って し ま う。 これ は は っ き りして い る。

そ れ か ら,広 帯 域 の動 画 を何 チ ャ ンネ ル もマ ル チ チ ャン ネル で 送 る とい う こ と

は,ま ず い まの 光 フ ァイ バ ーで は無 理 だ と言 っ て い いの では な い か 。 無 理 で な い

とお っ し ゃ る方 もい らっ し ゃい ま すが,そ うい う点 か ら考 え て もCATVに は メ デ

ィア と して の 独 自性 とい うのが あ るわ け です 。 独 自性 が あ る以 上 そ こに は地 域 独

占制 とい うの が 出 て く る とい うこ とが考 え られ るわ け です 。 逆 に例 え ば電 話 とか

い う もの に対 す る地 域 独 占制 とい うこ と をCATVが 崩 す とい う こ とは あ り得 るか

もしれ な い とい うぐ らい の とこ ろは あ るの で はな い か と思 い ます 。

それ か ら,双 方 向CATVは 非 常 に 成 立 しに く い とい うお話 が あ るの で す けれ ど

も,何 故今CATVフ ィバ ー に な っ たの か とい うこ とを私 な りに 考 えて み ます と,

やは りINSか ら出発 して い る と思 うの です ね 。大体 み ん なINSに 飛 びつ い た わ け

です 。 い ろ い検 討 して い った ら,何 とな くCATVで 大体 で き る じ ゃない か,と い

うよ うな こ とで,だ ん だんCATVに な って きた と思 わ れ る節 が あ る。双 方 向CATV

とい うの は ア メ リ カで も今 ま だ少 い の です が,運 営 も含 めて 経 営 的 な フ ィ ー ジ ビ

リテ ィが あ る とい う こ とが ア メ リ カで もだ ん だ ん わ か って きた とい うよ うな 段 階

なん で す ね 。 ど うしてその フ ィージ ビリテ ィが 出 て きた か と い う と,マ ル チ チ ャン

ネル に な った結 果 料 金 体 系 が 複 雑 に な っ た。 そ うす る と,何 らか の双 方 向 的 な手

段 で 加 入者 を コ ン トロ ール しな い と,一 々苦 情 や サ ー ビスの 変 更 を電 話 で 受 け て

人 が 出張 して 端 末 機 を操 作 した り何 かす る とい うこ とは非 現 実 的 に な って きて し

ま った。 アメ リカの 双 方 向CATVは む しろCATV会 社 のOAか ら出発 していってい

る とい え る。 そ して,そ のOA化 の 一 端 が 線 路 の双 方 向性 を使 って や って い って,

その結 果 コ ス ト ・カ バ ーが で き ると い うこ とが わ か って きた 。 具 体 的 な 数 字 を挙

げま す と,決 ま り きっ た メ ニ ュー で決 ま り きっ たベ ー シ ック サ ー ビスだ け や って

い る と こ ろ で は 大 体 加 入 者 あ た りの 料 金 が 月10～12ド ル ぐ らい なん で す ね 。

それ が 双 方 向CATVを や る と実 に32ド ル ぐらい に 上 が って い る とい うの で す 。3

倍 ぐ らい の もの の 負 担 をす るお 客 も出 て きた 。 そ うい う20何 ドルの差額 で 双 方 向

CATVを や っ た投 資 分 が 回 収 され そ うだ とい う こ とが 判 って きた とい う こ と な の
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です 。 今Aさ ん は裏 の こ とを心 配 な さ って,む し ろCATVに は い ろ い ろな規 制 を

しな い方 が い い とい うお考 え を先 ほ どお伺 い した の で す け れ ど も,表 の 方 か らい

きます とネ ッ トワ ー クさ え条 件 と して そ ろ えば,こ うい う双方 向CATVが 事 業 と

し て フ ィ ー ジ ビ リ テ ィを持 って く る とい う可能 性 が ア メ リカの 例 を分 析 して も

出て く るわ け です 。 そ う します と我 が 国 で も双 方 向CATVも 存 外 出 な い こ とは な

い とい う感 じが い た します 。

一 番 困 るの は ,通 信 の プ ロ トコル な ん か 全 然 違 う ものが あ って,私 が 港 区 に 住

ん で い て渋 谷 区 に引 っ越 した らそ の端 末 機 が 全 然 合 わ な くて 使 えな い。 だか ら も

う一 遍 買 い な さい と言 われ る とか とい った 問 題 が 多 分 起.こ るは ず な ん で す 。 です

か ら,受 益 者 負担 とい うよ うな観 点 か らあ る いは コス ト ・ ミニ マ ムの 観 点 か ら何

らか の技 術 基 準 な り何 な りとい うこ とは 当然 要 請 され て くる。 その 辺 が 完 全 な 自

由競 争 と言 って もな か な か むず か しい の では ない か 。

そ れ か ら,規 制 とい う言葉 な の で す けれ ど も,規 制 とい う言 葉 は 余 り使 われ て

いませ ん。 規律 と言 って い るの で す 。 これ は非 常 に意 外 な印 象 を受 け るの で す が,

ただ,規 制 を して い るの は 実 は規 律 に 書 か れ て い な い,明 文化 され て い な い部 分

で,行 政 指 導 とい う形 で い ろ い ろ な 規 制 に 相 当す る ものが な され て い る とい う こ

とで,ア メ リカの場 合 の 規 制,レ ギ ュレ ー シ ョ ン とい う概 念 と,日 本 で や って い

る規 律 とい うの とは大 分 ニ ュア ン スが,表 向 きは と もか く相 当 な違 い が あ るの で

は ない か とい う感 じが す るの です 。 で す か ら,た とえ ば1番 の 通 信 設 備提 供 業 者

に対 す る事 業 規 制 は必 要 は な い とい うこ と なん で す が,規 制 として は 当然 必要 が

ないわ け です け れ ど も,反 面適 正 な規 律 は必 要 だ とい うこ とに な るの で は な い か

と思 うの で す。

Aそ の 規律 は 主 とし て は技 術 的 な問 題 に と どめ た い とい うの が 大体 の い ま ま

での ここ で の 議論 なん で す け れ ど もね 。

Gそ こで,話 は戻 りま す け れ ど も,Bさ ん か ら事 業 者 の保 護 と利 用 者 の 保 護

とい う点 か らす る と,利 用 して また 事 業 を や る こ とに な りま す けれ ど も,そ うい

うふ うな意 味 で提 供 業 者 の 設 備 を利 用 す る側 の保 護 とい う面 が技 術 面 と同 時 に 必
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要 で は な いか とい う議 論 が あ りま した ね 。 私 もそ こ ら辺 は何 らか の 歯 止 め を して

おい た方 が い い と思 い ます 。 別 に その た め に参 入規 制 まで す る必 要 は な い と思 い

ま す け れ ど も,基 本 です か ら,基 本 法 に は や は りそ こ ら辺 の 利 用 者 に対 して公 平

でな け れ ば な らぬ とい うポ イ ン トだ けは うた い 上 げ て お くとか とい う こ とで も足

りる と思 い ます けれ ど も… … 。

J技 術 的 に はCCITTの 勧 告 な ど国 際 的 標準 が あ るわ け です 。い まHさ ん が 心

配 され て い る,だ れが 見 るの か と い うの は やは り公 正 な第 三 者 に 見て も らわ ない

とい け な い が,当 事 者の 協 議 で い け るの もあ るの で は ないか 。 例 えば 我 々 で も自

社の ネ ッ トワ ー ク をっ な ぐ と き,日 本 電 気 の と 日立 で は プ ロ トコル が 違 うの で三

者協 議 して,ど っ ちが金 持 っ か とい うこ とは立 場 に よ って違 い ます が,と にか く

どち らか の プ ロ トコル を合 わ せ て っ な ぐわ け です 。 この よ うな接 続 の 規 模 が これ

か ら大 き くな っ て く るの で は な い か と思 いま す。 それ が だん だ ん 紛 争 の 種 に な る

とい うの で あれ ば第 三 者 に 頼 む とか とい うこ とで,私 個 人 は 相 互 接 続 の技 術 基 準

として の 国 際 技 術 基 準,国 際 標 準 を取 り入 れ る とい うよ うな 紳 士 協 定 み た い な も

のが あれ ば,余 り心 配 は い らな い の で は な いか と考 えて い ます 。 む しろ それ を み

ん なで協 議 して っ く って い く と い うの が これ か らで は な い か 。 今 度 は競 争 で す か

ら,独 占で は な い で す か ら,お れ の技 術 基 準 を使 え とい うわ け に い か な い と思 う

の で す。 お互 い に協 議 して い か な けれ ば な らぬ とい うふ うに思 って い ます 。 この

よ うな考 え方 は ち ょっ と甘 い で し ょ うか 。 だ か ら相 互接 続 にっ い て の,H先 生 の

意 見 もよ くわ か ります 。 私 も この ア ンケ ー トの なか で技 術基 準 の こ とに ち ょっ と

ふ れ てい ます 。

Gそ れ に っ い て2っ の 行 き方 が あ ります 。 これ ま での 日本 の 行 き方 は,何 か

危 ない こ と を しお る とい か ぬ か ら先 に規 制 をか け て お こ うとい う考 え方 です が,

ア メ リカ流 の行 き方 は オ ー プ ンに して お い て,ぐ あ い が 悪 い こ とが 起 って きた ら

そ こで規 制 をか け よ う,そ の 規 制 も官 庁 の 方 が一 方 的 にか け るわ け で はな しに,

公聴 会 を 開 いて 何 回 もや り と りを した上 で,そ れ こそ コンセ ンサ スをっ くって行 く

方法 です 。 こ こで 急 に 日本 の そ うい う体 質 を変 え られ るか ど うか とい う問題 は あ
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るに して も,こ の委 員 会 と して は で き るだ け 事業 者 に も利 用 者 に も自由 な形 で,

自由原 則 をま ず打 ち上 げ て お くこ との方 が 大 事 で はな い か な とい う気 が す るの で

す けれ ど も… … 。

J私 もそ う思 い ます 。

Gい ま で もよ く覚 えて お ります けれ ど も,46年 の 回線 開 放 の と きに,当 局 の ・

説 明 で これ に よ って何 が 出 て く るか わか らない か ら網 を か けて お くの だ,だ か ら

皆 さん,こ れ は網 を か け た だ け で決 して 鉄 の とび らを閉 め て い るわ け で は な い か

らどん どん 出 して 下 さい,そ れ で どん どん 緩 めて い きま し ょ うとい うこ とだ った

わけ です が 。 一 向 に緩 ま な か っ た です ね 。 ど ち らか とい う と その 姿 勢 は と って も

らい た くない の です ね 。

Jそ の と きの 当事 者 だ った の で す が,た しか に 電 電 公 社 も良 くわ か らな い点

が 多 々あ りま した 。網 が 汚 染 を され る と言 って 相 当 ガ ー ドした もの です 。 しか し,

開放 後 は心 配 した ほ どの こ と もな か った の です が 。

Gで もその 考 え方 は 今 で も必 ず し もな い わ け で は な いの で。 電 電 公 社 自体 が

もうか るチ ェス コム み た い な もの ま で,相 当長 期 間公 け に認 め られ ませ ん で した。

考 え てみ れ ば あれ で電 話2台 引 い て くれ るの で い いで は ない か とい うよ うな現 実

派 にな って きた らい い の で す けれ ど も… … 。

J結 局 そ うい う こ とで す 。 変 な規 制 を して せ っ か くの 需 要機 会 や,ビ ジ ネ ス ・

チ ャン スを逸 す る こ との 損 失 の 方 が 大 きい と思 い ます 。

Gそ うで す ね 。技 術 監 査 に して もそ れ をあ ま り厳 し く して,最 終 利 用 者 に対

す る便 益 を制 限 して し ま っ て は い け な い と思 い ま す 。

Bい まの お 話 は一 項 設 け て,郵 政省 の そ うい った 申請 処 理 に対 す る姿 勢 み た

いな もの を言 っ てお く必 要 が あ る の で は な い です か 。

Gそ れ で,Hさ ん の 指 摘 され た12番 目の 接 続 の 問 題 で す が,こ れ は や っか い

で す 。責 任 問 題 と して は,切 り分 けが 非 常 に む ず か しい だ ろ うと思 い ます 。最 終

的 に は末 端 ユ ーザ ーが 困 っ て く る。現 に今 で も困 っ て い る わ け です 。だ か らこれ

は ど うい うふ うに 処 理 を した らい い の か …… 。
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Kこ うい う話 は 民 間 同 士 で す と何 とか や るの で す が,こ れ は 自 由 に や りな さ

いとな る と恐 ら く大 混 乱 に な る と思 うの です 。 お 上 が や ると また むず か しいの で

すけ れ ど も,何 か や は り歯 どめ とい うの が 必 要 では な いか とい う感 じが します ね。

Gこ こ に は 書 い て お りませ ん が,情 報 の 提供 業 者 が 別 に あ って,例 えばCATV

な りテ レテ キ ス トを利 用 し て その サ ー ビス をお や りに な った と きに,最 終 ユ ー ザ

ーか らこの サ ー ビス映 らぬ じゃな い か とい う
,こ れ はCATV会 社 に 文句 が 行 き ま

す ね,あ るい は デ ー タが 古 い とか 間違 っ て い る と か 。

Bそ うで す 。

Gい ま の は 割 合 単純 だ か らま だ いい です け れ ど も,メ デ ィアの 変 換 の とこ ろ

や何 か で起 きて くる それ こ そ技 術 上 の い ろい ろな 障 害 な どに な る と非 常 にや や こ

しくな っ て きま す ね 。 そ こ に情 報 の 提 供業 者 は 別 に い て,そ れ との 間 の 商 売 上 の

損 害 賠 償 だ とか なん とか とい うことにな って く る と,こ の接 続 が メ デ ィ アが 違 って,

しか も全 国 的 な接 続 が され て い る場 合 な ん か だ と,法 的 な そ うい う事業 上 の 紛 争

が起 きる可 能 性 が か な り大 きい で す ね 。

J電 力 会 社 同 士 で 椙 互 乗 り入 れ とい うか,電 力 の 相互 供 給 を い ま や って い ま

すね。 や は り当 初 は い ろ い ろ トラ ブルが あ った と思 われ ます 。 それ ヵ・ら,鉄 道 で

も相 互乗 り入 れ が で きた の です か ら,通 信 メ デ ィ アの 相互 接 続 で もそ う心 配 す る

こ とは ない の で はな い か と思 い ます 。

G－ 次 的 混 乱 は 次 第 に 収 束 して行 く… … 。

J初 期 的 混 乱 は あ る と思 い ます 。 初期 トラブ ル は あ って も自然 に ネ ゴ シエ ー

トで き るの で は な いか 。 そ う しない とお 互い に も うか らな い わ け です か ら,あ る

いは ユ ーザ ーの た め に 何 とか し よ うとい うこ とで や るの で はな い です か 。 だ か ら,

アメ リカ で もそ うだ っ た と思 い ます 。例 えばATTと 特 殊 コモ ン キ ャ リア ーの 回 線

との接 続 と い うの は今 で もダ イヤ ル の ケ タ数 が 違 う と ころが あ っ た りして,サ ー

ビスの差 が あ ります が,一 応 技 術 的 に はっ なが るわ け です 。

G家 庭 で あ るか 産 業 で あ るかは 別 に して,と に か く最 終 ユ ーザ ーが い るわ け

で,そ この 声 が ワ ア ッと上 が って くれ ば,サ ー ビスな い し施 設 の 提供 業 とい うの
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はそ こで必 死 に な ります ね 。

Jい ま ま で は 郵 政 とか公 社 の や る こ とに な れ て お った わ け です 。 これ か らは

その よ うな規 制 機 関 が い な い とな れ ば 自分 達 で や らざ るを 得 な い 。結 局 わ れ わ れ

はい ま ま で相 当政 府 や公 社 の コ ン トロ ール に な れ て きた と思 うの で す ね,あ る意

味 で は独 占 だ とい う こ とで。 今 度 は そ うで な くな るわ けで す 。 自分 た ち で,当 事

者 で解 決 しな け れ ば い け な い。 だ か ら当事 者 能 力 も出 て くるの じゃ ない で す か 。

Bそ うい う過 渡 的 な 混乱 とか い う もの を 日 本 社 会 は容 認 し な い で し ょ うね 。

J受 け付 け ない 可能 性 は あ ります よね,非 常 に 神経 質 な 国 民性 で す か ら。 だ

か ら,あ る過 渡 期の と ころ を うま く処 理 で き る機 関 が あれ ば,紛 争 処 理 機 関 を置

くとい う よ うな こ とが あ れ ば い け るの で は な いか 。

Gだ か らそ うい う世論 をま た こ の メ デ ィ ア を通 じて広 く大 衆 と して 形 成 して

行 く… … 。

J本 日 の 日経 の 記 事 に もそ うい う接 続 の ところの審査 とか協議 とか とい う こ と

が書 いて あ ります が,そ の辺 は や は り郵 政 省 の 方 で も心 配 して い るの では な い で

すか 。 相 互接 続 とい うの は確 か に 非 常 に 心 配 だ ろ うと思 い ます 。

G心 配 して い た だ くの は い い の だ け れ ど も,す ぐそ れ を上 か らの 規 制 に もっ

て行 く と した ら問 題 で す ね 。.

Jそ こ をだ か らさ っ きお っ し ゃ った よ うに第 三 者 の公 平 か っ,公 正 な機 関 を

設 け るとい うよ うな国 際 的 な慣 行 もあ りま す か ら・… ・・。

Gも う1っ,Bさ ん が お っ し ゃ って い た全 国独 占 に発 展 す る可能 性 が あ る と

い う問題 です が,こ れ は独 禁 法 で か な り制 限 が あ ります ね 。

Bそ こで,日 本 の独 禁 法 は ア メ リ カの場 合 と大 分違 うの です ね 。 基 本 的 に は

そ うい う自由 競 争 を した 場 合 に は独 禁 法 は 非 常 に 働 くわ け で す けれ ど も,日 本 の

場 合 そ の独 禁 法 が 働 きに くい 構 造 に な って い る とい うこ とが 言 わ れ て い ます 。 実

際に 電気 通 信 関係 で の独 禁 法 あ る い は 情 報 メ デ ィ アの独 占禁 止 とい う こ とが で き

るか ど うか 。 これ をや ると い ま の 新 聞 系 の メ デ ィア,放 送 を 含 め て の 問題 に ま で

波及 し ます か ら,多 分 い まの ジ ャー ナ リズ ム は黙 っ て しま うの で は な い か。 本 当
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にそ うい う意 味 で 自由 競 争 をす る の で あ れ ば,電 気 通 信 分野 に 関 す る1っ の独 占

禁止 法 的 な ル ール づ く りをや らな い とい け な い で し ょ うね。 最 後 に 始 末 が つ か な

くな るだ ろ うと思 い ます ね 。

Gこ れ は 聞 い た お話 で す け れ ど も,ア メ リカの銀 行 か ら日本 の全 銀 協 シ ス テ

ムの 視 察 に来 られ て 説 明 を した そ うで す 。 そ うした らサ ー ビス と して は 非 常 に 進

んで お る とい う こ となん で すね 。 た だ,今 は それ の使 用 料 金 が か か りま す で し ょ

う,昔 は た だ だ った で す け れ ど も。 あれ を全 銀協 で一 方 的 に 決 め て しま い ます ね 。

そ うい うふ うな こ とに関 して は ア メ リカだ った ら完 全 に独 禁法 に か か る,あ るい

は その 事 業 形 態 自体 も も しか す る と完 全 独 占で,ア メ リカで は あれ は 適 用 除外 に

な って い ない とい う意 見 を ア メ リカの 銀 行 家 は お っ しゃ って い た そ うで す 。 だ か

ら,こ うい うふ うな面 は技 術 的 に可 能 で もア メ リカの 社会 で は で きに くい だ ろ う

とい う こ とで した 。

Bそ うで すね,そ こ ら辺 が 非 常 に 違 うと こ ろで す ね。 例 え ば ベ ル の 解 体 を 見

て も,ベ ルの 解 体 は独 禁 法 問 題 か らい って い るわ け です か らね 。 と こ ろ が,電 電

公 社 の解 体 問 題 は行 政 側か ら出 て い ます か ら,そ れ だけ 見 て もず い ぶ ん 違 うわ け

ですね 。

K基 本 的 に 自由 で あ る とい う こ とは私 自身 も賛 成 なん で す け れ ど も ,た だ2

番 の料 金 が届 出 制 の み で とか 勧 告 権 の み とす ると一 次 通 信 は 非 常 に 重要 な こ とで

し ょうか ら,例 えば 信頼 性 とか 安 全 性 とか と い う議 論 が 出 て く る と思 うの です
。

そ うい う こ と も含 め な が ら最 大 限 の 自由 とい うよ うな 考 え方 が 大 事 で は ない か と

思い ます 。 これ では 余 りに も現 実 と離 れ て い るの で は ない で し ょ うか
。

G精 神 は いい として,こ この2番 で 出 て きた もの は公 衆 網 とい う言 葉 ,閉 鎖

網 とい う言葉 の使 い 方 と,料 金 の 届 出 だ け で な しに 約款 も含 め た形 で の 届 出 とい

っふ っに,こ れ はBさ ん の 御 意 見。 い ま のKさ ん の御 意 見は,信 頼 性,安 全 性 を

確保 す る よ うな方 向 を盛 り込 む とい う こ とで す け れ ど も,ま とめ る と こ の2番 は

そ ん な と ころ に な るの で す ね 。Aさ ん,ど うです か 。

Aも ちろ ん 実際 に は認 可制 と した って 変 わ らな い と思 うわ け です 。 とい い ま
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すの は,日 本 の 届 出制 は どん な省 庁 で も事 実上 は認 可 制 に 近 い 運 用 も可能 です か

らね,受 理 しな け れ ば ど うに も な らない の で す か ら。 した が って,そ れ を初 め か

ら認 可 と言 った の で は 実 もふ た もな い とい うだ けの 話 で・ た だ違 い ます の は そ う

い うこ とは 日本 で は 絶 対 に不 可 能,あ り得 ま せ ん けれ ど も,も し勇気 の あ る人が

行 政 訴 訟 を起 こ した ら,届 出制 をや って い る と勝 つ わ け で す 。 これ は 非 常 に強 い

わ けで す 。 認 可 制 に 頭 か らして お くと,こ れ は仮 に 不 満 で も勝 て ませ ん 。 で すか

ら,法 的 に も本 当 は こ う して お い た方 が,っ ま り届 出制 に し て お いて も実 態 は 実

は認 可 と変 わ らな い 。 呼 ば れ て ご た ごた や られて,下 手 した ら計算 違 い と かや ら

れて 受理 しま せ ん か ら とい う,ほ のか な希 望 は あ ります け れ ど も,実 際 に は認 可

制で す ね 。

G法 手 続 の 上 で は届 出 の場 合 に,認 可 の 場 合 で もそ うで す け れ ど も,役 所 と

いうの は 書 類 を 出 した ら受 け付 け な い とい け な い の で す ね 。 受 け 付 け な い とい う

行為'自体 が 実 は違 法 な ん で す ね 。 それ か ら,受 け付 け た ら,認 可 の場 合 で も許 可

の場 合 で も,2ヵ 月 か3ヵ 月 だ か 忘 れ ま し た けれ ど も,そ れ ぐ らい の 期 間 で そ れ

に対 して の返 答 を出 さな い場 合 には 自動 的 に そ れ は オ ーケ ーだ とい うこ とに な る

とい うふ うに な って い るは ず で す 。 た だ,余 りそ れ を強 硬 に お や りに な る企 業が

ない の です 。 形 式 的 に は そ うな って い るの です が,実 態 は な か な か そ う動 か な い

です ね 。

Aだ か らが ん ば ろ う と思 えば,受 理 し ない とい うこ とにっ い て一 件 行 政 訴 訟

を起 こ して,そ れ で 受理 させ て,そ れ か ら3回 ぐ らい や るか ら10年 か か ります

よ。

G10年 た った らす っか り世 の 中 変 っ て い ま す ね 。

B案 外 そ うい う手 続 関係 とい うの が 実 際 には 大 事 に な る と思 うの です ね 。 本

当 は受 理 は 窓 口が 受 け付 け る の で す よね,要 す るに 受理 印 を押 す の で す。 そ れ を

2ヵ 月 とか3ヵ 月の 範 囲 の 中 で や る とか … … 。

G自 動 的 に オ ーケ ーに な る とい うの は受 理 印 を押 した 日付 か らなん です 。 で

す か ら,押 さ な け れ ば,受 け 付 けて い ない こ とな の で す ね 。



Aで す か ら。 い まの は その届 出制 は 残 して そ うい うふ うに す るか,そ れ と も

はっ き りと認 可 とい うこ とに 直 す か は 本 委 員会 の方 に お任 せ 願 って,た だ 技 術 的

とい い ま す か,何 か は 必 要 だ とい うこ と を適 当 な表 現 で,こ れ も皆 さん お っ し ゃ

った わ け で す か ら,場 所 は 別 と して,ど こか に入 れ て お く とい うこ とは 必 要 か も

しれ ま せ ん ね 。

Gそ れ と,約 款 とい う意 味 で は,対 価 として の 料 金 の対 象 に な る内 容 に っ い

ての 約 款 とい うの も基本 的 な部 分 に つ い て は必 要 で し ょうね 。 これ は 両 方 な い と

おか し な こ とに な ります ね 。

Bワ ンセ ッ トです ね 。

Aた だ,わ か らない の は この 新 聞 記 事 の 右 の 方 の 下 の段 の真 ん 中 あた りに,

「電 話 な どの 基 本 サ ー ビス料 金 は 認可 制 と な る。 」これ は届 出 で も何 で もい い の

です が,そ の 次 で す が,「 大 規 模VAN業 者 の提 供 サ ー ビス も,」 云 々 で,「 料 金

を除 い た提 供 条 件 は認 可 を必 要 とす る。 」料 金 は要 らぬ,こ ん な こ とが あ ります

か ね。

B規 制 の 原 則 か らした ら,自 由 競 争 に した場 合 は料金 問題 とい う こ とは 絶 対

に必 要 な は ず です ね 。 そ うで ない と規 制 が 組 み立 て られ な い と思 い ます 。 逆 に言

うと,ア メ リ カ的 な レ ギ ュ レ ー シ ョンの意 味 か ら します と,レ ギ ュ レ ー シ ョ ンの

ポイ ン トとい うの は,料 金 規 制 だ け な ん で す ね 。 ほ か に は余 り条 件 はっ け な い。

料金 問 題 を除 い た ら何 が 規 制 で き るの です か とい う気 が します 。

Gそ れ と,認 可 す る し な い は別 に して,公 開 しな い と利 用 者 に とっ て不 公 正

にな るの で す ね 。

AGさ ん,ど うで し ょ うか 。 さ っ きか らの御 議 論 で,両 方 の 御 議 論 が あ りま

す けれ ど も,多 数 説 とい うこ とで は な い の で す か ら,11番 は一 応 落 とす … … 。

Gこ れ は落 と して も残 して もい い の で はな い か と思 い ます 。

Aさ っ きの繰 り返 しに な ります が, .公 正 競 争 条 件 は引 き続 き御 議 論 願 わ な け

れ ば い け ませ ん の で急 ぐ こ と もな いの で,御 疑 問 の 多 い とこ ろ は や は り落 とす べ

きだ と思 い ます 。

-75一



それ か ら,7番 も落 と しま す か 。

Gこ れ は さ っ き言 った よ うに,こ れ か らのCATVが 二 次 通信 サ ー ビスだ とか

情 報 サ ー ビスに 進 出 して行 くの は 自明 で は な い で し ょ うか 。

B現 行 法 の 流 れ か らい い ます と,再 送 信 サ ー ビ ス,っ ま り放 送 を その ま ま再

送 信 をす る とい う基 本 的 な役 務 の提 供 とい う こ と と設備 事 業 者 で あ る とい うこ と

が ワ ンセ ッ トに な って い るの で す ね 。 そ うい う原 則 で 規律 が で きて お りま す 。 そ

うい う意 味 か らす れ ば,そ の 再 送 信 とい う基 本 業 務 を伴 う とい う点 まで は現 行 法

か らい って も何 の予 盾 もない 。 た だ付 加 サ ー ビス に っ い て は切 り分 け る とい う方

向の 方 が全 体 と して の秩 序 は保 て るだ ろ う。

G事 業 体 と して 切 り分 け る・… ・・。

Bは い 。 た だ そ の と きには,こ れ は ほ か の と ころ で も議 論 し て い るの で す け

れ ど も,こ の 双方 向CATVの 付 加 サ ー ビ ス部 門 に っ きま して は他 の電 気 通 信 法 制

度の変 革 を 見届 け て か らや って 遅 くな い だ ろ うとい う感 じな の です ね 。 とい うの

は,当 然 ほ か の 通 信 事業 者 も同様 の サ ー ビス を提 供 で き る。 例 え ば ビ デ オ テ ッ ク

ス ・サ ー ビ ス とい うよ うな こ と,先 ほ ど否 定 的 な 御意 見が あ った の で す けれ ど も,

ビデ オ テ ック ス ・サ ー ビスは 電電 公 社 の 回線 を通 じて もで き る し,CATVの 回線

を使 って もで きるわ けで,そ の と きに 公 衆 網 の 変革 が わ か らない うち に こ っ ちを

云 々 して も し ょ うが ない し,主 た る もの は公 社 の 回 線 を使 う方 向 に 動 くで し ょ う

か ら,し た が っ て そ うい うよ うな観 点 か ら 後 か ら とい う こ とよ り,少 し先送 り

して か ら入 れ た らよ ろ しい の じ ゃな いか な と い う感 じが す るの です 。

Gし か し,現 実 の動 き と して,ま だ お や りに な って い な い と こ ろが な ぜ こん

なにCATVに 熱心 か とい うこ とに な る と,さ っ きBさ ん お っ し ゃ った よ うにINS

か らの 刺 激 が あ って,例 えば ホ ー ム シ ョ ッ ピン グだ ホ ー ム バン キ ングだ とい うよ

うな こ とが あ るわ け で し ょう。 そ うす る と あ あ い う事業 を全 部CATV業 者 が や ら

ない で,CATV業 者 を利 用 して だ れ か が お や りに な る とい うふ うな こ とで よ ろ し

いの で し ょ うか。

B多 分 そ うな らな い とい け な い の で は な い か 。 とい うの は,双 方 向CATVが

一76一



今非 常 に フ ィ ーバ ー して い るの で す が,あ れ は地 域 マ ーケ テ ィ ン グに 非 常 な イ ン

パ ク トを持 つ とい う考 え方 か ら来 て い るの で す ね 。 例 え ば東急 さん が あ るエ リア

にCATV網 を張 って しま った ら,こ れ に は 絶 対 西 武 さん は さわ れ な い 。 別 の 言 い

方 をす る と,そ こに 物 す ごい独 占的 な利 益 が 生 ず る とい う期 待 が 多 い の です 。 日

本の 電気 通 信 制 度 とい うの は 公 社独 占に な じん で きて,競 争 ル ール の 社 会 的 経 験

がな い か ら,そ うい う考 え 方 に ジ ャン プ して し ま って もや む を得 な い と思 うの で

す け れ ど も,し か し基 本 的 に は そ うい う こ とが 起 こ った り考 え られ た りす る とい

うの は私 な ん か は後 進 性の あ らわ れ で は な い か な とい う感 じが す る の で す け れ ど

もね 。

G現 に も う話 し合 いが 行 わ れ てい ます ね 。

B私 鉄 の 何 社 か が 集 ま っ て,東 京 の あ るエ リア を分割 の 相 談 をす る な ん て い

うのは,も う許 認 可 権 が郵 政 省 じ ゃな くて電 鉄 会 社 に 移 っ て しま っ た の で は な い

か とい う感 じが す る わ け です ね。 非 常 に ひ どい話 で ご ざい ま して,こ うい う状 況

は あ る意 味 で の 後 進 性 の あ らわ れ では な い か,我 々 は苦 々 し く思 っ て い るの で す

け れ ど も。

Gそ うす る と,例 え ば メ デ ィアの 技 術,規 格 が 違 って も,か え って 付 加 の サ

ー ビス を提 供 され るだ け で な く,イ ンデ ペ ン デ ン トで あ る こ とに よ って,利 用 者

の方 は ど この 地 域 に い て もあ る程 度 共 通 の サ ー ビス を受 け られ る,端 末 の 問 題 は

話 は 別 で す が,そ れ だ け は確 保 で き る。 そ うしま す と,さ っ きAさ ん の 御提 言 が

あ った よ うに,こ の7を カ ッ トす るか,あ るい は む し ろ問題 を先 送 りの形 で表 現

を改 め る とい うふ うな とこ ろ で よ ろ しゅ うご ざい ま す か。

Hい ま の 問 題 は この 新 聞 記 事 の 中 で は ど こか で 触 れ てい るの です か 。

Bそ れ は な い よ うで す 。 もっ ぱ らこれ はVANを 意 識 し てい る よ う,です 。

Dこ れ は さ っ きのAさ ん の 言 わ れ た 右 の 一 番 下 の と ころで,「 大 規 模VAN業

者の 提 供 サ ー ビス 」云 々 とい う とこ ろの 流 れ で,「 料 金 を除 い た 提 供 条 件 」とな

って い ます が 法 案 の 要 旨の 方 を 見 る と第24条 に 「第 一 種 事 業 者 及 び大 規 模 第 二

種 事業 者 は,料 金 その 他 の 提 供 条件 を定 め よ うとす る時 は 」,ち ょっ と予 盾 して

一77一



い ます ね 。

K記 事 が 間違 って い ます ね 。'

Dこ れ は き っ と記 事 の方 が 解 釈 間 違 い で す ね 。

Gそ れ で は7番 の 扱 い は,皆 さん の 御 意 見 で,Aさ ん の 御 提 案 の よ うに カ ッ

トす るか あ るい は 問 題 を先 送 りの 形 で 本 委 員 会 に提 出 しま し ょ う。

そ れ か ら,新 聞 記 事 の 話 で す が,先 ほ どAさ ん 読 まれ た と こ ろの 大 規模VANに

つい て は料 金 を除 き云 々 とい う と こ ろは,要 旨 の と ころの24条 を 見ると,「 料 金

その 他 の 提 供 条 件 を定 め よ うとす る 時 は 郵 政 大 臣の 認 可 」,と あ ります ね 。 これ

は 多 分 記 事 の 間 違 い だ ろ う と思 い ま す ね 。

A間 違 い だ ろ うと思 い ます 。

G大 体 そん な と こ ろで よ ろ しゅ う ご ざい ます か 。 何 か は か に御 意 見 ご ざい ま

した ら ど う ぞ。一 そ う しま した ら.Aさ ん,大 体 皆 さん も う御 意 見 が 出尽 く した

よ うです ので,問 題 点 の あ った と こ ろ は い まの よ うな と ころ で した の で,扱 い方

として 今 後 の こ とを ち ょ っ と… … 。

A予 定 と しま して,本 日 の 御 意 見 を ま とめ させ て い た だ い て3番 目 の たた き

台 をま た っ く らせ て い た だ きます 。 それ を明後 日,3月15日 の本 委 員 会にか けさせ

てい た だ く。 それ で,1回 で済 む か,済 ま な け れ ば,恐 ら くあ とは 字 句 の 問題 に

なる と思 い ます か ら委 員長 御 一 任 に な る か,非 常 に 問題 が あれ ば も う1回21日 に

予備 の会 議 を とって あ ります 。 で す か ら,15日 で大 体 決 ま って 委 員 長 御 一 任にな

るか,21日 まで 延 び るか わ か りま せ ん が,早 け れ ば20日 前後,遅 くて も25日 前 後

には関 係 筋 に 対 して 意 思 表 示 をす る,あ るい は新 聞 発表 も行 う とい うこ とに な ろ

うか と存 じ ます 。 それ は その た び ご と にす ぐに専 門委 員会 の 場 で も御 報 告 申 し上

げます 。 も し何 か特 に 御意 見が あ れ ば お 述 べ を い た だ きたい 。

Gい まの は綱 領 の扱 い で す ね 。

Aは い 。

それ か ら,本 日の 記録 は整 理 させ て い た だ きま して,不 必 要 な と こ ろは カ ッ ト

させ て頂 き ます 。提 言 に っ い て は,説 明 が な けれ ばわ か らな いわ け で す し、 この
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委 員 会 は いっ も公 平 に反 対 説 も賛 成説 も並 べ て お りま して,そ うし て 初 め て 見 る

方 に お わか りい た だ け るの で,提 言 の バ ック グ ラ ウ ン ドと して,記 録 とす る こ と

をあ らか じめ御 了 承 い た だ きたい と思 い ま す 。

Gア ンケ ー トもそ うで す ね。

Aア ンケ ー トは あの ま ま付 録 と して,こ れ は ダ ブ ります け れ ど も,ま と ま っ

て い ます か ら,こ の 付録 と して 資料 と して 載 せ させ てい た だ きた い と思 って お り

ます 。

Gそ れ で い ま の と こ ろで は この 専 門委 員 会 の次 の予 定 と い うの は ま だ わ か ら

ない わ け です ね 。

A相 当 大 きな 問題 です か ら本 委 員 会 の方 で ど うい う御 意 向 が,例 え ば 引 き続
!

きこ うい う点 で ぜ ひ お願 い し た い とい うの が 出 るか,あ るい は1回 出 した ら腰 を

据 えて本 当の 公 正競 争 の 方 を あれ す る とお っ し ゃ るか,あ るい は その う ちに法 案

の全 文 が 出 る と思 い ま す か ら,そ の と きに は多 分 も う1回 必要 で し ょ うね。 っ ま

り新 聞 報 道 で は な くて,本 当 の 法 案 が 明 らか に な った 段階 ・ 多 分3月 以 降 に な る

と思 い ます が,4,5月 す ぎには 一 遍 お 集 ま り願 い た い と思 っ て お ります の で,よ

ろ し くお願 い い た します 。

Gそ れ で は,本 日の 会 議 は これ で終 らせ て い た だ きます 。 お忙 しい と こ ろ を

ど う もあ りが と うご ざい ま し た 。

(了)
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嗣

汎 ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 委 員 会

ネ ッ ト ワ ー ク 提 言



■



提 言 の ま と め

新通信法体 系は

① 事業規制は必要最 少限 に留 めること。

② 通信事業 に誰 もが 自由に参入で きること。

③ 高度 なサ ービスを提供す る事業にっいて規制 を加えない こと。

④ 公 正な競争が実現 され ること。

⑤ 通信回線,通 信網,高 度なサ ービスの各種の接続 を自由 にす ること。

を目標 とし,す べての関係者 の コンセ ンサ スの下に,21世 紀に至 る社会情報化

の基盤 形成 に,大 きく寄与 す る ものであることを期 待 します 。
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ネ ッ ト ワ ー ク 提 言

(事 業 規制 の排除)

1.基 本通信事業者 に対 す る事業 規制 は,サ ー ビス約款 の届 出制 と,必 要 あると

きこれ に対す る政府 の改善 勧告権 のみ でよい。

特定の者のた めの基本 通信事業者 にっいて,事 業規制 の必要は ない。

2.基 本通信事業者に対 す る外資参入 は原則 として一定の条 件の下で認めて もよ

いo

た だ し,国 の 利 益,安 全 に か か わ る問 題 と して 必 要 あ る と きは,外 資 参 入 は

制 限 され て よい 。

3.高 度 なサ ー ビス を提 供 す る事 業 者 に対 す る規 制 は必 要 が な い。

4.高 度 な サ ー ビス を提 供 す る事 業 者 に対 す る外 資 参 入 は,自 由 とす る。

(公 正競争の実現)

5,基 本通信事業者 は,高 度 なサ ービスの提供 また は通信機 器製造 ・販売 を自 ら

兼営 で きない もの とす る。

6.基 本通信事業者が 高度な サービスの提供 または通信機 器の製造 ・販売 を行 う別

法 人に関与す ると き,そ の 出資比率 に妥 当な限度 をお く もの とし,経 理的 相互

扶助 を禁ず るほか,現 行私的独 占禁 止法第9条 の2(大 規模事業会社の株式保

有 の総額制限)の 趣 旨 を適用 す る もの とす る。

7.従 来,独 占通信事業 者が負 っていた,あ まね く公平 に通信 サ ービスを提供す

る業務 は競争原理 の導 入 とはな じみに くく,こ れ を見直す必 要が ある。

一82一



(接 続)

&通 信 回 線,通 信 網 お よ び基 本通 信 サ ー ビス,高 度 な サ ー ビスの 相 互接 続 な い

し乗 り入 れ ば すべ て 自由 と し,接 続 また は 乗 り入 れ の た め の必 要 コ ス トを超 え

る付 加 料 金 は どの 当 事 者 に対 して も認 め な い もの とす る。

(経 過措置)

9.上 記 諸 提 言 は,あ るべ き通 信 法 体 系 へ の 提 言 で あ って,必 要 あ る と きは適 切

な経 過 措 置 が と られ る もの とす る。
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メ デ ィ ア運 営 主 体 表
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VAN業 につ いて は"利 用者"な の か"運 営主 体"な のか を明 確に す る

回線 卸 し を受け て再販 売す る ことの 是非 。
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新通信事業法の特長

電 気 通 信 事 業
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設備を所有

第 一種電気通信事業者
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登 録 制

外 資 参 入 50%未 満 自 由 自 由
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電気 通 信 事 業法 案(抄)

目 次

第1章 総 則(第1条 一策5条)

第2章 電 気 通 信事 業

第1節 総 則(第6条 一 第8条)

第2節 事 業の 許可 等

第1款 第1種 電気 通 信事 業(第9条 一 第20条)

第2款 第2種 電 気 通 信事 業(第21条 一 第30条)

第3節 業 務(第31条 一第40条)

第4節 電 気 通 信 設備(以 下 略)

第1款 電 気通 信事 業 の 用 に供す る電 気 通 信設 備(第41条 一第48条)

第2款 端 末設 備 の接続 等(第49条 一 第55条)

第5節 指 定 試験 機 関 及 び指 定 認定機 関

第1款 指定 試験 機 関(第56条 一第67条)

第2款 指 定 認定 機 関(第68条 一第72条)

第3章 土地 の 使用(第73条 一第88条)

第4章 雑 則(第89条 一第99条)

第5章 罰 則(第100条 一 策114条)

.附 則

第1章 総 則

(目 的)

第1条 この法 律 は、 電 気 通 信事 業 の公 共性 にか ん がみ 、 そ の運 営 を適 正 か つ合理 的 な もの とす る

こ とに よ り、 電 気通 信役 務 の 円 滑 な提 供 を確 保 す る と と もに そ の利 用 者 の利益 を保護 し、 もって

電気 通 信の 健 全 な発達 を図 る こ とを 目的 とす る。

(定 義)

第2条 この法 律 に お い て、 次 の各 号 に掲 げ る用語 の意 義 は、 当 該 各号 に定 め る ところ に よる。

1電 気通 信 有 線 、無 線 そ の他 の電 磁的 方式 に よ り、符 号、 音響 叉 は影 像 を送 り、 伝 え 、 又 は

受 け る こと をい う。

2電 気 通 信 設備 電 気 通 信 を行 うた めの機 械、 器 具 、線 路 そ の他 の電気 的設 備 を い う。
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3電 気通 信役 務 電気 通 信設 備 を用 い て他 人 の通 信 を媒介 し、 そ の他電 気 通 信設 備 を 他 人 の通

信 の用 に 供す る こ とをい う。

4電 気 通 信事 業 電 気 通 信役 務 を他 人の 需 要 に応 ず るた めに提 供 す る事 業(有 線 ラ ジオ放 送業

務 の運 用 の規 正 に関 す る法律(昭 和26年 法律 第135号)第2条 に規 定 す る有 線 ラ ジオ放 送 、

有 線 放送 電話 に関 す る法 律(昭 和32年 法 律第152号)第2条 第1項 に規 定 す る有 線放 送 電話

役 務 、有 線 テ レ ビジ ョ ン放送 法(昭 和47年 法 律 第114号)第2条 第1項 に規 定 す る有 線 テ レ

ビジ ョン放 送及 び 同法 第9条 の規 定 に よる有 線 テ レ ビジ ョ ン放 送施 設 の使 用 の承 諾 に係 る事 業

を除 く。)を い う。

5電 気 通 信事 業者 電 気通 信 事業 を営 む こ とにつ い て、 第9条 第1項 の許 可 を受 け た者 、第2

2条 第1項 の規定 に よる届 出 を した者 及 び 第24条 第1項 の 登録 を 受け た者 をい う。

6電 気通 信業 務 電 気 通 信事 業 者 の行 う電 気通 信役 務 の提 供 の業 務 を い う。

(検 閲 の禁 止)

第3条 電気 通 信事 業 者 の取 扱 中 に係 る通 信 は、検 閲 しては な らない。

(秘 密 の保 護)

第4条 電 気 通信事 業者 の取 扱 中に 係 る通 信の秘 密 は、 侵 しては な らない。

2電 気 通 信 事業 に従 事 す る者 は、 在 職 中電 気 通 信事 業者 の取 扱 中 に係 る通 信に 関 して知 り得 た他

人 の秘密 を守 らなけれ ば な らない 。 そ の職 を退 い た 後に お い て も、同 様 とす る。

(電 気通 信事業 に関 す る条 約)

第5条 電 気通 信事 業に 関 し条 約 に別 段 の 定 め が あ る と きは 、そ の 規定 に よ る。

第2章 電気通信事業.

第1節 総 則

(事業の種類)

第6条 電気通信事業の種類は、第1種 電気通信事業及び第2種 電気通信事業とする。

2第1種 電気通信事業は、電気通信回線設備(送 信の場所と受信の場所 との間を接続す る伝送路

設備及びこれと一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備をい う。以下同じ。)を

設置して電気通信役務を提供する事業とする。

3第2種 電気通信事業は、第1種 電気通信事業以外の電気通信事業とする。

(利用の公平)

第7条 電気通信事業者は、電気通信役務の提供について、不当な差別的取扱いをしてはならない。

(重 要通信の確保)

第8条 電気通信事業者は、天災、事変その他の非常事態が発生 し、叉は発生するおそれがあると
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きは、 災害 の 予防 若 しくは救 援、 交通 、通 信若 し くは電 力の供 給 の確 保 叉 は秩 序 の維 持 のた め に

必要 な事 項 を 内容 とす る 通信 を優 先 的 に取 り扱 わ なけ れば な らない。 公 共 の利益 の た め緊 急 に行

うこ とを要す るそ の他 の通 信 で あ って郵 政 省令 で定 め る もの に つい て も、 同様 とす る。

グ

2前 項 の場 合 にお い て 、電 気 通 信事 業者 は、 必 要 が あ る ときは、 郵政 省 令 で定 め る基 準 に従 い 、

電気 通 信業 務 の一 部を停 止 す る こ とが で き る。

第2節 事 業 の許 可 等

第1款 第1種 電 気 通 信事 業

(第1種 電 気 通 信事 業 の許 可)

第9条 第1種 電気 通 信 事 業 を 営 も うとす る者 は、郵 政 大 臣 の許 可 を受 け なけれ ば な らない。

2前 項 の 許可 を受 け よ うとす る 者 は、郵 政 省令 で定 め る と ころに よ り、 次 の事 項 を記載 した 申請

書 を郵 政 大臣 に提 出 しなけ れ ば な らない。

(1)氏 名 叉は 名 称 及び 住 所 並 び に法 人に あ っては 、 そ の代 表 者 の氏 名

② 郵 政 省 令 で定 め る区 分 に よ る電 気 通 信役 務 の種 類 及び その 態様

(3)業 務 区域

(4)電 気 通 信設備 の概 要

3前 項の 申請 書 には、 事 業 計 画 書 その 他郵 政省 令 で定 め る書類 を添 付 しなけ れ ば な ら ない 。

(許 可の 基準)

第10条 郵政 大 臣 は、 前 条 第1項 の許 可 の 申請 が 次 の 各号 に適 合 してい る と認 め る と きは 、 同項

の 許 可 を しなけれ ば な らない 。

1そ の 事業 の提 供 に係 る電 気 通 信役 務 がそ の業 務 区 域 におけ る需 要 に照 ら し適 切 な もの で ある

こ と。

2そ の 事業 の開 始 に よ って、 当 該事 業 を行 う区域 又 は 区間 の全 部 又 は一 部 に つ い て電 気 通 信 事

業 の用 に供 す る電 気通 信 回線 設備 が 著 しく過剰 と な らない こ と。

3そ の 事業 を適 確 に遂 行 す るに 足 りる経 理 的基 礎 及 び技 術 的能 力 が ある こ と。

4そ の事業 の計 画 が 確実 かつ 合理 的 で ある こと。

5そ の他そ の事 業 の 開 始が 電 気通 信 の健 全 な発達 の ため に適 切で ある こ と。

(許 可 の欠格 事 由)

第11条 郵 政大 臣 は 、 前条 の 規 定 に か かわ らず 、次 の 各号 の1に 該 当 す る者 に対 しては 、第9条

第1項 の許 可 を しては な らない。

1こ の法律 又は 有 線 電気 通 信 法(昭 和28年 法 律 第96号)若 し くは電 波 法(昭 和25年 法 律

第131号)の 規 定 に よ り罰金 以 上 の刑 に処 せ られ 、 そ の執 行 を終 わ り、 又 は そ の執行 を受 け る

ことが な く な った 日か ら2年 を経 過 しない者
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2第19条 第1項 の規 定 に よ り許 可 の取 消 しを受 け 、そ の取 消 しの 日か ら2年 を経 過 しない者

3法 人又は 団体 で あ って、 そ の 役 員の うちに 前2号 の1に 該 当す る者 が あ る もの

4日 本 の国 籍 を有 しない 人
、

5外 国 政府 叉 はそ の代 表者

6外 国 の法 人叉 は団 体

7法 人叉 は 団体 で あ って、 前3号 に掲 げ る者 がそ の 代表 者 で あ る もの、 これ らの者 が そ の役 員

の3分 の1以 上 を 占め る もの又 は これ らの者 に よ り直接 占め られ る議 決 権 の割 合 と これ らの者

に よ り他 の 法 人若 し くは 団体 を通 じて間 接 に 占め られ る議 決権 の 割合 と して郵 政 省 令 で定 め る

割 合 とを合 計 した割 合 が3分 の1以 上 で ある もの

(事 業 の開始 の義 務)

第12条 第9条 第1項 の許 可 を受 け た者(以 下 「第1種 電 気 通 信事 業 者 」 とい う。)は 、郵 政 大

臣 が指 定 す る期 間 内 に 、そ の 事 業 を開始 しなけ れ ば な らない。

,郵 政 大 臣は 、特 に必 要 が あ る と認 め る と きは、 電気 通 信役 務 の酬 若 し くは 態願 は業 務 区域

を区 分 して前 項 の期 間 の 指定 を す る こ とが で きる。

3郵 政大 臣は、 第1種 電 気 通 信 事 業者 か ら申請 が あ った場 合 に お い て、 正 当 な理 由 が あ る と認 め

る ときは、 第1項 の期 間 を延 長 す る こ とが で きる。

4第1種 電気 通 信事 業者 は 、 そ の 事 業 の 開始 前 に、第9条 第1項 の 許 可 に係 る電気 通 信設 備(郵

政 省 令 で定 め る もの を除 く。)が 第 ・峰 第 頑 の技縫 勤 齢 す る こ とにつ い て・ 麺 大臣

の確 認 を受 け なけ れ ば な らない。

5第1種 電 気 通信 事 業者 は 、 そ の事 業(第2項 の規 定 に よ り電 気通 信役 務 の種 類 若 し くは 態様 叉

は業 務 区域 を区 分 して期 間 の 指定 が あ った と きは、 その 区分 に係 る事 業)を 開始 した と きは、遅

滞 な く、 そ の 旨を郵 政 大 臣 に届 け 出 なけ れば な らない。

(氏 名等 の変 更)

第13条 第1縫 気通 信事 業 都 、第9条 第 ・囎1号 の事 項 に 顛 が あ ・た ときは ・ 遅滞 な く・

そ の 旨を郵 政 大 臣 に届 け 出 な けれ ば な らない。

(電 気通 信 役務 の種 類 等 の 変 更)

第14条 第 、鶴 気通 儲 業 者 は 、 第 ・条 第 ・項第 ・号 か ら第 ・号 ま で の額 を変 更 し よ うとす

る と きは、 郵政 大臣 の許 可 を受 け なけ れ ば な らない。 ただ し、郵 政 省 令 で定 め る軽微 な変 更 につ

い ては、 この限 りで ない。

,第 塙 電 気通 信事 業 者 は 、 前 項 た だ し書 の郵 政 省令 で定 め る軽微 な変 更 を した と きは・ 遅 滞 な

く、 そ の 旨 を郵 政 大 臣 に届 け 出 なけ れ ば な らない。

3第1。 条 及 び第11条(第2号 を除 く.)の 規 定 は ・第 噸 の許 可 につ い 碓 用 す る・
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4第12条 の規 定は 、第1項 の場 合(業 務 区 域 の減 少 の場 合 を除 く。)に 準用 す る。 この 場 合 に

お い て、同 条 第1項 及 び第4項 中 「第9条 第1項 」 とあ る のは 、 「第14条 第1項 」 と読 み替 え

る もの とす る。

(業 務 の委 託)

第15条 第1種 電 気 通 信事 業 者 は、電 気 通 信 業務 の 一 部 を委 託 し よう とす る ときは、 郵政 大 臣 の

認 可 を受 け なけ れば な らない。

2郵 政 大 臣 は 、前 項 の認 可 の 申請 が 次の 各号 に適 合 して い る と認 め る と きは 、 同項 の認可 を しな

け れば な らない。

(1)そ の電 気 通 信 役 務 を効 率的 に提 供す るた め に当 該委 託 を必 要 とす る特 別の 事 情が ある こ と。

② 受 託者 が 当該業 務 を行 うのに 適 してい る者 で ある こ と。

(事 業 の 譲渡 し及 び譲 受 け 並 び に法 人の 合併)

第16条 第1種 電気 通 信事 業 の全 部 の譲 渡 し及 び譲 受け は、 郵政 大臣 の認 可 を受 け なけ れば 、 そ

の効 力 を生 じない。

2第1種 電 気 通 信事 業 者 た る法 人の合併 は、 郵政 大 臣 の認可 を受 けな け れば 、そ の 効 力 を生 じな

い。 た だ し、 第1種 電 気通 信 事 業者 た る法人 と第1種 電 気 通 信事 業 を営 ま ない法 人が 合併 す る場

合 に お い て、第1種 電気 通 信事 業者 た る法 人が存 続 す る とき は、 この限 りで ない 。

3第10条 及 び 第11条 の 規定 は、 前2項 の 認可 に つ い て準 用す る。

4第1種 電 気通 信事 業 の全 部 の譲 渡 しが あ り、 又は 第1種 電 気通 信事 業 者 た る法 人の合 併 が あ っ

た と きは、 当該 事 業 の全 部 を譲 り受 け た者 又 は 合併 後 存続 す る法 人若 し くは合 併 に よ り設 立 した

法 人 は、第1種 電 気 通 信事 業者 の地 位 を承 継 す る。

(相 続)

第17条 第1種 電 気通 信事 業 者が 死 亡 した 場合 にお い ては 、 その 相続 人(相 続 人が2人 以 上 あ る

場 合 に おい ては 、 そ の協 議 に よ り定 め た事 業 を承 継す べ き相 続 人。以 下 同 じ。)が 被 相続 人 た る

第1種 電気 通 信 事 業者 の 地 位 を承 継す る。

2前 項 の相 続 人 が被 相 続 人の死 亡 後60日 以 内に そ の相 続 に つい て郵 政大 臣 の認 可 を 申請 しない

場 合 又 は 同項 の 相続 人が したそ の 申請 に対 し認 可 を しない 旨の処 分が あ った場 合 は、 そ の期 間 の

経 過 した とき叉 は その 処 分が あ った ときに、 第1種 電気 通 信事 業 の許 可 は、 そ の効 力 を失 う。

3第10条 及 び第11条 の規 定 は 、前 項 の 認可 につ いて準 用 す る。

(事 業 の休 止 及 び 廃止 並 び に法 人 の解散)

第18条 第1種 電 気通 信事 業 者 は、 電気 通 信事 業 の全 部又 は 一 部 を休止 し、 叉は 廃止 し よ うとす

る と きは 、郵 政 大 臣 の許 可 を受 け なけ れ ば な らない。

2前 項 の事 業 の休 止 の許 可 は、1年 を超え る期 間に つ い てす る こ とが で き ない。
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3第1種 電気通信事業者たる法人の解散の決議叉は総社員の同意は、郵政大臣の認可を受けなけ

れば、その効力を生 じない。

4郵 政大臣は、第1種 電気通信事業の休止若 しくは廃止又は法人の解散により公共の利益が著 し

く阻害され⇔ それがあると認める齢 を除き、第 頃 の許可叉は前項の認可をし紺 ればなら

ない。,

(事 業の許可の取消 し)

第19条 郵政姫 は、第1麓 気通儲 業者力・次の各号の1に 該当するときは・第9条 第1項 の

許可を取 り消す ことができる。

1第12条 第1項 の規定により指定 した期間(同 条第3項 の規定による延長があったときは、

延長後の期間)内 に事業を開始しないとき。

2前 号に規定する場合のほか、第 塙 電気通信事業者が この法徽 はこの法eva基 づ く命令若

しくは処分に違反した場合において、公共の利益を阻害すると認めるとき。

3第11条 各号(第2号 を除 く。)の1に 該当するに至 ったとき。

,轍 大臣は、前項の規定によ嶋 ・条第 噸 の許可を馳 消したときは・鰭 によりその理由

を付 して通知 しなければならない。

(変更の許可の取消し)

第,。条 麺 大臣は、第 ・4条 第 順 の規定によ鵬 ・条第 ・嫡 ・号から第4号 までの事項の

変更の許可を受け嬬 ・種電気通語 業者が、第 ・4条 第 ・鄭 紳 て準用する第12条 第1項

の規定によbre定 した鯛(第 ・4条 第 ・項に蜘 て糊 す鵠12条 第 ・項の縦 によ延 長

があったときは、延長後の期間)内 にその事項を変更しないときは、その許可を取 り消すことが

できる。

2前 条第2項 の規定は、前項の場合vafe用 する。

第2款 第2種 電気通信事業

(第2種 電気通信事業の種類)

第、條 第 、艶 気通儲 業の繊 は、一般第 ・硫 気細 鱗 及び特別第・随 気通儲 業と

する。

、 搬 第,随 気通信事業は、特別第 ・禾麺 気通信事業以外の第 ・鶴 気通儲 業とする・

、 特別第 、鶴 気通儲 業は、電気通信設備を不特定かつ多数の者の緬 の用礁 する第2鶴

気通詩 業であ。て当該設備の規齢 電気通信回線の収容能力を基礎として政令で定める難 を

超え醐 模であるもの及び本納 の嚇 との間の通信を行 うための電気通信設備を他人の通信の

用に供する第2種 電気通信事業とする。

(一般第2種 電気通信事業の届出)
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第22条 一 般第2種 電 気 通 信事 業 を営 も うとす る者 は 、郵 政 省 令 で定 める と ころに よ り、 次 の事

項 を記 載 した書 類 を添 え て、 そ の 旨を郵 政大 臣 に届け 出なけ れ ば な らない。

(1)氏 名 叉は 名 称及 び住 所並 び に法 人 に あ っては 、そ の 代表 者 の氏名

② 郵政 省 令 で 定 め る区 分 に よる電気 通 信 役務 の種類 及 びそ の態 様

2前 項 の届 出を した者(以 下 「一 般 第2種 電 気 通 信事 業者 」 とら う。)は 、 同項 第1号 の事 項 に

変更 が あ った と きは、 遅 滞 な く、 そ の 旨 を郵 政 大 臣 に届 け 出 なけ れ ば な らな い。

3一 般 第2種 電気 通 信事 業 者 は、 第1項 第2号 の 事項 を変更 し よ うとす る と きは、 そ の 旨を郵 政

大臣 に 届け 出 なけ れ ば な らな い。 ただ し、郵 政 省 令 で定 め る 軽微 な変 更 につ い ては、 この限 りで

ない。

(一 般 第2種 電 気通 信事 業 の 譲渡 し等)

第23条 一 般 第2種 電 気 通 信事 業 の 全 部 の譲 渡 し叉 は一 般第2種 電 気通 信 事 業者 に つ い て合併 若

し くは 相続 が あ った と きは、 当 該事 業 の全 部 を譲 り受け た者 又 は合併 後存 続す る法 人若 し くは合

併 に よ り設 立 した法 人若 し くは 相続 人は 、 一 般第2種 電 気通 信事 業 者の 地 位 を承 継 す る。

2前 項 の規 定 に よ り一 般 第2種 電 気通 信 事業 者 の 地位 を承継 した 者は 、 遅 滞 な く、 そ の 旨 を郵 政

大 臣 に届け 出 なけれ ば な らない。

3一 般第2種 電 気 通 信事 業 者 は、 電 気通 信事 業 の全 部又 は一 部 を休止 し、 又 は廃 止 した と きは、

遅滞 な く、そ の 旨を 郵政 大臣 に届 け 出なけ れ ば な らな い。

4一 般 第2種 電気 通 信事 業者 た る法 人が合 併 以外 の事 由 に よ り解 散 した と きは、 そ の 清算 人(解

散 が 破産 に よ る場 合 は 、 破 産 管財 人)は 、 遅滞 な く、 そ の 旨 を郵政 大 臣 に届 け 出な け れ ばな らな

いo

(特 別 第2種 電 気 通 信事 業 の 登録)

第24条 特 別第2種 電 気 通 信事 業 を営 も うとす る者 は 、郵 政 大 臣 の登 録 を受 け なけれ ば な らない。

2前 項 の登 録 を受 け よ う とす る者 は、郵 政 省令 で定 め る と ころに よ り、 次 の事 項 を記載 した 申請

書 を郵 政 大 臣に提 出 しなけれ ば な らない。

(1)氏 名又 は名 称及 び住 所並 び に法 人 に あ っては、 そ の 代表 者 の氏 名

② 郵政 省 令 で定 め る区 分 に よる電気 通 信役 務 の種 類 及 びそ の態様

(3)電 気通 信設 備 の概 要

3前 項 の 申請 書 に は、事 業計 画書 そ の他 郵 政 省令 で定 め る書 類 を 添付 しなけ れ ぱ な らない。

(登 録 の実 施)

第25条 郵 政大 臣 は、 前 条第1項 の 登録 の 申請 が あった場 合 に お い ては、 次 条第1項 の規 定 に よ

り登録 を拒 否 す る場 合 を除 き、 次 の 事項 を特 別第2種 電気通 信事 業 者登 録 簿 に登 録 しなけれ ば な

らない。
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1前 条第2項 各 号 に 掲げ る事 項

2登 録年 月 日及 び 登 録番 号

2郵 政 大 臣 は、 前項 の 規定 に よる登 録 を した ときは 、遅 滞 な く、 そ の 旨を 申請 者 に通知 しなけ れば

な らない。

(登 録 の拒 否)

第26条 郵 政 大 臣は 、第24条 第2項 の 申請 書 を提 出 した者 が 次 の各号 の1に 該 当す る と き、 又 は当

該 申請書 若 し くは そ の添 付 書類 の うちに 重要 な事項 につ い て虚偽 の記載 が あ り、若 し くは 重要 な事

実 の記載 が 欠 け てい る ときは 、そ の登 録 を拒 否 しなけれ ば な らな い。

1こ の法 律 叉は 有 線電 気 通 信法 若 し くは電 波 法 の規 定 に よ り罰 金以 上 の刑 に 処 せ られ、 そ の執 行

を終 わ り、 叉 はそ の執 行 を受 け る こ とが な くな った 日か ら2年 を経 過 しない 者

2第28条 第1項 の規 定 に よ り登 録 の取 消 しを受 け、 そ の取 消 しの 日か ら2年 を経 過 しない 者

3法 人 叉 は団 体 で あ っ て、 そ の 役員 の うちに前2号 の1に 該 当す る者 が ある もの

4そ の事 業 を適 確 に遂 行 す るに 足 りる経 理 的基 礎 及 び技 術的 能 力を有 しない 者

2郵 政 大 臣 は、 前項 の規定 に よ り登 録 を拒 否 した ときは、 文 書 に よ りそ の理 由 を付 して 通知 しなけ

れば な らない。

(変 更登 録 等)

第27条 特 別 第2種 電 気通 信 事業 の登 録 を受 け た者(以 下 「特 別 第2種 電 気通 信 事業 者 」 とい う。)

は、 第24条 第2項 第2号 又 は第3号 の 事項 を変 更 し よ うとす る と きは、郵 政 大 臣 の変 更 登 録 を受

け な けれ ば な らない。 た だ し、 郵 政 省令 で定 め る軽微 な変 更 につ い ては、 この 限 りで な い。

2前 項 の 変更 登録 を受 け よ うとす る者 は、 郵政 省 令 で 定 め る と ころ に よ り、 変 更 に係 る事項 を記載

した 申請 書 を郵 政 大 臣に提 出 しなけ れ ば な らない。

3第24条 第3項 、 第25条 及び 前条 の規 定 は、 第1項 の変 更 登録 につ い て準 用 す る。 この 場合 に

お いて、 第25条 第1項 中 「次 の事 項 」 とあ るの は 「変 更 に係 る事 項 」 と、 前 条 第1項 中 「第24

条 第2項 の 申請書 を提 出 した 者 が 次 の各号 の1に 該 当す る と き、 叉 は 当該 申請 書 」 とあ るの は 「変

更 登録 に係 る当該 申請書 」 と読 み替 え る もの とす る。

4特 別第2種 電気 通 信 事 業者 は 、 第24条 第2項 第1号 の事 項 に変 更 が あ った と きは、 遅滞 な く、

そ の 旨を郵政 大 臣 に届 け 出な けれ ば な ら ない 。 そ の届 出が あ った 場合 には、 郵 政 大 臣は 、 遅滞 な く、

当該 登録 を変更 す る もの とす る。

(登 録 の取 消 し等)

第28条 郵政 大 臣 は、 特 別 第2種 電 気通 信事 業者 が次 の 各号 の1に 該 当 す る と きは、 第24条 第1項

の登録 を取 り消 す こ とが で きる。

1特 別 第2種 電気 通 信事 業者 が この 法 律 又は この法 律 に基 づ く命 令若 し くは処 分 に違 反 した場 合
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、

にお い て、公 共 の利益 を阻 害 す る と認 め る と き。

2不 正 の手 段 に よ り第24条 第1項 の 登録 叉は 第27条 第1項 の変 更登 録 を受 け た とき
。

3第26条 第1項 各 号(第2号 を除 く。)に 該 当す るに至 った と き。

2
、第26条 第2項 の規 定 は 、郵 政 大 臣 が前 項 の取 消 しを した 場 合 に準 用 す る。

(登 録 の抹 消)

第29条 郵政 大臣 は、 次 条 に お い て準 用す る第23条 第3項 若 しくは 第4項 の規定 に よる廃 止若 し

くは解 散 の届 出 が あ った とき、 叉 は 前条 の規 定 に よ り登 録 の 取消 しを した ときは、 当 該特 別第2

種電 気 通 信事業 者 の 登 録 を抹 消 しな けれ ば な らない。

2第25条 第2項 の規 定 は 、 前 項 の規 定 に よ り登録 を抹 消 した場 合 に準 用 す る
。

(準 用)

第30条 第23条 の規 定 は 、特 別第2種 電 気 通 信事 業者 に つい て準用 す る。

第3節 業 務

(契 約 約款 の 認可 等)

第31条 第1種 電 気 通 信事 業 者 は、電 気 通 信役務 に 関す る料 金 そ の他 の提 供 条 件(郵 政 省令 で定 め

る事 項 及び 第49条 第1項 叉 は 第52条 第1項 第1号 の規定 に よ り認 可 を受 け るべ き技 術的 条 件

に係 る もの を除 く。)に つ い て契約 約款 を定 め 、郵 政大 臣 の認 可 を 受け なけ れば な らない
。 これ

を変更 しよ うとす る とき も、 同様 とす る。

2郵 政 大 臣 は、 前項 の 認 可 の 申請 が 次 の各 号 に適 合 してい る と認 め る と きは
、 同項 の 認 可 を しな

け れば な らない。

(1)料 金が 能 率的 な経 営 の 下 にお け る適 正 な原 価 に照 ら し公 正 妥 当 な もので ある こ と。

② 料金 の額 の算 出方法 が適 正 か つ 明確 に定 め られ てい る こ と。

(3)第1種 電 気 通 信事 業 者 及 び そ の利 用者(電 気通 信事 業者 との 間 に電 気 通 信役 務 の提 供 を受 け

る契 約 を締 結 す る者 をい う。 以 下 同 じ。)の 責任 に 関す る事 項 並 び に電 気 通 信設 備 の設置 の工

事 その他 の工 事 に関 す る費 用 の負 担 の方 法 が適 正 かつ 明確 に定 め られ て い る こ と。

(4)電 気 通 信 回 線設 備 の使 用 の態 様 を不 当に制 限 す る もの でな い こ と。

(5)特 定 の者 に対 し不 当 な差 別 的 取扱 い をす る もの でな い こと。

(6)第8条 第1項 の 通信 に関 す る事 項 に つ い て適 切に 配慮 され て い る もの で あ る こ と。

3第1種 電気 通 信事 業者 は 、 第1項 の 規定 に よ り契 約 約款 で定 めるべ き提 供条 件 に つい ては
、 同

項 の認 可 を受け た 契 約 約款 に よ ら なけ れ ば電 気通 信 役務 を提 供 しては な らない。 た だ し、次 項 の

規定 に よ り電 気 通 信 役務 の料 金 を減 免 す る場 合 は、 この限 りで ない。

4第1種 電気 通 信事 業者 は、 郵 政 省令 で定 める基 準 に従い 、 契約 約款 で定 め る電 気 通 信役 務 の料

金 を減 免す る こ とが で きる。
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5特 別第2種 電気通信事業者は、電気通信役務に関する料金その他の提供条件(郵 政省令で定める

事項に係るものを除く。)に ついて契約約款を定め、その実施前に、郵政大臣に届け出なければな

らない。これを変更 しようとするときも、プ同様 とする。

6第3項 及び第4項 の規定は、前項の場合に準用する。

(契 約約款の掲示)

第32条 第1種 電気通信事業者及び特別第2種 電気通信事業者は、前条第1項 の認可を受けた契約約

款(第49条 第1項 又は第52条 第1項 第1号 の規定により認可を受けた技術的条件を含む。第

111条 第2号 において同 じ。)叉 は前条第5項 の規定により届げ出た契約約款を、営業所その他の

事業所において公衆の見やすい ように掲示しておかなければならない。

2前 項の規定は、前条第1項 叉は第5項 の郵政省令で定める事項に係る提供条件について準用する。

(会計の整理)

第33条 第1種 電気通信事業者は、電気通信役務に関する料金の適正な算定に資するため、郵政省令

で定める勘定科目の分類その他会計に関する手続に従い、その会計を整理 しなければならない。

(提供義務)

第34条 第1種 電気通信事業者は、正当な理由がなければ、その業務区域uak・ける電気通信役務の提

供を拒んではならない。

(業務の停止等の報告)

第35条 電気通信事業者は、第8条 第2項 の規定により電気通信業務の一部を停止 したとき、叉は電

気通信業務に関 し通信の秘密の漏えいその他郵政省令で定める重大な事故が生 じたときは、その旨

をその理由叉は原因とともに、遅滞なく、郵政大臣に報告しなければならない。

(業務の改善命令)

第36条 郵政大臣は、電気通信役務の料金その他の提供条件が社会的経済的事情の変動により著 しく

不適当となり、利用者の利益を阻害 していると認めるときは、第1種 電気通信事業者に対 し、相当

の期限を定め、第31条 第1項 の認可を受けた契約約款の変更の認可を申請すべ きことを命ずるこ

とができる。

2郵 政大臣は、第1種 電気通信事業者の業務の方法に関し通信の秘密の確保に支障があると認める

とき、事故により電気通信役務の提供に支障が生じている場合に第1種 電気通信事業者がその支障

を除去するために必要な修理その他の措置を速やかに行わないとき、その他第1種 電気通信事業者

の業務の方法が適切でないため利用者の利益を阻害していると認めるときは、当該第1種 電気通信

事業者に対 し、その業務の方法を改善すべきことを命ずることができる。

第37条 郵政大臣は、一般第2種 電気通信事業者及び特別第2種 電気通信事業者(以 下この条におい

て 「第2種 電気通信事業者」とい う。)の 業務の方法に関し通信の秘密の確保に支障があると認め
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る とき、事 故 に よ り電気 通 信 役務 の 提 供 に 支障 が生 じてい る場合 に第2種 電気 通 信 事 業 者 がそ の

支障 を除 去 す るた め に必 要 な修 理 そ の 他 の措 置 を速 やか に行 わ ない と き、 そ の他 第2種 電気 通 信

事 業 者 の 業務 の 方法 が 適 切で な い ため 利 用者 の利 益 を阻 害 してい る と認 め る と き、 又 は 第2種 電

気 通 信 事 業 の経営 に よ りこれ と電気 通 信役 務 に係 る需 要 を共 通 とす る第1種 電 気 通 信 事 業 の当 該

需要 に係 る電 気 通 信回 線設 備 の保 持 が 経営 上 困難 と なるた め公共 の利益 が著 し く阻 害 さ れ るお そ

れ が あ る と認 める と'きは、 当 該第2種 電 気 通 信事 業者 に対 し、 利 用者 の利 益 叉 は公 共 の 利益 を確

保 す るた め に必 要 な限度 にお い て、 業 務 の方 法 の改善 そ の 他の 措置 を とるべ き こ とを命 ず る こ と

が で きる。

(電 気 通 信設 備 の接 続 又 は共 用 に 関す る協定)

第38条 第1種 電 気通 信事業 者 は、 他 の 第1種 電 気 通 信事 業 者 と電 気 通 信設 備 の接 続 又 は 共 用 に関

す る 協定 を締 結 しよ うとす る と きは、 郵 政 大 臣の 認 可 を受 け なけ れば な らない。 これ を変 更 しよ

う とす る と き も、 同様 とす る。

2郵 政 大 臣は 、 当 該協定 が公 共 の利 益 を 増 進 す る もの で あ る ときは、 前項 の認 可 を しなけ れ ば な

らな い。

(電 気 通 信設 備 の接 続 又 は共 用 に 関す る命令)

第39条 郵 政大 臣 は、 電気 通 信設備 の接 続 又 は共 用 に 関す る第1種 電 気 通信 事業 者 間 の協議 が とと

のわ ない場 合 叉 は 協議 をす る こ とが で きない場 合 で 、 当事 者か ら申立 てが あ った場 合 に お い て、

当該 接 続 叉は 共 用が 公 共 の利 益 を増 進 す る た め に特 に必 要 で あ り、か つ 、適 切 で あ る と認 め る と

きは 、 当 該接 続 叉 は共 用 に関 し、 前条 第1項 の規 定 に よる協定 を締結 すべ き こ とを命 ず る こ とが

で き る。

2前 項 の規 定 に よる命 令 が あ った場 合 に お い て、 当事 者 が取 得 し、若 し くは 負担 すべ き金額 又は

接 続 若 し くは 共 用 の条 件 その 他協 定 の細 目に つい て当事 者 間の 協議 が ととの わ ない と き、 叉 は協

議 をす る こ とが で き ない ときは 、当 事者 は、 郵政 大 臣 の裁定 を 申請 す る ことが で き る。

3郵 政 大臣 は 、 前項 の 規定 に よ る裁 定 の 申請 を受 理 した ときは 、 その 旨を他 の 当事 者 に 通 知 し、

期間 を 指定 して答弁 書 を提 出す る機 会 を与 え なけ れ ば な らない。

4郵 政 大 臣は 、第2項 の裁 定 を した と きは、 遅 滞 な く、そ の 旨を 当事者 に通 知 しなけ れ ば な らな

い0

5第2項 の裁定 が あ った ときは、 そ の裁 定 の定 め る と ころ に従 い、 当事 者 間 に協議 が と との った

もの とみ なす。

6第2項 の裁 定 の うち当事 者 が取 得 し、 又 は負 担 すべ き金額 に つ い て不服 の あ る者 は、 そ の裁定

が あ った こと を知 った 日か ら3月 以 内 に、 訴 え を も ってそ の金 額 の増減 を請 求 す る こ とが で きる。

7前 項 の訴 え に おい ては 、他 の 当事 者 を被 告 とす る。
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8第2項 の裁定についての異議申立てにおいては、当事者が取得 し、叉は負担すべき金額につい

ての不服をその裁定の不服の理由とすることができない。

(外 国政府等との協定等の認可)

第40条 第1種 電気通信事業者及び特別第2種 電気通信事業者は、外国政府又は外国人若 しくは外

国法人との間に、電気通信業務に関する協定又は契約であって郵政省令で定める重要な事項を内

容とするものを締結 し、変更 し、又は廃止 しようとするときは、郵政大臣の認可を受けなければ

ならない。

附 則(抄)

(施 行 期 日)

第1条 この法 律 は、 昭 和60年4月1日 か ら施行 す る。

(検 討)

第2条 政 府 は 、 この 法 律 の 施行 の 日か ら3年 以 内 に、 この法 律 の 施行 の状 況 に つい て検 討 を加 え、

そ の 結果 に基 づ い て必 要 に応 じ所 要 の措 置 を講 ず る もの とす る。

(公 衆電 気 通 信法 の廃 止)

第3条 公 衆 電気 通信 法(昭 和28年 法 律第97号)は 、 廃止 す る。
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西

日本電信電話株式会社 法案(抄)





日本電信電話株式会社法案(抄)

(目的及び事業)

第1条 日本電信電話株式会社(以 下 「会社」という。)は 、国内電気通信事業を経営することを

目的とする株式会社とする。

2会 社は、前項の事業を営むほか、郵政大臣の認可を受けて、 これに附帯する業務その他同項の

目的を達成するために必要な業務を営むことができる。

(責 務)

第2条 会社は、前条の事業を営むに当たっては、常に経営が適正かつ効率的に行われるように配意

し、国民生活に不可欠な電話の役務を適切な条件で提供することにより、当該役務のあまね く日本

全国における安定的な供給の確保に寄与するとともに、今後の社会経済の進展に果たすべき電気通

信の役割の重要性にかんがみ、電気通信技術に関する実用化研究及び基礎的研究の推進並びにそ

の成果の普及を通じて我が国の電気通信の創意ある向上発展に資するよう努めなければならない。

(事 務所)

第3条 会社は、本店を東京都に置 く。

2会 社は、必要な地に支店又は出張所を置 くことができる。

(株 式)

第4条 会社の株式は、記名式 とし、政府、地方公共団体、日本国民又は日本国法人であって社員

株主若しくは業務を執行する役員の半数以上、資本若しくは出資の半額以上若しくは議決権の過

半数が外国人若 しくは外国法人に属さないものに限り、所有することができる。

2政 府は、常時、会社の発行済株式の総数の3分 の1以 上に当たる株式を保有していなければな

らない。

3会 社は、新株を発行 しようとするときは、郵政大臣の認可を受けなければならない。転換社債

又は新株引受権附社債を発行 しようとするときも、同様とする。

(政府保有の株式の処分)

第5条 政府の保有する会社の株式の処分は、その年度の予算をもって国会の議決を経た限度数の

範囲内でなければならない。

(商号の使用制限)

第6条 会社でない者は、その商号中に日本電信電話株式会社 という文字を用いてはならない。

(社債発行限度の特例)

第7条 会社は、商法(明 治32年 法律第48号)第297条 の規定による制限を超えて社債を募
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集 す る ことが で きる。 た だ し、資本 及 び 準備 金 の 総額 又 は最 終 の貸 借対 照表 に よ り会社 に現 存す

る純 資産 額 のい ず れ か 少 ない額 の4倍 を超 え ては な らない。

(一 般担 保)

第8条 会 社 の社 債 権 者 は、 会社 の財産 につ い て他 の 債権 者 に先 だ って 自己 の債 権 の弁済 を受 け る

権利 を有 す る。

2前 項 の先 取特 権 の順 位 は、 民法(明 治29年 法 律 第89号)の 規 定 に よる一 般 の先 取特 権 に次

ぐもの とす る。

(取 締 役及 び監 査 役 の選任 等 の決 議)

第9条 会 社 の取 締 役 及 び 監査 役 の選 任 及 び解任 の決 議 は、郵 政 大 臣の認 可 を受 けkけ れば 、 その

効 力 を生 じない。

(定 款 の変 更 等)

第10条 会 社 の 定款 の変 更 、利 益 の処 分 、合 併 及び 解散 の決 議 は、 郵政 大 臣 の認 可 を受け なけれ

ば 、そ の 効 力 を生 じない。

2前 項 の合併 の 決議(会 社 と第1種 電気 通 信事 業(電 気通 信 事 業法(昭 和59年 法 律 第 号)

第6条 第2項 に規定 す る第1種 電 気 通信 事 業 をい う。)を 営 ま ない法 人 との合 併 で あ って、 会社

が存 続す る もの につ い て の決議 を除 く。)に つい て の郵 政大 臣 の認可 は、 同法 第16条 第2項 の

規 定 の適 用 につ い ては、 同項 の 認可 とみ なす。

(事 業計 画)

第11条 会 社は 、 毎 営業 年 度 の 開始 前 に、 そ の営 業 年度 の事 業計 画 を定 め、 郵政 大 臣 の認 可 を受

け なけ れば な らない。 これ を変 更 しよ うとす ると き も、 同様 とす る。

(財 務諸 表)

第12条 会 社 は、 毎 営 業年 度 終 了 後3月 以内 に、 そ の営 業年 度 の貸 借 対 照表 、損 益 計算 書 及 び営

業報 告 書 を郵政 大 臣 に提 出 しなけ れ ば な らない。

(重 要 な設 備 の譲 渡 等)

第13条 会 社 は、 電 気 通 信幹 線 路及 び これ に準 ず る重要 な電 気通 信設 備 を譲 渡 し、又 は担 保 に 供

しよ うとす る と きは 、郵 政 大 臣の 認 可 を受 け なけれ ば な らない。

(監 査 役及 び 監査 命 令 等)

第14条 会 社 の監 査 役 は 、3人 以 上 で なけ れ ば な らない。

2郵 政 大 臣は 、 この法 律 を施行 す るた め必 要 が あ る と認 め る ときは 、 監査 役 を指 名 して、 特定 の

事 項 を監 査 させ 、 当該 監 査 の 結果 を報 告 させ る こ とが で き る。

3監 査 役 は 、監 査 の 結果 に基 づ き、必 要 が あ る と認 め る ときは・ 郵 政 大 臣 に意 見 を提 出 す る こ と

が で きる。
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(監 督)

第15条 会 社 は 、郵 政 大 臣が この法 律 の定 め る と ころ に従 い監 督す る。

2郵 政大 臣 は 、 この 法 律 を施 行す るた め特 に必 要 が あ る と認 める ときは 、会 社 に対 し、 そ の業 務

に 関 し監督 上必 要 な命 令 をす る こ とが で きる。

(報 告)

第16条 郵 政 大 臣は 、 この法 律 を施行 す るた め必 要 な限 度 にお い て、 会社 か らそ の 業務 に 関す る

報 告 を徴 す る こ とが で きる。

(大 蔵 大 臣 との協 議)

第17条 郵 政 大臣 は 、第4条 第3項 、 第10条 第1項(定 款 の変 更の 決議 に係 る もの につ い ては、

会 社 が 発行 す る株 式 の総 数 を変 更す る決 議 に 係 る もの に 限 る。)、 第11条 叉 は 第13条 の 認 可

を しよ う とす る ときは 、大 蔵 大臣 に 協議 しなけ れば な らな い。

附 則(抄}

(施 行 期 日)

第1条 この法 律 は、 公布 の 日か ら施 行す る。 た だ し、附 則第11条 及 び第12条 の規 定 は 、 昭 和

60年4月1日 か ら施行 す る。

(会 社 の 在 り方 の検 討)

第2条 政 府 は 、 会社 の成 立 の 日か ら5年 以 内 に、 この法 律 の 施行 の状 況及 び この法 律 の 施行 後 の

諸 事 情 の変 化 等 を勘 案 して会 社 の在 り方 に つ い て検 討 を加 え、 そ の結果 に基 づい て必 要 な措 置 を

講 ず る もの とす る。
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